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ご使用前におず本書をお読みください。 

将来いつでも使用できるように大切に保管してくださし、。 


コピーする 


ファクス機能を使う 


ごュータからプリントする 


スキャン機能を使ラ 


ネットワーク設定 


コンピュータからの設定 


日常のメンテナンス 


困ったとをには 


各種機能を登録/設定する 


付録 


お使いになる前に 
原稿と用紙の取り扱い 
宛先表に宛先を登録する 


















































本製品の取扱説明書は、次のような構成になっています。目的に応じてお読みいただき、本製品を十分にご 
ま用ください。 


最初にお読みください。 


スタートアップ ガイド 

• こんなことができます 
• 目的の機能を使用するための設を 

Botpra 


• 本製品のセットアップ 

け-けけ 。振;： 

本製品をお使いになるために必要 

• ファクスの設定 


な設定や、コンピュータとの接続 

• ネットワーク接続の設定 

■でぶ;:::::心—,.^^^^', tin 1 

について説明しています。 

• コンピュータでのソフトウェア設定 
• 付録 ] 





f 目的にあわせて必要な章をお読みください。 


e - マニュアル （ューザーソフトウエア C D に収められていま 

本聲品の便利な機能、ご使巧目的 閲覧します。） 

に合わせた設定や操作方法につい 

て説明しています。 ♦ コピーする/ファクスを使う/プリントす 

る/スキャンする/仕様一覧 
♦ネットワーク設定 
♦ コンピュータからの設定 
• 困ったと寺には 
♦ 日常のメンテナンス 

一 — J 


参本書は、改良のため画面などは予告なく変更されることがあります。正確な仕様が必要な場合はキヤノン 
までお問い合わせください。 

参本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことがありましたら、ご連絡ください。 

参本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 


取扱説明書の分冊構成について 


〇 

























こんなことかでをます 


お求めの機種や、オプションによってお使いになれない機能があります。 



ファクスを使う 

( MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ） 

通常のファたス機能に加え、アプリケーみ耳ンソ 
フトウち妾で作成したデータをお使いの''コンピ:£> 
夕から-をち更夕基*することが夕舍ます。 


議操ホ^!^ 

フお京 ( MF 4 泌 OdnyMf 穗骑 H 7— M みお0が 
た"^心 CP .5-1) 



こんなことができます 



































スキヤンする 

本製品で読み込んだ原稿を画像データに 
変換し、お使いのコンピュータに取り込も- 
こ とがでをます。 


縣無作4ィド; 

争ク璋能を使う （P7 ス 

も7ニュ扛 

スキヤンする 




コンヒュータから 
設をする X 3. 

( MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ） 

ネットワークに接続されたコンピュータから、本裝品の 
設定内容の確認やをま操作をすることができます。 


基本操作ガイド 

コンピュータからの設定 (MF4380dn/l\/lF4370dn のみ） 


卜 (P.9-1) 


e - マニュアル 

コンビュータからの設定 {MF4380dn/ 
MF4370dn のみ） 


ネツトワーク 

( MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ） 

本製品をネットヮークに接続すると、さま 
ざまな機能を使うことができます。 

基本操作ガイド 

ネットヮーク設定 （MF4380drVMF4370dn のみ） (P.8-1) 

e - マニュアル 

輪が-^ク設定 




こんなことができます 
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このたびはキヤノン製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。本製品を 
お使いになる前に、安全のためにけ下のま意事項をよくお読みください。 

惹數錫をかる獲璧 


お使いになれる機能を製品別に紹介します。 

〇:使用でをる機能 
X :使用でをない機能 



コピー 

プリント 

ファクス 

USB 

スキヤン 

ネット 

ワーク 

スキヤン 

リモート 

UI 

片面 ADF 

両面 ADF 

Satera 

MF 4380 dn 

o 

o 

o 

o 

〇 

〇 

X 

〇 

Satera 

MF 4370 dn 

o 

o 

o 

o 

〇 

〇 

〇 

X 

Satera 

MF 4350 d 

o 

o 

o 

o 

X 

X 

〇 

X 

Satera 

MF 4330 d 

o 

o 

X 

o 

X 

X 

〇 

X 

Satera D 450 

o 

o 

X 

o 

X 

X 

X 

〇 
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をみ盤孩絶 

本書では、本製品を使用する上でを全のためにお守りいただきたいことや、役に立つ情報に下記のマークを 
付けています。 

^警告 取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う恐れのある警告事項が書かれています。 

* 取り扱いを誤った場合に、傷害を負ラ恐れや物的損害が発生する恐れのあるを意事項が書 

A かれています。 

メモ 操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。 

弦なる 

本書では、操作するキー、ディスプレイにま示されるメッセージ、コンピュータ画面上のボタンや項目をが 
下のように表記しています。 

•操作パネル上のキー： <キーアイコン>+ [キー名称] 

例：逸[ストップ/リセット] 

-ディスプレイ：<ヨウシヲホキュウシテクダサイ> 

-コンピュータ画面上のボタンおよび選択項目：[詳細設定] 

腹敬 • L 茲なる 

本書では、製品名およびモデル名を次のように表記しています。 

Microsoft Windows 2000 operating system : Windows 2000 
Microsoft Windows XP operating svstem : Windows XP 
Microsoft Windows Vista operating system : Windows Vista 
Microsoft Windows 7 operating system : Windows 7 


本書では、郵便事業株式会社製のはがきを郵便はがきと記載しています。 





本書の読みかた 


も f ♦み娘忌みる 



本書で使われているイラストは、特にお断りがない限り、 MF 4380 dn のものです。 MF 4380 dn 、 
MF 4370 dn 、 MF 4350 d 、 MF 433011 D 450 の製品間に違いがあるときは、 rMF 4380 dn の場合」のように明 
示しています。 

各製品に搭載されている機能については、「お使いになれる機能」 ( P . viii ) を参照してください。 

本書で使われている画面は、 MF 4380 dn のもので、製品購入時の画面内容を揭載しています。お使いになる 
製品によっては揭載している画面内容と一部異なる場合があります。 


B 重曇みかた 
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豪畫ム茲篮機 i を蟲念^^お 

A 警告 

本書で指示された部位を除き、本製品をご自分で分おしたり、修理したりしないでください。感電などの原因になること 
があります。本製品の修理については、お買い求めの販売店または担当サービスにご連絡ください。 

取り扱いと保ず么(点検について 

ムミ主意 

プリントされた用紙は熱くなっている場合があります。扫敞トレイから用紙を取り除くときや用紙をそろえるときは、や 
けどをしないようにを意してください。 

-本製品に貼ってあるを意ラベルの指示に従ってください。 

-本製品に強い 衝撃 や振動をちえないでください。 

-本製品を移動または清掃するときは電源コードを抜いてください。 

-紙づまりを防ぐために、プリント中は電源の入切、操作ノ《ネル部や後ろカノく一の開閉、用紙の出し入れを 
しないでください。 

-本製品を移動する場合は、トナーカートリッジを必ず本体から取り外してください。 

-トナーカートリッジは、光にさらさないように、購入時に収められていた保護袋に入れるか、厚手の巧で 
くるんでください。 

•持ち運ぶときは、本製品の左ちにある取っ手をしっかりと持ってくださし、。用紙カセットや金具部分は、 
絶巧に持たないでください。 

-本製品の内部に異物を入れないでください。異物が製品内部の電気部品などに接触すると、义災や感電の 
原因になることがあります。 

-製品内部にピンやクリップ、ホチキスの針などの金属片ををとさないでください。 

-水などの液体をこぼさないように、本製品の近くでは飲食しないでください。 

-定期的に本製品を清掃してください。ほこりなどがたまると正しく動作しないことがあります。 

-電話回線の抵抗値と本製品の抵抗値の合計が1700 〇を超える場合など、電話回線や地域などの条件に 
よって通信できないことがあります。このようなときには、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客 
様相談センターにご相談ください。 

-が下のような場合は本製品の主電源スイッチを切り、電源コードを抜いて、お近くのキヤノン販売店また 
はキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 

-電源コードやプラグが傷んだり、断線しているとき 
-本製品の中に水などの液体がこぼれたとき 
-本製品が雨や水に濡れたとき 

-同捆の取扱説明書の手順どおりに操作しても本製品が正常に動作しないとき 
手順にない不正な調整をしてしまうと、故障の原因となったり、正常な動作に戻すまでに特殊な修理がお 
要となったりしますのでごを意ください。 
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を全のためのま意事項 

-本製品を落としたり、傷つけたりしたとき 

-本製品の動作に明らかに異常がみられるとき、エラーランプが点滅し続けるとき 
-本製品の補修用性能部品の最低保有期間は、本製品製造巧ち切り後7年間です。 

•レーザー化は、人体に有害となる恐れがあります。そのため本製品では、レーザー光はレーザースキャナ 
ユニット巧にカバーで密封されており、お客様が通常の操作をする場合にはレーザー光が漏れる屯、配は全 
くありません。を全のためにが下のを意事項をおずおずりください。 

-本書で指示されたが外のカパーは、絶対に開けないでください。 

-本製品に貼ってあるが下のを意ラベルをはがさないでください。 


A DANGER - Invisible laser radiation when ooen. 

AVOID DIRECT EXPOSURE TO BEAM. 
CAUTION - CLASS 3B. INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 

VARNING ■ KLASS 3B OSYNUG LASERSTRALNING NAR DENNA 
DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 

ATTENTION - rayonnement laser invisible de classe 3B. 

EN CAS D'OUVERTURE EVITEZ L’EXPOSITION AU FAISCEAU. 
VORSICHT - UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG KLASSE 3B, WENN ABDECKUNG 
, GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

PRECAUCION - RADIAC に N laser invisible de CLASE 3B presente al abrir. 

EVITE LA EXPOSICION AL HA 乙 

VAROITUS - LUOKAN 3B NAKYMATTOMALLE LASER-SATEILYA AVATTUNA. 
VALTA ALT 旧 TUMISTA SATEELLE. 

；i E - ここを開くとクラス 3B 不可巧レーザ故針び出ます。ビームに身をさ日さないこと。 
を意 - 巧斤が，存在不可见的 3B 类激化福射，请避を接触该激化ず 
注意 - キ了開機器蓋板時有 3B 級不可視雷自ホ化釋出，應避を曝射 
を £| - 兽ミ间言さ 3B U| フい I 司 |0| 巧お人的 01 对書宜し 1 み 

背 d 内 I と害言な I ち怕人 I 空. FC6-5293 


-この製品は IEC 60825 -1:2007 においてクラス1レーザ製品であることを確認しています。 

-万ーレーザー光が漏れて目に入った場合、目に障害が起こる原因になることがあります。 

A を意 

ここに規定されているな外のことをした場合は、危険なレーザー光が漏れる可能性があります。 

護量]^^通 

•平らで、ぐらつきや振動がなく、本製品をしっかりとまえられる場所に設置してくださし、。 

•涼しくて湿気やほこりがなく、風通しの良い場所に設置してください。 

•ちりやほこりがない環境でお使いください。 

-高温多湿にならない環境でお使いください。 

-直射日光の当たる場所に設置しないでください。故障の原因になることがあります。窓の近くに設置する 
場合は、厚手の力ーテンまたは日よけを窓に取り付けてください。 

-水気のある場所では使用しないでください。湿気を含んだ物を本製品に近づけないようにしてください。 

-屋外での使用や設置は避けてください。 

-スピーカーなど磁気をさんだ機器や、磁界を生じる機器の近くに設置しないでください。 

•本製品の通気□を壁や物でふさがないように設置してください。また、ベッドやソファー、毛足の長い 
じゅうたんなどの上に設置しないでください。通気□がふさがれると製品内部に熱がこもり、ルおの原因 
になることがあります。通気□は壁や他の機器などから10 cm が上離して設置してください。 
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• MF 4380 dn / D 450 
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いつでも電源コードが抜けるように、電源コードの周りには物を置かないでください。異常な音や煙、 

熱、をなにおいなどが発生した場合は、直ちに主電源スイッチを切り、電源コードを抜いて、お近くのキ 
ヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 

電源コードの上に物を置かないでください。また、電源コードを踏んだり、まねたり、結んだりしないで 
ください。 

使用中の製品からは、オゾン等が発生しますが、その量は人体に影響を及ぼさない程度です。ただし、換 
気の悪い部屋で長時間使用する場合や、大量にプリントする場合には、快適な作業環境を保つため、部屋 
の換気をするようにしてください。 
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を全のためのミ主意事項 


愛遐 i 茲 

•雷が鳴ったら、すぐに主電源スイッチを切り、電源コードを抜いてください。（主電源スイッチを切って 
も、メモリにある原稿は約5分間保をされます。） 

-電源コードを巧いたときは差しなおすまでに5秒が上間隔をおいてください。 

-電源コードを無停電電源に接続しないでください。 

警化 

本製品から微弱な磁気が出ています。む臓ペースメーカーをご使用のちは、異常を感じたら本製品から離れてください。 
そして直ちに、医師にご相談ください。 

賽霉虽が显技凌みを 

キヤノンでは環境保全ならびに資源の有効活用のため、リサイクルの推進に努めております。回収窓□が製 
品により異なりますので、が下の内容をお読みいただき、ご理解とご協力をお願いします。 

参使用';まみ複写機の受け入れ場所について 

使用るみとなった複写機につきましては、次のように回収を行っています。お問い合わせ先にを意してご 
連絡願います。 


m 

Canon 

キヤノンでは、環境保全と資源の有効活用のため、回収されたオフィス用、使用るみ権 

写機のリサイクルを*進しています。 

使用';まみの複写機の回収については、お買い巧めの販売店、または弊社お客様相談セン 

ターもしくは担当の営業にお問い合わせください。 

なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、廃棄物処理法にがい処分してく 

ださい。 

♦使用済みトナーカートリツジなどの回収について 

使用巧みとなったトナーカートリツジなどにつきましては、次のように回収を行っています。お問い合わ 

せ先にを意してご連絡願います。 

m 

Canon 

キヤノンでは、環境保全と資源の有効ま用のため、使用るみトナーカートリッジの回収 

とリサイクルを推進しています。 

使用；きみトナーカートリッジの回収については、担当のサービス店、または弊社お客様 

相談センターにお問い合わせください。 

なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、トナーがこぼれないようにビ 

二ール袋などに入れて、地域の条例にがい処分してください。 


なる:^^^^^^^ 

本製品は、メンテナンスフリーでをふしてお使いいただけるように作られています。操作上問題が発生した 
ときは、「第11章困ったときには」を参照してください。それでも解みしない場合や点検が必要とちえら 
れる場合には、お買い求めの販売店または担当サービスにご連絡ください。 
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規制^^ 


杰化 製を磊 お為换療 

この製品は、販売されている地域のを全規制に従って、が下の （） 巧の名称で登録されている場合があり 
ます。 

Satera MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d ( FI 5660 2) 

Satera MF 4330 d / D 450 (FI 56600) 



この装置は、情報処理装置等電波障害自ま規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。 
この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近 
接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書にがって正しい取り扱いをしてください。 

通信ケーブルはシールド付をご使用ください。 

壹覇盤を瓣1•接^^^ 

本機器は J に C 61 000-3-2 高調波電流発生限度値に適合しています。 

凰暖黑遂ル藻^^^呈茲具ぶ扇 M 蘇ふえ扇 

当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネル 
ギースタープ□グラムの基準に適合していると判断します。 

国際エネルギースタープ□グラムは、コンピュータをはじめとしてオフィス機器の 
省エネルギー化推進のための、国際的なプログラムです。このプログラムは、エネ 
ルギー消費を効率的に抑えるための機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的と 
したもので、事業者の自主判断により、参加することができる任意制度となってい 
ます。対象となる製品はコンピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリお 
よび複写機などのオフィス機器で、それぞれの基準並びにマーク（ロゴ）は、参加 
各国の間で統一されています。 
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規制に ついて 


限始船え叙ん这9您4^^1►る 



本製品搭載のプロトコルスタックは、 IPv 6 Forum が定める IPv 6 Ready LogoPhase -1 
を取得しています。 


跑篡点§苗么家を^^竣難运凰^^霉更碁集通 

粉塵、オゾン、スチレン、ベンゼンおよび TVOC の放散については、エコマーク N 0117「複写機 Version ]」 
の物質エミッションの放散速度に関する認定基準を満たしています。（トナーは本製品用に推奨しておりま 
すキヤノンカートリッジ304を使用し、複写を行った場合について、試験ち法： RAL-UZ 122:2006 の付 
録2に基づき試験を実施しました。） 

が下を原稿として読み込むか、あるいは複製したり、加工したりすると、法律により罰せられる場合があり 
ますのでごを意ください。 

参著作物など 

他人の著作物を権利者に無断で複製などすることは、個人的または家庭内その他これに準ずる限られた範囲 
においての使用を目的とする場合を除き違法となります。また、人物の写真などを複製する場合には肖像権 
が問題となることがあります。 

参通貨、有価証券など 

が下のものを本物と偽って使用する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしいものを作成すること 
は法律により罰せられます。 

-紙幣、貨幣、銀行券（外国のものを含む） -株券、社債券 


国債証券、地ち債証券 
郵便為替証書 
郵便切手、印紙 


手お、小切手 
定期券、回数券、乗車券 
その他の有価証券 
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規制に ついて 


参公文書など 

け下のものを本物と偽って使用する目的で偽造することは法律により罰せられます。 

-公務員または役所が作成した免許証、登記達騰本その他の証明書や文書 
-私人が作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
-役所または公務員の印影、署名または記号 
-私人の印影または署名 

[関係法律] -刑法 

-著作権法 

-通貨及証券模造取締法 
-外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券 
-証券偽造を造及模造二関スル法律 

慶擾 

Canon、Canon ロゴ、および Satera はキヤノン株式会社の商標です。 

Microsoft 、 Windows、Windows Server、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における登録商標または商標です。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

着瓶掛; iSk 编 

Copyright © 2010 Canon Inc . All riahts reserved . 

キヤノン株式会社の事前の書面によるを諾を得ることなしに、いかなるお式または手段（電子的、機械的、 
磁気的、光学的、化学的、手動、またはその他のお式/手段をさむ）をもっても、本書の全部または一部 
を、複製、転用、複写、検索システムへの記録、任意の言語やコンピュータ言語への変換などをすることは 
できません。 

第云者のソストウェアについて 

本製品には、キヤノン株式会社およびそのライセンサーが、な下1~8の条件に基づき許諾を受けたソフト 
ウェア•モジュール（が下、「許諾ソフトウェア」）がさまれています。但し、別途固ちの許諾条件が用意さ 
れている第互者のソフトウェアについては、別途の許諾条件が適用されるものとします。 

1. お客様が「許諾ソフトウ I ア」を、輸出またはミ毎外に持ち出す場合は、日本国及び関連する諸外国の規 
制に基づく関連法規を遵守してください。 

2. 「許諾ソフトウェア」に係るいかなる知的財産権、権原および所有権は、お客様に譲渡されるものでは 
なく、キヤノンのライセンサーに帰属します。 

3. お客様は、「許諾ソフトウェア」を、お客様がご購入のキヤノン製品 a 乂下、「キヤノン製品」）に組み 
込まれた状態でのみ使用することができます。 

4. お客様は、キヤノンまたはキヤノンのライセンサーの事前の書面による許巧無く、「許諾ソフトウェア」 
を開示、再使用許諾、販売、リース、譲渡してはなりません。 


• 郵便法 

• 郵便切手類模造等取締法 
• 印紙犯罪処罰法 
• 印紙等模造取締法 
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規制に ついて 


t 上記にかかわらず、お客様は、が下の条件に従う場合のみ、「許諾ソフトウェア」を譲渡することがで 
をます。 

•お客様が「キヤノン製品」に関するすべての権利、および本契約に規定された「許諾ソフトウェア」に関 
するすべての権利および義務を譲渡すること 
-お客様から譲渡を受ける第兰者が、本契約に同意していること 

t お客様は、「許諾ソフトウ I ア」の全部または一部を修正、改変、逆アセンブル、逆コンパイル、その 
他リバースエンジニアリング等することはできません。また第兰者にこのような行為をさせてはなりま 
せん。 

7. お客様は、「キヤノン製品」に含まれる「許諾ソフトウェア」を除去したり、「許諾ソフトウェア」を複 
製してはなりません。 

8. 「許諾ソフトウェア」中のソースコードについては、お客様にいかなるライセンスも許諾されません。 

別途固ちの許諾条件が用意されている第=者のソフトウ ェアが;つがて 

詳細およびライセンス条件につきましては、本製品に同捆されている CD-ROM 巧の e マニュアルをご参照 
ください。 

を責妻-項 

本書の内容は予告なく変更することがありますのでご了承ください。 

キヤノン株式会社は、ここに定める場合を除き、ホ場性、商品性、特定使用目的の適合性、または特許権の 
が侵害性に対する保証をさめ、明示的または暗示的にかかわらず本書に関していかなる種類の保証を負うも 
のではありません。キヤノン株式会社は、直接的、間接的、または結ま的に生じたいかなる自然の損害、あ 
るいは本書をご利用になったことにより生じたいかなる損害または費用についても、責任を負うものではあ 
りません。 



■規制にっぃて 



お使いになる前に 


Chapter 


本体各部のを称とはたらきや基本的な設定項目など、本製品をお使いになるおに知っておいてほしいことを説明し 
ています。 


本体各部のを称とはたらを .1-2 

本体外観输面 .1-2 

本体外観谐面 .1-5 

操作パネルを部のを称とはたらを .1-8 

メイン操作/\°ネ/レ .1-8 

ファクス操作/け'ル ( MF 4380 dn / MF 4370 dn / 

MF 4350 d のみ） .1-11 

ディスプレイ{待受画面） .1-12 

コピーモード .1-12 

ファクスモード （ MF 4380 dn / MF 4370 dn / 

MF 4350 d のみ) .1-12 

スキヤンモード .1-12 

トナーカートリッジ .1-13 

トナーカートリッジの取り扱し、 .1-14 

トナー残量を確認'する .1-14 

消耗品のご購入相談窓 □.1-15 

文きを入力する .1-16 

入力でをる文字 .1-16 

文字の入力方法 .1-17 

スリープモードを設定する .1-18 


お使いになる前に 
























本体外観について、各部の名称とはたらきを説明します。 

塞を^鑑围 ] a 

• MF4380dn/D450 
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本体各部のを称とはたらき 


MF4370dn 




MF4350d/MF4330d 
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本体各部の名称とはたらき 


① ADF (自動原稿給紙装置） 

セットされた原稿を自動的に読み込み位置に送り 
ます。 

② 原稿ガイド 

原梧の悟に合わせて調節します。 

⑤原稿給紙トレイ 
原稿をセットします。 

④ 原稿排紙トレイ 
原稿が排出されます。 

⑤ 操作パネル 

本製品を操作します。 

⑥ 排紙トレイ 

コピー、プリント、ファクスなどの出力紙を排出し 
ます。 

⑦ 用紙カセット ( MF 4380 dn / MF 4370 dn / D 450) / 
用紙トレイ ( MF 4350 d / MF 4330 d ) 

用紙をセットします。 

⑧ ADF 読み取りエリア 

ADF にセットされた原稿を読み取ります。 

⑨ 原稿台ガラス 
原稿をセットします。 

颇排紙ネ甫助トレイ 
引き出して使用します。 

⑩ 排紙ストッパー 

妇瞄トレイから出力紙が落ちるのを防ぎます。 A 4 
サイズの用紙で出力する場合に、ストッパーを開 
いて使用します。 

® 手差しトレイ用紙ガイド 
用紙の幅に合わせて調節します。 

® はがを用ガイド 

はがきをセットするときに使います。 

® 用紙後端ガイド 
用紙の後端を押さえます。 

⑩用紙カバー 

用紙カセット内の用紙をほこりやチリから保護しま 
す。 


颇手差しトレイ 

手差しで1枚ずつプリントするときに使用します。 
⑩操作パネル部 

トナーカートリッジの交換や、つまった用紙を取り 
除くときに開きます。 

® ま電源スイッチ 

電源を入れたり、切ったりします。 


お使いになる前に 
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杰惩盈鑑厦 


本体各部のを称とはたらき 


MF4380dn 



MF4370dn 

0 @ 



愈® 
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本体各部の名称とはたらき 

# MF4350d # MF4330d 




M お使いになる前に 
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本体各部のを称とはたらき 


@ 

① LAN ポート （MF 4380 dn/MF 4370 dn のみ） 
ネットワークケーブルを接続します。 

③ USB ポート 

USB ケーブルを接続します。 

⑤後ろ カバー 

つまった用紙を取り除くときに開きます。 

④ 電源ソケット/アース端子 

電源コードおよびアース線を接続します。 

⑤ 電話回線端子 （M F 4380 d n/M F 4370 d n/M F 4350 d 
のみ） 

電話線コードを接続します。 

⑥ 外付け電話機用端子 （MF4380dn/MF4370dn/ 
MF 4350 d のみ） 

外付け電話機を接続します。 
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@ ⑩ ® ® ® 


@ @ @ ® @ @ ® 


@ @ ® @ @ @ @ 


操作パネルについて、各部の名称とはたらきを説明します。 


® @ ® @ @ @ @ 



え若遂壌がム i を化 

参 MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d 


の® ③硬⑤ 


〇 


•ンヨフ■キャンセ 
げ況巧|?_(| 


/コビー llb アクスつにスキャン 


己 Qtem MF 4380 dn 


〇 


巧)の愈 感 @ 

参 MF 4330 d / D 450 


の® @ 



@ @ @ @ @ 


イ操作 T 顾瞎部願侧は 


© ©©變 
©©@@ 
◎ ©◎© 
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操作/ \°ネル各部のを称とはたらき 


①[用紙設化]キ_ 

用紙カセットと手差しトレイにセットする用紙のサ 
イズと種類を設定するときに使います。 

③[ジョブキャンセル/状況確認]キー 
処理中または待機中になっているジョブの確認や 
ジョブの中止操作のときに使います。 

⑤ [ コピー]キー 

コピーモードに切り替えます。 

@ [ ファクス]キー 

ファクスモードに切り替えます。 

⑤ [スキヤン] キー 

スキ ヤンモー ドに切り替えます。 

⑥ [ メニュー]キー 

各種の設定、登録をするときに使います。 

⑦ [ 両面]キー 
MF4380dn : 

両面原稿をコピーまたはファクス送信するときに 
使います。 

MF 4370 dn/MF 4350 d/MF 4330 d : 

片面原稿を用紙の両面にコピーするときに使いま 
す。 

D450 : 

両面原稿をコピーするときに使います。 

⑨[拡大/縮小]キー 

コピーの拡大/縮小率を設定するときに使いま 
す。 

⑨[濃度] キー 

MF4380dn/MF4370dn/MF4350d : 

コピーやファクス送信の濃度を調節するときに使 
います。 

MF 4330 d/D450 : 

コピーの濃度を調節するときに使います。 


颇[画質]キー 

MF4380dn/MF4370dn/MF4350d : 

コピーやファクス送信の画質を調節するときに使 
います。 

MF4330d/D450 : 

コピーの画質を調節するときに使います。 

⑩ [ ソート /2 ini ] キー 

ソートコピーや 2 ini コピーを設定するときに使 
います。また、 ID カードコピーをするときにも使 
います。 

⑩[節電] キー 

手動で節電状態に設定したり解除したりするとき 
に使います。節電状態のときはグリーンに点巧し 
ます。 

® [ストップ/リセット]キー 

ジョブを中止するときに使います。 また、待受画 
面に戻るときにも使います。 

® エラー ランプ 

エラーが発生したときに点滅します。 

⑩実行/メモリランプ 
MF4380dn/MF4370dn/MF4350d : 

通信中のときに点滅します。待機中のジョブがあ 
るときやメモリにデータが蓄積されているときは点 
灯します。 

MF4330d/D450 : 

待機中のジョブがあるときに点巧します。 

颇[スタート]キー 
MF4380dn/MF4370dn/MF4350d : 

コピー、スキャン、ファクス操作を開始するときに 
使います。 

MF4330d/D450 : 

コピー、スキャン操作を開始するときに使います。 
©テンキー 

文字や数字を入力するときに使います。 

® [卜 ーン]キー 

プッシュ回線とダイヤル回線を切り替えるときに使 
います。 


お使いになる前に 
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操作パネル各部の名称とはたらき 


® [クリア] キー 

入力した文字や数字を削除するときに使います。 
通） [+►] キー 

設定する数値を上げるときに使います。また、次 
のメニュー項目をま示するときにも使います。 

® [0 K ] キー 

設定、登録した内容を確定するときに使います。 
@ [ィ ー] キー 

設定する数値を下げるときに使います。また、前 
のメニュー項目をま示するときにも使います。 

运)ディスプレイ 

メッセージや動作状況をま示します。設定操作中 
は選択項目、テキスト、数字などをま示します。 
@ [レポート] キー 
MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d : 

各種レポートやリストをプリントするときに使いま 
す。 

MF 4330 d / D 450 : 

ユーザデータリストをプリントするときに使いま 
す。 


お使いになる前に 
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操作/ くネル各部のを称とはたらき 


歲劳 爲 藻撼 悔ノ 居ぶ 处 滅(: M もお缴舶 傲 絲城 Q 棘 MMI IM かの入 を Iw 



① [オンフック]キー 

外付け電話機の受話器を置いたままダイヤルする 
ときに使います。 

感 [リダイヤル/ ポースキー 
最後に指定した宛先を呼び出すときに使います。 
また、ファクス番号にポーズを挿入するときに使 
います。 

⑤ [短縮ダイヤル]キー 
短縮ダイヤルに登録した宛先を指定するときに使 
います。 

④ [宛先ま]キー 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録した宛 
先を相手先のを前やファクス番号から検索すると 
きに使います。 

⑤ ワンタッチダイヤルキー 

ワンタッチダイヤルに登録した宛先を指定するとき 
に使います。 
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或咬^^^るお 

コピーの待受画面について説明します。コピー機 
能を使うときは必ず^1^ [コピー]を押してが下 
の待受画面に切り替えます。 



10 0 % 

A 4 


,]■ »| 1モシ ■ 

/シャシソ1 

回 


® h S 

① ズーム 倍率 
③用紙サイズ 


⑤部数 

④ 画質 

⑤ 濃度 

赢を^^ち及ぐぉぞ迦絲がぶか /j 
M 臟隻か疆嫉咖み k 

ファクスの待受画面について説明します。ファク 
ス機能を使うときは必ず巨[ファクス]を押し 
てが下の待受画面に切り替えます。 



①日付/時刻 
③画質 
⑤受信モード 


スキャンの待受画面について説明します。 
MF 4380 dn / MF 4370 dn をお使いの場合は、 

[スキャン]を繰り返し押して画面ま示を< USB ス 
キャンモード>または<ネットワークスキャン 
モード>に切り替えます。 


USB スキヤンモート 



ネット7—クスキサンモート 


MF 4350 d / MF 4330 d / D 450 をお使いの場合は、 
巨豆当[スキヤン]を押して<スキヤンモード>を 
ま示させます。 


スキヤソモート‘ 


@ メモ 

■お、要に応じて、主電源スイッチを入れたときに表示さ 
れる待受画面を変更することができます。詳細につい 
ては、 e- マニュアル 「本製品の紹介」「本製品のいろい 
ろな機能を設定する」を参照してください。 

•主電源スイッチを入れると、ディスプレイにくシバラ 
クオマチクダサイ>と表示されたのち、待受画面に 
切り替わります。 

-1分間何も操作をしないと、ディスプレイが待受画面 
に戻ります。 


お使いになる前に 
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本製品に対応するキヤノン純正トナーカートリツジの平均印字可能枚数は、2000ぺージで 
す。このぺージ数は、 nsO/lEC 19752 J * に基づき、工場出荷時の印字濃度設定のままで、 
A 4 サイズの用紙に印刷した場合の値です。トナー消費量は、 EP 刷する書類の内容によって 
異なります。図、表、グラフなどを多用した、空白部分が少ない書類はトナー消費量が多く 
なるので、トナーカートリツジの印字可能枚数が少なくなります。トナーカートリツジの交 
換の際は、必ず本製品専用のキヤノン純正トナーカートリツジを使用してください。 

* nsO/lEC 19752 J とは、国際標準化機構 （International Organization for Standardization ) 
より発行された「印字可能枚数の測定ち法」に関する国際標準です。 



機種る 

対応するキヤノン純正トナーカートリッジ 

印字枚数 

MF4380dn/MF4370dn/MF4350d/ 

MF4330d/D450 

Canon Cartridae 304 

(キヤノントナーカートリ ツジ 304) 

A4 サイズで約 2,000 枚 
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トナーカー トリ ツジ 


おを巧み茨よ 4 k 嫁盆殿4をな 

トナーカートリッジのお取り扱い時にはが下の点 
にご注意ください。 

A 注意 

-トナーが発かしてやけどの原因になることがあるの 
で、トナーカートリッジをかの中に投げ入れないでく 
ださい。 

-トナーカートリッジからトナーが漏れたときは、吸い 
込んだり直接皮膚につけたりしないようにま意してく 
ださい。皮膚についた場合は、石酿を使い水で洗い流 
し、刺激が残る場合や吸い込んだ場合には直ちに医師 
に相談してください。 

• トナーカートリッジを本体から取り外すときは、卜 
ナーが飛び散って目や□などにトナーが入らないよう 
に、 T 寧に取り出してください。トナーが目や□に 
入った場合は、直ちにかで洗い流し、医師と相談して 
ください。 

-トナーなどの消耗品は幼児の手が届かないところへイ呆 
管してください。もしトナーを飲んだ場合は、直ちに 
医師と相談してください。 

-トナーカートリッジは分解しないでください。トナー 
が飛び散って目や口などに入ることがあります。卜 
ナーが目や□に入った場合は、直ちにかで洗い流し、 
医師と相談してください。 

メモ 

-トナーカートリッジをコンピュータ画面やディスクド 
ライブ、フ□ッピーディスクなどに近づけないでくだ 
さい。トナーカートリッジ内部のマグネットによって 
破損する恐れがあります。 

-トナーカートリッジは、高温多湿や急激に温度が変化 
するような場所およびか気のある場所に保管しないで 
ください。 

保管湿度範囲： 35〜 85% RH け目対温度■結露しない 
こと） 

-トナーカートリッジを、直射日光や電灯の光に5分が 
上さらさないでください。 

-トナーカートリッジはイ呆護袋に入れて保管し、本製品 
に取り付けるまで保護袋から取り出さないでください。 

-トナーカートリッジの保護袋は保管しておいてくださ 
し、。 本製品を移動するときなどにお要になります。 

-/ンテナンスなどのために使用中のトナーカートリッ 
ジを取り出したときは、すみやかに捆包してあった保 
護袋に入れるか、厚い巧で包んでください。 

-トナーカートリッジを、塩分を含んだ空気や、 エア 
ゾールスプレーなどから出る腐食性ガスが充満してい 
る場巧に保管しないでください。 

-必要なときが外は、トナーカートリツジを取り外さな 
いでください。 


-トナーカートリッジのドラム保護シャッターを開けな 
いでください。ドラム表面を光にさらしたり、傷つけ 
たりすると、プリント品質が低下する恐れがあります。 

-トナーカートリッジを取り极う隙は、ドラム保護 
シャッターに触れないようにおず取っ手を持ってくだ 
さい。 

-トナーカートリッジを立てて置いたり、逆さにしたり 
しないでください。トナーカートリッジ内部でトナー 
が固まってしまい、振っても元に戻らなくなることが 
あります。 

•使巧巧みトナーカートリッジを廃棄する場合は、卜 
ナー容器を保護袋に入れてトナーが飛び散らないよう 
にし、自治体の指示に従って処理してください。 

• 最適な巧刷品位のため、交換用トナーカートリッジ 
は、キヤノン純正トナーカートリッジのご使用をお薦 
めします。 

■トナーカートリッジの偽造品にごま意ください。 

トナーカートリッジの「偽造品」が流通していること 
が確認されています。「偽造品」を使用されますと、印 
字品位の低下など、機械本体の本来の性能が十分に発 
揮されない場合があります。「偽造品」に起因する故障 
や事故につきましては、責任を負いかねますのでご了 
承ください。 

詳しくは下記ホームページをご覧ください。 
http://www.canon.com/counterfeit 


トナー残量を確認する 

トナーカートリツジのトナー残量を確認できます。 

7 0 [ジョブキャンセル/状況確認]を繰り返 

し押して < トナーザンリョウ >を選択し、 
[0 K ] を押します。 


トナーサ’ンリヨウ 


トナー残量はディスプレイに5段階で表示され 
ます。 


■満タンのが態 
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■残量の低い状態 


トナーカートリツジ 



ディスプレイには寿命が近い状態を知らせる 
メッセージとして<トナーショウ（ケイゾクプ 
リントカ）/トナージュンビ>が表示されます。 
メッセージの対姐ち法については、ッセージ 
が表示されたら」 （ P .11-16) を参照してくださ 

い。 


■寿命の状態 


トナ-サ。 

ン U ョク 


0 % 

□□□□□□ 

10 0 % 


ディスプレイには寿命の状態を知らせるメッ 
セージとして<トナーガナクナリマシタ/卜 
ナーヲコウカンシテクダサイ>が表示されま 
す。メッセージの対処ちまについては、「メッ 
セージが表示されたら」 （ P .11-16) を参照してく 
ださい。 

2 を[ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 

逍爲 i ll 淚磊 壊杂髓鑛 恩 

お買い巧めの販売店またはお近くのキヤノン販売 
店にてお買い巧めください。ご不明な場合は卷ホ 
のキヤノンお客様相談センター（巻末参照）まで 
お問い合わせください。 
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ふる底きるミ盖 

次のボタンを使用して、本体に情報を入力します。各入カモードで、が下の文字を入力できます。 


[ ィ —][0K] [+«►] 
メニュー [クリアー] 


© 

ク[ァ] 

[ A ] 

川 

© 

アイウエオ 


1 

© 

カキクケコ 

ABCabc 

2 

© 

サシスセソ 

DEFdef 

3 

© 

タチツテト 

GHIghi 

4 

© 

ナニヌネノ 

JKLjkl 

5 

© 

ハヒフへホ 

MNOmno 

6 

◎ 

マミムメモ 

PQRSpqrs 

7 

@ 

ヤユ3 

TUVtuv 

8 

© 

ラリルレ □ 

WXYZwxyz 

9 

© 

ワヲン 

アイウエオヤユヨツ 

0 


(スペース） 

(スぺース）木 


© 

'' (濁音） 

# r ,-.— 、 = 

打 • II , — 

# 

。 (半濁音） 

/ r ? $ @ % & 


〇 r 」 \ _ 

+ {)[]{}<> 



快] [#] [ストップ/リセット] 

テンキー 

参入カモードを切り替えるには、[@]を押しま 
す。 

[ア ] :カナモード 

[ A ] :アルフアベットモード 

[1] :数字モード 

•文字の入力は操作 パネルの®〜® [テンキー] 
を使います。 

参入力したい文字が表示されるまで®〜® [テン 
キー]を繰り返し押します。 

参記号を入力するには、[がを押します。 

参力ーソルを動かすには、 [◄-] または [+►] 
を押します。 

参力ーソルの位置で文字を削除するには、© [ク 
リア]を押します。文字をすべて削除するに 
は、© [クリア]を長押しします。 



® お使い H なる前に 
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文字を入力する 


ミき公ろなる凌 


ここでは例として「キヤノン」を入力してみます。 

4 画面入カモードが[ア]になっていることを 

» 確認します。 


メモ 

入カモードは@ [トーン]を巧すたびに、 
カナーアルファベットー数字と変わり、数字 
の次は最ネ刀のカナに戻ります。 

2 

@を繰り返し押して、「キ」を入力します。 


ナ7エ [ア] 

主 

3 

® を繰り返し押して、「ヤ」を入力します。 


ナ7エ [ア] 

キ直 

4 

® を繰り返し押して、「ノ」を入力します。 


ナ7エ [ア] 

キト 

5 

® を繰り返し押して、「ン」を入力します。 


ナ7エ [ア] 

キトノ么 

6 

[0 K ] を巧して、入力を確定します。 
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本製品はある一定時間何も操作をしないと、自動的に節電状態に移行します（スリープ 
モード)。スリープモードに移行すると、 ◎ [節電]がグリーンに点巧し、他のランプや 
ディスプレイの表示は消えた巧態になります。 

工場出荷時の設定はが下のとおりです。 

- <才ートスリープ> : ON 
• <才ートスリープタイム>:5フン 


感 [メニュー]を押します。 


[ィ ー] または [+►] を押して<タイマー 
セッティ > を選択し、 [0 K ] を押します。 


X ニュ- 

8 タイマーセツテイ 


[ィ ー] または [+►] を押してくオートス 
リープ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


タイ7 —セッティ 
3 オー h スリーフ 


[ィ ー] または [+►] を押してく ON >を選 
巧し、 [0 K ] を押します。 


才 一 h スリーフ’ 

ON 


5 [--]または [+►] を押して時間を選が 
し、 [0 K ] を押します。 


オートスりーフタイム 

5 フン 


時間は3分〜30分の間で設定できます （1 分 
刻み)。 

硬)〜這)[テンキー]を使って数値を入力する 
こともできます。 



2 


3 


4 


お使いになる前に 
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スリープモードを設定する 


6 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


@ メモ 

•スリープモードに移行すると、©[節 
電]がグリーンに点なします。 

•手動でスリープモードにするには、喔) 
[節電]を巧してください。 

-な下の状態の場合は、スリープモードにな 
りません。 

-スリープモードからの復帰を、15 mx 
内の場合 

-電源を入れてから、1分が内の場合 
-本製品が操作中の場合 
一実行/メモリランプが点なまたは点滅し 
ている場合 

-エラー/ツセージがディスプレイに表示 
され、 エラー ランプが点滅している場合 
-手差しトレイまたは ADF に用紙がセツ 
卜されている場合 

-本体巧で紙づまりが発生している場合 
-外付け電話機の受話器が外れている場合 
-が下の状態の場合は、スリープモードが解 
除されます。 

- ADF に原稿がセツトされた場合 
-喔）[節電]が押された場合 
-ファクスを受信した場合 
-外付け電話機の受話器が外れている場合 
-コンピュータからプリントジョブが送信 
され、プリントが開始された場合 


お使いになる前に 


© 






お使いになる前に 
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關號 紙の 


Chapter 


使巧でをる原稿について . 

読み取り範囲 . 

原稿をセットする . 

原稿台ガラスにセットする . 

ADF にセットする . 

使用できる巧紙について . 

用紙サイズ . 

用紙の種類 . 

プリント範囲 . 

巧紙をセットする . 

用紙カセットにセットする . 

手差しトレイにセットする . 

はがさをセットする . . 

巧紙のサイズと種類を設定する . 

用紙カセツトの用紙サイズと種類を設定する 
手差しトレイの用紙サイズと種類を設定する 


本製品で使用できる原稿や用紙のサイズや種類、用紙のセツト方法などを説明しています。 


2344 C】 66 つ) 69 C'NC 

: : : M M 2222222 




















原稿台ガラス 

ADF 

原稿の種類 

-普通紙 
-厚紙 
-写真 

-小型原稿（名刺サイズなど） 

-特殊紙（トレーシングぺーパー*1、 0 HP 
フイルム *1 など） 

•本（厚さ24 mm までのもの） 

普通紙（同じサイズ、厚さ、重量の複数枚の原稿、 
または1枚の原稿） 

サイズ（幅 X 
長さ） 

最大216 mm X 297 mm 

最大216 mm X 356 mm 
最小105 mm X 148.5 mm 

質量/坪量 

最大2 kg 

4日〜105 g / m ' 

枚数 

1枚 

MF が 80 dn / D 450 
最大 50 枚 f 2 

MF 4370 dn / MF 4350 d / MF 4330 d 
最大 35 枚* 2 


トレーシングぺーパーや OHP フイルムなどの透過原稿をコピーする場合は、原稿台ガラスに原稿を下向きにし 
てセットし、白紙を原稿の上に重ねて置いてください。 


* 2 80 g / m 2 の用紙 

参のり、インク、修正;'をが完全に乾いてから、原稿をセットしてください。 

• ADF 巧で原稿がつまるのを防ぐために、が下のものは使用しないでください。 
-しわや巧り目のある原稿 
-力ーボン紙や力ーボンバック紙 
-力ールした、または卷いた紙 
-コート紙 
-破れた原楠 
-薄質半透明紙や薄紙 
-ホッチキスの針またはクリップが付いた紙 
-熱転写プリンタでプリントされた紙 
-0 HP フイ J レム 


原稿と用紙の取り扱い 
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原稿の文字や画像が、が下の図の淡色部分に収まっていることを確認してください。下記の 
余白は目安であり、実際とは異なる場合があります。 

J - 2 mm 



会 


子2 mm 


2 mm 


2 mm 


原稿と用紙の取り扱い 
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r - 

原稿台ガラスや ADF に原稿をセツトするち法について説明します。 


屢猜盒な泉る技ぶ ilk を急 


原稿台ガラスカバーを開をます。 



2 読み取る面を下にして、原稿を原稿台ガラス 

に置をます。 



3 用紙サイズマークに合わせて原稿をセットし 

てください。 




-1 • 

==- 

=: 

Qm 


原稿が用紙サイズマークに合わない場合は、原 
稿の中むを矢 EP (一）に合わせてください。 


原稿と用紙の取りおい 
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原稿をセツトする 


4 


原稿台ガラスカバーを静かに閉じます。 



原稿を読み込む準備ができました。 


A ま意 

•原稿台ガラスカバーを閉じるときは、指を 
はさまないようを意してください。けがを 
する恐れがあります。 

-原稿台ガラスカバーを無理に閉じないでく 
ださい。原稿台ガラスが破損してけがをす 
る恐れがあります。 


メモ 

読み込みが完了したら、原稿台ガラスから原 
稿を取り出してください。 


ぶ-おもお嫁 J 

7 原稿をさばいてから、平らな場所で原稿の縁 

をそろえます。 



原稿ガイドを原稿の幅に合わせます。 



3 読み取る面を上にして、 ADF に原稿をセット 
します。 



原稿を読み込む準備ができました。 


@ メモ 

•読み込み中に原稿を追加したり、抜いたり 
しないでください。 

•すぺての原稿が読み込まれたら、紙づまり 
を防ぐために原稿排紙トレイから原稿を取 
り出してください。 

•30 回が上 ADF で同じ原稿を読み込まない 
でください。繰り返し読み込まれた原稿 
は、折りたたまれたり破れたりして、紙づ 
まりを起こすことがあります。 

-鉛筆で書かれた原稿を読み込んで給紙ロー 
ラがミちれた場合は、清掃してください。 
(一読み取りエリアのお手入れ： P .10-6) 

•本製品の巧刷結果は、お使いの環境によ 
り、紙送りち向の長さに巧して最大1.5% 
ずれる（斜めになる）場合があります。巧 
刷結果のずれは、原稿を正しくセットする 
ことで、軽減することができます。 



























显錯盐《感 

使用できる用紙サイズはな下のとおりです。 

ま中の◎は片面印刷と自動両面印刷が巧能、〇は片面巧刷のみ巧能です。 



用紙カセット 

手差しトレイ 

枚数 


最大250枚 

(積載高さ25 mm が下） 

最大1枚 

坪量 


60〜128 g / m ' 

60〜163 g / m ' 

用紙サイズ 

A 4 

◎*1*2*3 

0*3 


B 5 

〇 

〇 


A 5 

〇 

〇 


レター ( LTR ) 

◎*1*2*3 

0*3 


リーガル 

( LGL ) 

0*1 

〇 


エグゼクティブ ( EXEC ) 

〇 

〇 


郵便はがき（100 X 148 mm ) 

〇 

〇 


郵便往復はがき （148 X 200 mm ) 

〇 

〇 


封筒 >4 

長お3号 (120 X 235 mm ) 

〇 

〇 



洋長お3号 (235 X 120 mm ) 

〇 

〇 


オフイシオ 

0*1 

〇 


ブラジルーオフイシオ 

0*1 

〇 


y キシコーオフイシオ 

0*1 

〇 


ガヴァメントーレター 

0*1 

〇 


ガヴァメントーリーガル 

0*1 

〇 


FOOLSCAP 

0*1 

〇 


ユーザ定義巧紙 

0*5 

0*5 


*' 受信文書およびレポートやリストの印刷が巧能です。 

心受信文書の両面印刷が可能です。自動両面印刷は、64〜80 g / m 2 の用紙のみ巧能です。 
* 3 両面コピーが可能です。 

*4 巧紙カセット： 105〜128 g / m 2、 手差しトレイ：105〜 163 g / m 2 
がコンピュータからプリントするときに使用可能な用紙です。 

幅76〜216 mm 、 長さ127〜356 mm の用紙をセットすることができます。 


原稿と用紙の取り扱い 
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使用できる用紙について 


メモ 

巧紙サイズの初期値は A 4 です。別の用紙サイズを使巧する場合は、用紙サイズの設定を変更してください。（一用紙のサ 
イズと種類を設定する： P .2-19) 

用紙の種缓 


使用できる用紙の種類はが下のとおりです。 


用紙の種類 

本体の設定 

プリンタドライバの設定 

積載枚数 
(用紙カセット） 

積載枚数 
(手差しトレイ） 

普通紙 

(64 〜90 g/m う 

<フツウシ> 

惜通紙] 

170〜250枚*2 

] 枚 

<フツウシ L>*1 

惜通紙 L ] 

厚紙 

(105 〜163 g / m ') 

<アツガミ >が 

腔細 

100〜170枚が 

] 枚 

<アツガミ H > *3*4 

腔紙 H ] 

再生紙 

(64 〜 80g / m2 ) *5 

<フツウシ> 

階通紙] 

100 枚 

] 枚 

<フツウシ L>*i 

惜通紙 L ] 

OHP フイ J レムが 

<0 HP フイルム> 

[0 HP フイ J レム] 

100 枚 

] 枚 

はがき*7 

- 

- 

20 枚 

] 枚 

封筒 

- 

- 

20 枚 

] 枚 


<フツウシ>を選択してプリントすると用紙がひどく力ールする場合は、<フツウシ L >を選択してください。 

み 普通紙と厚紙は坪量によって積載枚数が変わります。 

が用紙カセット：105〜128 g / m ;、 手差しトレイ：105〜163 g / m 2 

<アツガミ>を選択してプリントすると文字が薄くなる場合は、<アツガミ H >を選択してください。 

が 再生紙は、古紙配合率100%の再生紙も使用できます。 

が OHP フィルムは、レーザプリンタ用のものを使用してください。 

好 インクジェット巧の郵便はがき、郵便往復はがきを使巧することはできません。 

@ メモ 

< B 5>、< A 5>、 <エグゼクティブ>、<ナガガタ3ゴウ>、<ヨウナガガタ3ゴウ>、<いガキ>または<オウ 
フクハガキ>を選択した場合は、本体の設定とプリンタドライバの設定は'ぶ要ありません。 

参紙づまりを防ぐため、が下の用紙は使用しないでください。 

-しわや折り目のある紙 
-力ールした、または巻いた紙 
-コート紙 
-破れた紙 
-湿った紙 
-が常に薄い紙 

-熱転写プリンタでプリントされた紙（裏面にコピーしないでください。） 


® 原稿と羅 Q 取り扱い 
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使用できる巧紙について 

参が下の用紙ではプリントが不鮮明になります。 

-目の粗い紙 
-つるつるした紙 
-光ミ尺紙 

参用紙にほこり、糸くず、油のしみが付かないようにしてください。 

参用紙を大量に購入する際は、事前に用紙を試してください。 

参用紙は包装紙で包み、平らな場所で保管してください。開封した用紙は元の包装紙で包みなおし、涼しい 
乾燥した場所で保管してください。 

•用紙は室温18で〜24。〔、相対湿度40%〜60%の場所で保管してください。 

@巧 

吸湿している巧紙に印刷すると、从下のようなことが起こる場合があります。 

-プリンタの排紙部周辺から漏気が出る 
-操作パネルの裏面や排紙部にか滴がつく 

これは、トナーを定着するときの熱によって巧紙に含まれる水分が蒸発しているためですので、異常ではありません（特 
に、室温が低い場合に発生しやすくなります)。 

ただし、焦げ臭いにおいがした場含は、直ちにプリンタの電源をオフにし、電源プラグを抜いて、お買い求めの販売店ま 
たはお客様相談センター（巻末参照）にご相談ください。そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 


原稿と用紙の取り扱い 
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淡色部分は、 A 4 サイズ用紙のプリント範囲の目安です。下記のを白は目安であり、実際と 
は異なる場合があります。 



6 mm 


会 


mm 


5 mm 


原稿と用紙の取り扱い 

— y 
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用紙カセツトや手差しトレイに用紙をセツトするち法について説明します。 


メモ 

工場出荷時では、巧紙のサイズと種類は< A 4 >と<フツウシ>に設定されています。別の用紙サイズや種類 
を使用する場合は、〇 [用紙設定]を押して用紙の設定内容を変更してください。（一用紙のサイズと種類 
を設定する： P .2-19) 


思由ぶ数 

用紙 カセツトに 用紙を セツトするち法について 説 
明します。 

# MF4380dn/MF4370dn/D450 の場合 

•f 用紙カバーを取り外します。 


2 



用紙カセツトの前面部を開きます。 



3 


4 


用紙後端ガイド （ A ) をスライドします。 



左右の用紙ガイド （ A ) をつまみながら用紙 
サイズに合うようスライドさせます。 



咳タモ 


本製品の印刷結果は、お使いの環境により、 
紙送り方向の長さに対して最大1.5%ずれる 
(斜めになる）場合があります。印刷結果の 
ずれは、用紙を正しくセットすることで、軽 
減することができます。 


原稿と用紙の取り扱い 
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用紙をセツトする 




用紙をよくさばき、端をそろえます。 



印刷する面を上にして用紙をセットします。 
セットした用紙の高さが、用紙ガイドのツメ 
( A ) より下にあることを確認してください。 



用紙後端ガイドを、用紙サイズに合うようス 
ライドさせます。 



原稿と用紙の取り扱い 

















































用紙をセツトする 


2 


3 


本体内部から用紙カバーを手前にスライドし 
て取り出します。 




A 


4 


を右の用紙ガイド （A) をつまみながら用紙 
サイズに合うようスライドさせます。 



メモ 


5 


本製品の印刷結果は、お使いの環境により、 
紙送り方向の長さに対して最大1.5%ずれる 
(斜めになる）場合があります。印刷結果の 
ずれは、用紙を正しくセットすることで、軽 
減することができます。 


用紙をよくさばき、端をそろえます。 



原稿と用紙の取りおい 
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巧紙をセツトする 


6 印刷する面を上にして用紙をセットします。 

セットした用紙の高さが、用紙ガイドのツメ 
( A ) より下にあることを確認してください。 



7 用紙後端ガイドを、用紙サイズに合うようス 

ライドさせます。 



8 用紙カバーの両側の突起 （ A ) を本体内部の 

ガイド （ B ) に合わせて奥までスライドした 
あと、用紙カバーの角を用紙トレイの角に合 
わせます。 


B 





用紙カセツトにセツトされている用紙と、種類や 
サイズが異なる用紙にコピーやプリントする場合 
は、手差しトレイを使います。手差しトレイには 
用紙を1枚ずつセットします。 


@ メモ 

•手差しトレイにセットされた巧紙は、用紙カセットに 
セットされた巧紙よりも先に給紙されます。 

•封筒をセットする場合は、長形3号または洋長お3号 
を使用してください。 

-プリンタドライバで正しい巧紙サイズを設定してくだ 
さい。 

•受信した文書、レポート、リストのプリントは、巧紙 
カセットからのみ給紙が巧能です。手差しトレイに用 
紙がセットされている場合は、くテザシノヨウシヲ 
ジョキョ >と表示されます。 

♦ MF4380dn/MF4370dn/D450 の場合 


手差しトレイ用紙ガイドの幅を紙幅より少し 
広めにセットします。 



辛局 

用 

紙 

の 

取 

扱 

い 



• • 













































用紙をセツトする 


2 用紙をセットする場合は、プリントしたい面 
を上にして手差しトレイにまっすぐに差し込 
みます。 



封筒をセットする場合は、プリントしたい面を 
上にしてち端からホに封筒をまっすぐに手差し 
トレイに差し込みます。 



ロゴがプリントされた巧紙をセツトする場合 
は、プリントしたい面（ロゴ側）を上にし 
て、巧紙の上端から先に手差しトレイにセツ 
卜します。 


3 手差しトレイ用紙ガイドを用紙の幅に合わせ 

ます。 



嫁巧 

本製品の印刷結果は、お使いの環境により、 
紙送り方向の長さに対して最大1.5%ずれる 
(斜めになる）場合があります。印刷結果の 
ずれは、用紙を正しくセットすることで、軽 
減することができます。 


4 セットした用紙のサイズと種類を設定しま 

す。 

用紙のサイズと種類の設定方法については、「巧 
紙のサイズと種類を設定する」（一 P .2-19) を参 
照してください。 

♦ MF4350d/MF4330d の場合 


手差しトレイ用紙ガイドの幅を紙幅より少し 
広めにセットします。 



■ lil 稿と用愛取リぉぃ 
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用紙をセツトする 


2 用紙をセットする場合は、プリントしたい面 

を上にして手差しトレイにまっすぐに差し込 
みます。 



封筒をセットする場合は、プリントしたい面を 
上にして右端から先に封筒をまっすぐに手差し 
トレイに差し込みます。 



^ メモ 

ロゴがプリントされた巧紙をセツトする場合 
は、プリントしたい面（ロゴ側）を上にし 
て、巧紙の上端から先に手差しトレイにセツ 
卜します。 


3 手差しトレイ用紙ガイドを用紙の幅に合わせ 

ます。 



メモ 

本製品の印刷結果は、お使いの環境により、 
紙送り方向の長さに対して最大1.5%ずれる 
(斜めになる）場合があります。印刷結果の 
ずれは、用紙を正しくセットすることで、軽 
減することができます。 


4 セットした用紙のサイズと種類を設定しま 
す。 

巧紙のサイズと種類の設定方法については、「用 
紙のサイズと種類を設定する」 P .2-19) を参 
照してください。 


原稿と用紙の取り扱い 
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用紙をセツトする 


蛙を凌を波と < dk をる 

はがきをセツトする場合は、はがきが正しく給紙 
されるように、はがき用ガイドを使用します。は 
がきは「郵便はがき」と「郵便往復はがき」をプ 
リントできます。 

MF4380dn/MF4370dn/D450 の場合 

7 用紙カバーを用紙カ セツ トから取り外しま 

す。 




3 


用紙カセツトから用紙を取り出します。 


4 左ちの用紙ガイド （ A ) をつまみながら、「は 

がき」の位置に合うようスライドさせます。 




A 


5 印刷する面を上にして、はがきの上側を奥に 

セツトします。 











































用紙をセツトする 


6 


8 


9 


用紙カセットから、はがき用ガイドを取り外 
します。 



はがき用ガイドを用紙後端ガイドに差し込 
み、前方に倒します。 



用紙後端ガイドをスライドさせ、はがき用ガ 
イドをはがきの後端に合わせます。 



はがきの種類に合わせて、用紙のサイズを設 
定します。 

巧紙のサイズの設定方法については、「用紙のサ 
イズと種類を設定する」 （^ P .2-19) を参照して 
ください。 


MF4350d/MF4330d の場合 

用紙カバーを用紙トレイから取り外します。 



2 



3 


左右の用紙ガイド （ A ) をつまみながら、「は 
がき」の位置に合うようスライドさせます。 



原稿と用紙の取りおい 


> 


© 















































用紙をセツトする 


4 


印刷する面を上にしてはがきをセットしま 
す。 



5 


用紙トレイから、はがき用ガイドを取り外し 
ます。 



6 


はがき用ガイドを用紙後端ガイドに差し込 
み、おちに倒します。 



用紙後端ガイドをスライドさせ、はがき用ガ 
イドをはがきの後端に合わせます。 



8 


はがきの種類に合わせて、用紙のサイズを設 
定します。 

用紙のサイズの設定方法については、「用紙のサ 
イズと種類を設定する」 （^ P .2-19) を参照して 
ください。 


原稿と用紙の取り扱い 


© 





















用紙のサイズと種類を設定するち法について説明します。用紙カセツトまたは手差しトレイ 
にセツトする用紙のサイズや種類を変更する場合は、セツトする用紙のサイズと種類に合わ 
せて用紙設定メニューの登録内容を変更してください。 

工場出荷時の設定はが下のとおりです。 

•<ヨウシサイズ >: A4 
- <ョウシシュルィ> :フツウシ 


あ紙ぶ艇みお爲适錐波兼るも種巍轰歲 
更るる 


〇 [用紙設定]を繰り返し押して<カセツ 
卜>を選択し、 [0 K ] を巧します。 


カセット 


[- <—] または [+►] を押して用紙のサイズ 

を選巧し、 

[0 K ] を押します。 

3ウシノ 

サイス" 

A 4 


山乂下の用紙サイズを選択でをます。 

く A 4>、 く B 5>、 く A 5>、 くエ グゼク ティ 
ブ>、< ナガガタ3ゴウ >、< ヨウナガガタ 
3ゴウ >、< ハガキ >、<オウフクハガ 
キ>、 < OFICIO >、 < BRAZIL-OFICIO >、 
く MEX に 0-0 FICI 0 >、 < GOVERNMENT - 

LETTER >. く GOVERNMENT-LEGAL >、 
く FOOLSCAP >、 く LTR >、 く LGL > 


3 [ィー ] または [+►] を押して用紙の種類を 
選巧し、 [0 K ] を押します。 


3ウシノシュルイ 

フツウシ 


な下の紙種を選択することができます。 

•普通紙 （64 g / m 2 〜 90 g / m 2) : < フツウ 
シ>、くフツウシ L>*i 
.厚紙または封筒（用紙カセット： 105 g / m 2 〜 
128 g / m \ 手差しトレイ：105 g / m ^ ~ 
163 g / m う：くアツガミ >、< アツガミ H > *〕 
- 0 HP フイルム：く 0 HP フイルム> 

<フツウシ>を選択してプリントすると巧細 
がひどく力ールする場合は、くフツウシ L > 
を選択してください。 

くアツガミ > を選択してプリントすると文字 
が薄くなる場合は、くアツガミ H > を選択し 
てください。 


メモ 

手順2で、く B 5>、 く八5>、くエグゼク 
ティブ>、<ナガガタ3ゴウ>、<ヨウナ 
ガガタ3ゴウ>、くハガキ>またはくオウ 
フクノ\ガキ>を選択した場合は、<ヨウシノ 
シュルイ > は表示されません。 




原稿と用紙の取り扱い 


© 











用紙のサイズと種類を設定する 


手差しトレイの用紙サイ。スと種類を設 

裏^# J 

7 0 [用紙設定]を繰り返し押してくテザシ 

トレイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 


テサ‘シトレイ 


2 [ィ ー] または [+►] を押して用紙のサイズ 

を選択し、 [0 K ] を押します。 


3ウシノサイス’ 

A 4 


が下の巧紙サイズを選択できます。 

<A4 >、 く B5> 、 <A5 >、 <エ グゼク ティ 
ブ>、< ナガガタ 3 ゴウ >、< ヨウナガガタ 
3 ゴウ >、< ハガキ >、<オウフクハ好 
キ>、 <0FICI0>、 < BRAZIL-0FICI0 >、 
く MEX に 0-0FICI0 >、 < GOVERNMENT- 

LETTER >. < GOVERNMENT-LEGAL >、 
く FOOLSCAP >、く LTR>、 < LGL > 


3 [ィ —] または [+►] を押して用紙の種類を 

選択し、 [0 K ] を押します。 


3ウシノシュルイ 

フヴウシ 


な下の紙種を選択することができます。 

•普通祇 （64 g / m 2 〜 90 g/m う： くつ、ソウ 
シ>、くフツウシ1_>*1 

•厚紙または封筒（用紙カセット： 105g/m 2 〜 
128g/m\ 手差しトレイ：105 g/m^ ^ 
163 g/m ') : <アツガミ >、<アツガミ H>*2 
- 0HP フイルム：く 0HP フイルム> 

K 1 < フツウシ >を選択してプリントすると用紙 
がひどく力ールする場合は、くフツウシ L> を 
還択してください。 

* 2 < アツガミ > を選択してプリントすると文字 
が薄くなる場合は、くアツガミ H> を選択して 
ください。 


メモ 

手順 2 で、 く B5 >、 く 八 5 >、くエ グゼク 
ティブ>、 く ナガガタ 3 ゴウ >、 <ヨウナ 
ガガタ 3 ゴウ>、 く ハガキ>または<オウ 
フクハガキ>を選択した場合は、<ヨウシノ 
シュルイ> は表示されません。 


原稿と用紙の取りおい 


(^- 20 ^ 









宛先表に宛先を登録 

する (MF4380dn/MF4370dn/ 

MF4350d のみ） 

宛先表に宛先を登録する方法や、登録した内容を変更、消去する方法について説明しています。 


巧先表とは .3-2 

ワンタッチダイヤルを登録/編集する .3-3 

ワンタッチダイヤルを登録する .3-3 

ワンタッチダイヤルを編集する .3-4 

ワンタッチダイヤルを削除する .3-4 

短縮ダイヤルを登録/編集する .3-6 

短縮ダイヤルを登録する .3-6 

短縮ダイヤルを編集する .3-7 

短縮ダイヤルを削除する .3-7 

グループダイヤルを登録/編集する .3-9 

つ'、 レープダイヤ J レを登録する .3-9 

グループダイヤルに宛先を追加する .3-10 

グループダイヤルから宛先を消去する .3-10 

グ J レープ名を変更する .3-11 

グループダイヤルを消去する .3-12 



巧先表に{沈先を登録する ( SF 43 sodn / SF 4370 dn / SF 4350 d のみ) 



















原稿の送信先はテンキー入力の他、宛先登録機能を使って指定できます。テンキーでは宛先 
を1字ずつ入力するのに対し、宛先登録機能ではよく利用する宛先をあらかじめ登録して 
おくことで原稿送信時に宛先を入力する手間を省くことができます。このように宛先をあら 
かじめ登録しておくことのできる機能を宛先表と呼びます。登録できる機能はが下の種類が 
あります。 

参ワンタッチダイヤル 

-登録済みの宛先を1回のキー操作で呼び出す機能です。最大8件まで宛先を登録できます。 

-原稿送信時は、登録先のワンタッチダイヤルキー （01 〜日 8) を押すだけで宛先を指定でき 
ます。 

• 短縮ダイヤル 

-登録済みの宛先を短縮番号を使って呼び出す機能です。最大1日日件まで宛先を登録できま 
す。 

-原稿送信時は、 ( - ) [短縮ダイヤル]を押したあと、2巧の登録先番号の〇〜 99) を入力 

するだけで宛先を指定できます。 

参グループダイヤル 

-ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルとして登録済みの各宛先を1つのグループにまとめて登 
録する機能です。複数の宛先を1つの宛先として登録するため、1度に送信する相手先が多 
い場合でも宛先指定操作が簡単に行えます。 

-グループダイヤルの登録先は未登録のワンタッチダイヤルで1つのグループダイヤルには最 
大50件まで宛先を登録できます。 

-原稿送信時の宛先指定操作はワンタッチダイヤルと同様になります。 

メモ 

-宛先表はリモート UI 機能を使ってお使いのコンピュータにファイルとして保巧したり、なをしたファイル 
を本製品に読み込ませることができます。詳細については、 e - マニュアル 「コンピュータからの設定 
( MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ)」「巧先表やデバイスの設定情報をファイルに保をする/ファイルから読み込 
む」を参照してください。 

•宛先表に登録済みの宛先は、宛先一*表を印刷して参照でさます。 （一 e - マニュアル 「本製品の紹介」「レ 
ポート/リストを手動でプリントする） 


宛先表に巧先を登録する ( SF 43 sodn / SF 4370 dn / SF 4350 d のみ) 


© 





ワンタッチダイヤルを使うと、1回のキー操作で宛先を指定できます。ここではワンタッチ 
ダイヤルキーに宛先を登録するち法と、登録ミきみの内容を編集するち法について説明しま 
す。 


ワンタッチタ如《ぶルを登録する 

<f @ [メニュー]を押します。 


2 [ィ ー] または [+►] を押してくアテサキ 
ヒヨウシヨウセッテイ>を選巧し、 [0 K ] 


を押します。 


乂ニユ - 

白 アテサキヒヨウシ3ウセツテイ 


3 


[ィ ー] または [+►] を押して < ワンタッチ 
ダイヤル>を選択し、 [0 K ] を押します。 


7テサキヒ a ウシ a ウ t ッテイ 
1 7ンタッチタ■イ 


4 [ィ ー ] または [+►] を押して登録するワン 

タッチダイヤル （01 〜 08) を選巧し、 [ OK ] 
を巧します。 


ワンタッチタ■イ t ル 
[01] ミトウロクテ’ス 


ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を巧して選 
択することもでをます。 


[テンキー]を使って巧手たの名前 
(スぺースをさめ最大20文字）を入力し、 
[ OK ] を押します。 


例） 


ナ7 I 

[ァ] 

キトノン_ 



@ メモ 

文字の入力方法については、「文字を入力す 
る」 （ P .1-16) を参照してください。 


6 (〇)~(9) [テンキー]を使って相手巧のファ 
クス番号（スぺ ースとポーズ をさめ最大 50 
巧）を入力し、 [ OK ] を押します。 


例） 

テ‘ンワ A ’ ンコ’ウ 

031 XXXXXX 


続けて別のワンタツチダイヤルを登録する場合 
は、手順4からの操作を繰り返してくださし、。 

7 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


0 メモ 

ワンタッチダイヤルを使った送信ち法に つい 
ては、「ワンタッチダイヤルキーを使って送 
信先を指定する」 （ P .5-20) を参照してくだ 
さい。 



















ワンタツチダイヤルを登録/編集する 


逐^^^^唾墓" 

<f 感 [メニ:!一]を押します。 


2 


3 


4 


5 


[ィ —] または [+►] を押してくアテサキ 
ヒヨウシヨウセッテイ>を選巧し、 [0 K ] 
を押します。 


1 


アテサキヒヨウシ3ウセツテイ 


[ィ ー] または [+►] を押してくワンタッチ 
ダイヤル>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


尸テサキヒヨウシ3ウセッティ 
1 ワンタッチタ’イトル 


[ィ —] または [+►] を押して編集する ワン 
タッチダイヤル （01 〜 08) を選巧し、 [ OK ] 
を押します。 

例） 


ワンタッチタ ''イレ 
[ 01 ] キ f ノン 


ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押して選 
択することもできます。 

[+ ►] を押して変更する文字にカーソルを移 
動し、© [クリア]を押します。 


例） 


ナ7ェ 

[ 1 ] 

キトノ么 



入力内容をすべて消去する場合は、© [クリ 
ア]を長押しします。 


6 


8 


9 


®〜® [テンキー]を使って新しいを前を 
入力し、 [ OK ] を押します。 


例） 


ナ7 I 


[ア] 


メモ 


文字の入力方法については、「文字を入力す 
る」 （ P .1-16) を参照してください。 


[+►] を押して変更する番号にカーソルを移 
動し、© [クリア]を押します。 

例） 


テ‘ンワ A " ンコ 'ウ 

31 X X X X X X 


入力内容をすべて消去する場合は、© [クリ 
ァ]を長押しします。 

®〜® [テンキー]を使って新しい番号を 
入力し、 [ OK ] を押します。 


例） 


テ’ンワ A " ンコ 'ウ 
012XXXXXX 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


区若錫:?^旅夕♦《旅みを朝 厳 

, @ [メニュー]を押します。 


2 


[- <—] または [+►] を押してくアテサキ 
ヒヨウシヨウセッテイ>を選巧し、 [ OK ] 
を押します。 


X ニユ- 

6 尸テサキヒヨウシ3ウセツテイ 


宛先表に巧先を登録する ( SF 43 sodn / SF 4370 dn / SF 4350 d のみ) 


© 















3 


[ィ ー] または [+►] を押して < ワンタッチ 
ダイヤル>を選択し、 [0 K ] を押します。 


ワンタツチダイヤルを登録/編集する 


?テサキヒ3ウシ a ウ t ッテイ 
1 7ソタッチタ’イで化 


4 [ィ ー ] または [+►] を押して削除するワン 

タッチダイヤル （01 〜 08) を選巧し、 [ OK ] 
を押します。 

例） 

ワンタッチタ‘イ t ル 
[ 01 ] キヤノン 


ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を巧して選 
択することもでをます。 

5 ©[クリア]を長押しして名前を削除し、 
[ OK ] を押します。 

例） 

ナ7ェ [ア] 


6 © [クリア]を長押ししてファクス番号を削 
除し、 [ OK ] を押します。 

例） 

テ‘ン7 A ‘ジコ"ウ 


メモ 

ファクス番号を消去した場合は、相手先のを 
前も自動的に消去されます。 


7 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


宛先表に宛先を登録する ( MF 43 sodn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ) 


© 










瞧録聊集ず矿 


短縮ダイヤルを使うと、操作パネルの^^ [短縮ダイヤル]を押し、2巧の短縮番号を入 
力して宛先を指をできます。ここでは短縮ダイヤルに宛先を登録するち法と、登録済みの内 
客を編集するち法について説明します。 


If 感 [メニュー]を押します。 


2 


3 


4 


[ィ ー] または [+►] を押してくアテサキ 
ヒヨウシヨウセッテイ>を選巧し、 [0 K ] 
を押します。 


% - 1 - 

ら アテサキヒヨウ 


シ3ウセツテイ 


[ィ —] または [+►] を押してくタン シユク 
ダイヤル>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


尸テサキヒヨウシ3ウセッティ 
2 タンシュクタ’イトル 


[ィ —] または [+►] を押して登録する短縮 
ダイヤル （00 〜 99) を選巧し、 [ OK ] を押し 
ます。 


タンシュクタ"イ f ル 
[* 01 ] ミトウ□クテ‘ス 


〕[短縮ダイヤル]を押したあと、 


®〜® [テンキー]を使って2析の番号 （00' 
99) を入力して選択することもできます。 


5 


6 


®〜® [テンキー]を使ってホ目手先のを前 
(スぺースをさめ最大20文字）を入力し、 
[ OK ] を巧します。 


例） 


ナ7 I 

[ァ] 

キトノン__ 



@ メモ 


文字の入力方法については、「文字を入力す 
る」 （ P .1-16) を参照してください。 


®〜® [テンキー]を使ってホ目手先のファ 
クス番号（スペースとポーズを含め最大50 
巧）を入力し、 [ OK ] を押します。 

例） 


テ’ンワ A ’ン 
0 31 


続けて別の短縮ダイヤルを登録する場合は、手 
順4からの操作を繰り返してください。 

も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


短縮ダイヤルを使った送信ち法については、 
「短縮ダイヤルを使って送信先を指定する」 
( P .5-20) を参照してください。 


宛先表に巧先を登録する ( SF 43 sodn / SF 4370 dn / SF 4350 d のみ) 


© 




















短縮ダイヤルを登録/編集する 


m 感 [メニュ ー] を押します。 


2 [ィ —] または[+*^]を押してくアテサキ 
ヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押します。 


ニュ- 




白 アテサキ 

ヒ 3 

ク 

シ3ウセツテイ 

[ィ ー] または 

[+• 

►] を押して<タンシユク 

ダイヤル > を選巧し、 

[ OK ] を押します。 

アテサキヒ 3 ウ 

シ 

3ク 

セツテイ 

2 タンシ 1 

ク 

夕. 

イト化 



4 [ィ —] または [+►] を押して編集する短縮 

ダイヤル （00 〜 99) を選巧し、 [ OK ] を押し 
ます。 

例） 

タンシュクタ’イ f ル 
[* 01 ] キヤノン 


( ) 「巧縮ダイヤル1を押したあと、 

@〜感[テンキー]を使って2析の番号 （00 〜 
99) を入力して選択することもできます。 

5 [+ ►] を押して変更する文字にカーソルを移 

動し、© [クリア]を押します。 


例） 


ナ7エ 

[7] 

むハ 



入力内容をすべて消去する場合は、© [クリ 
ア]を長押しします。 


6 ® 〜 (5) [テンキー]を使って新しいを前を 
入力し、 [ OK ] を押します。 


ナ71 [ア] 


矮メモ 

文字の入力方法については、「文字を入力す 
る」 （ P .1-16) を参照してください。 


7 [+ ►] を押して変更する文字に力ーソルを移 

動し、© [クリア]を押します。 

例） 

テ’ンワ A " ンコ"ウ 

031XXXXXX 


入力内容をすべて消去する場合は、© [クリ 
ア]を長押しします。 

8 ®〜® [テンキー]を使って新しい番号を 
入力し、 [ OK ] を押します。 


テ‘ンワ A " ンコ"ウ 


9 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 

屢隨盛 Ml 臟 J 

, ( 5 ) [メニュー]を押します。 


2 [ィ ー] または [+►] を押してくアテサキ 
ヒヨウシヨウセッテイ>を選巧し、 [ OK ] 
を押します。 


タニユ- 

6 アテサキヒ3ウシ3ウセッテイ 



M 宛先表に宛先を登録する ( MF 43 sodn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ) 

















短縮ダイヤルを登録/編集する 


[ィ —] または [+►] を押してくタン シユク 
ダイヤル>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


尸テサキヒヨウシ3ウセツテイ 
2 タンシュクタ’イトル 


[ィ —] または [+►] を押して削除する短縮 
ダイヤル （00 〜 99) を選択し、 [ OK ] を押し 
ます。 


タンシュクタ ''イレ 
[* 01 ] キヤノン 


( ) 「巧縮ダイヤル1を押したあと、 

®〜® [テンキー]を使って2析の番号 （00 〜 
99) を入力して選択することもできます。 

© [クリア]を長押ししてを前を削除し、 
[ OK ] を押します。 


ナ7 I [ア] 


© [クリア]を長押ししてファクス番号を削 
除し、 [ OK ] を押します。 


テ’ン7 A ' ンコ■ウ 


0 メモ 

ファクス審号を消ちした場合は、相手おの名 
前も自動的に消去されます。 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


3 


4 


5 


6 


宛先表に巧先を登録する ( SF 43 sodn / SF 4370 dn / SF 4350 d のみ) 


© 












グループダイヤルを使うと、1回のキー操作で複数の宛先を指定できます。ここではグルー 
プダイヤルに宛先を登録するち法と、登録済みの内容を編集するち法について説明します。 

1つのグループダイヤルには最大50件まで宛先を登録できます。 


@タモ 

グループダイヤルを登録する際は、ワンタッチダイヤル 
または短縮ダイヤルに宛先を登録しておいてください。 

If @ [メニュー]を押します。 


2 [ィ ー] または [+►] を押してくアテサキ 

ヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [ OK ] 
を押します。 


ニユ- 

6 アテサキヒヨウシ3ウセツテイ 


3 [- <-] または [+►] を押してくグループ 

ダイヤル>を選巧し、 [ OK ] を押します。 


尸テサキヒ3ウ 

シ 3 ウ t ッテイ 

3 クルー; 

r 夕’イトル 


4 [ィ —] または [+►] を押して グループ ダイ 

ヤルの登録先を選巧し、 [ OK ] を押します。 


ク’ルーフ‘夕 ''イレ 
[02] i トウロクテ•ス 


• モ登録のワンタツチダイヤルを登録先として 
指定します。 

•ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押して 
選択することもできます。 


5 ®〜® [テンキー]を使ってグループのを 
前（スペースを含め最大20文字）を入力し、 
[ OK ] を押します。 


例） 


ナ7 I 

[尸] 

トウキヨ立 



メモ 

文字の入力方法については、「文字を入力す 
る」 （ P .1-16) を参照してください。 


6 グループダイヤルに登録する宛先（最大 50 

件）をすベて指定し、 [ OK ] を押します。 

例） 


N0.001=031XXXXXX 
[ 01 ] キヤノン 


登録済みのワンタッチダイヤルまたは短縮ダイ 
ヤルを宛先として指定します。 

•ワンタッチダイヤルを指定する場合は、ワン 
タッチダイヤルキー （01 〜日 8) を押します。 
•短縮ダイヤルを指定する場合は、 ( ) [短 

縮ダイヤル]を押したあと、2巧の番号 （00 
〜 99) を入力します。複数の宛先を指定する 
場合は、1つの宛先をキ旨定するごとに ( ) 

[短縮ダイヤル]を押します。 

続けて別のグループダイヤルを豊録する場合 
は、手順4からの操作を繰り返してください。 


i 易メモ 

[ィ —] または[+ ►] を押すと指定した宛先 
を確認できます。 


宛先表に宛先を登録する ( MF 43 sodn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ) 


> 























グループダイヤルを登録/編集する 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


矮メモ 

グループダイヤルを使った送信方法について 
は、「グループダイヤルを使って送信先を指 
定する」 ( P .5-21) を参照してください。 


綾化透す邊旅戚 M 德ホ慕追姐す，る 

感 [メニュー]を押します。 


2 


3 


4 


5 


[ィ —] または [+►] を押してくアテサキ 
ヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押します。 


1 


ら 


アテサキヒヨウシ3ウセツテイ 


[◄—] または [+►] を押してくグループ 
ダイヤル>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


尸テサキヒヨウシ3ウセッティ 
3 ク’ル -: r 夕‘イト化 


[ィ ー] または [+►] を押して宛先を追加す 
るグループダイヤルを選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 

例） 


ク‘ルーフ’夕‘イトル 
[ 01 ] ワンタッチタ‘イト化 


ワンタッチダイヤルキー （01 
択することもできます。 


•08) を押して選 


グループ名が表示されたら、 [ OK ] を押しま 
す。 

例） 


ク‘ルーフ’夕‘ィ f J レ 
[02] トウキヨウ 


6 


グループダイヤルに追加する宛先を指定し、 
[ OK ] を押します。 

例） 


N0 . 003 = 032XXXXXX 
[*01] キヤノン I イキ■ヨウ 


宛先の指定方法については、「グループダイヤル 
を登録する」 （ P .3-9) を参照してください。 

7 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 

《ル:る菱激ぶ破か怠雍を毅肖去すなる 

感 [メニュー]を押します。 


2 


[ィー] または [+►] を押してくアテサキ 
ヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [ OK ] 
を押します。 


3 


タニユ- 




6 尸テサキ 

ヒヨク 

シ3 

ウセツテイ 

[^― ] または 

[+►] 

を押してくグループ 

ダイヤル > を選択し、 

[ OK ] 

を押します。 

アテサキヒ3ウ 

シ3 

クセツ 

テイ 

3 クルー 

フ " 

夕.イ 

トル 


4 


[ィ ー] または [+►] を押して宛先を消ちす 
るグループダイヤルを選択し、 [ OK ] を押し 
ます。 

例） 


ク • ルーフ。 

夕 • 

イ中ル 

[ 01 ] 7 ンく 

，ツチ 

夕’イトル 


ワンタッチダイヤルキー （01 
択することもでをます。 


•08) を押して選 


III 宛先表に巧先を登録する ( MF 43 sodn / MF 4 づ 0 dn / MF 4350 d のみ) 


© 
















グループダイヤルを登録/編集する 


5 


グループをが表示されたら、 [0 K ] を押しま 
す。 

例） 


ク’ルーフ‘夕 ''ィレ 
[02] h ウキヨウ 


6 


[ィ ー] または [+►] を押して消ちする宛巧 
を選巧し、© [クリア]を押します。 


例） 


N 0.001=日 31 XXXXXX 
[ 01 ] キヤノジ 


続けて別の宛先を消去する場合は、本手順を繰 
り返します。 

[ OK ] を押します。 


N 0.001= 


8 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


激お^^を廣袭爱东る 

@ [メニュー]を押します。 


2 


[ィー] または[+»^]を押してくアテサキ 
ヒヨウシヨウセッテイ>を選巧し、 [ OK ] 
を押します。 


ニユ - 

白 アテサキヒヨウシ3ウセツテイ 


3 


[ィ ー] または [+►] を押してくグループ 
ダイヤル>を選択し、 [ OK ] を押します。 


アテサキヒ3ウ 

シ3ウセツテイ 

3 クルー; 

)。 夕’イトル 


4 


5 


6 


巧 


[ィ —] または[+»^]を押してグループをを 
変更するグループダイヤルを選巧し、 [ OK ] 
を押します。 

例） 


ク’ ルーフ °夕"イ中 ル 
[02] トウキ3ク 


ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押して選 
択することもできます。 

[+ ►] を押して変更する文字に力ーソルを移 
動し、© [クリア]を押します。 


例） 


ナ7エ 

[尸] 

トウキヨ立 



入力内容をすべて消去する場合は、© [クリ 
ァ]を長押しします。 

[テンキー]を使って新しいを前を 
入力し、 [ OK ] を押します。 


例） 


ナ 7 I 

[尸] 

トウ- 



@ メモ 


文字の入力方法については、「文字を入力す 
る」 ( P .1-16) を参照してください。 


[ OK ] を押します。 

例） 


ナ 7 I 

[ァ] 

トウし屯 



も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


宛先表に宛先を登録する ( MF 43 sodn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ) 


© 















グループダイヤルを登録/編集する 


凌&減?^^處遐轰 

,@ [メニュー]を押します。 


2 [ィ —] または [+►] を押してくアテサキ 

ヒヨウシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] 
を押します。 


ィニユ - 

ら アテサキヒヨウシ3ウセツテイ 


3 [ィ ー] または [+►] を押してくグループ 

ダイヤル>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


尸テサキヒヨウシ3ウセッティ 
3 ク•ル -r 夕•イト化 


4 [ィ —] または [+*^]を押して消去するグ 
ループダイヤルを選巧し、 [0 K ] を押します。 

例） 

ク’ルーフ’夕‘イトル 
[ 01 ] ワンタッチタ’イト化 


ワンタッチダイヤルキー （01 〜 08) を押して選 
択することもできます。 

5 グループ名が表示されたら、 [ OK ] を押しま 
す。 

例） 

ク‘ルーフ’夕‘イトル 
[02] トウ I イ 


6 © [クリア]を押して登録済みの宛先を1件 
ずつ消去し、最後の1件を消去したら [ OK ] 
を押します。 


N0.002= 


メモ 

■ [ OK ] ではな< もう1度运）[クリア]を 
巧すと、<アテサキヒヨウシヨウセッテ 
イ>と表示され、ここまでの操作が無効と 
なってしまいます。この場合は手順2か 
ら操作をやりなおしてください。 

•巧先をすべて消'去すると、グループ名は自 
動的に消'去されます。 


7 を [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


宛先表に巧先を登録する ( MF 43 sodn / MF 4 づ 0 dn / MF 4350 d のみ) 


© 











コピーする 


Chapter 


コヒーの使いかたについて説日月しています。 


こんなことげでをます（コピー編） .4-2 

基本的なコピー方法 .4-4 

H ピーを中止する .4-5 

原稿の画質を選んでコピーする .4-6 

原稿の種類に応じて慮度を調整する .4-8 

自動で調節する .4-8 

手封で調即-する .4-9 

拡大/縮,トコピーする .4-10 

決められた用紙サイズに拡大/ 

縮/ J 、 コピーする（定巧を倍） .4-1 0 

任意の倍率で拡大/縮ルコピーする .4-11 

ぺージをそろえてコピーする（ソート） .4-13 

2枚の原稿を1枚の用化にコピーする 

(縮, J 、 レイアウト） .4-15 

2 in 1 . 4-15 

ID 力ードコピー .4-16 

雨面!]ピーをする .4-18 

片面の原稿から両面にコピーする .4-1 9 

両面の原稿から両面にコピーする 

( MF 4380 dn / D 450 のみ） .4-20 

両面の原稿から片面にコピーする 

( MF 4380 dn / D 450 のみ） .4-21 

用がサイズのグループを選択する .4-22 

標準モードを変更する .4-23 

コピーの設をを確認する .4-24 


I ® n ピ—する 






























拡大/縮小コピーに加えて、両面コピーや、複数枚の原稿を1枚の用紙にまとめたコピーが 
でをます。 




































































こんなことができます（コピー編) 


さまざまな コピーの 機能 

拡大/縮小コピー (P.4-10) 

原稿 コピー 




両面コピー (P.4-18) 

片面の原稿から両面に印刷する 


コピー 


原稿（片面2枚） 




をち開き 
0 


0 
上下開き 



コピー 



2 in 1 (P415) 


管 

_ 1 


1 

を 

IIIIL. 


1 2 


原稿 


または 


北。一 



0 



巧 


巧 


巧 

……™…" 

を 


る 


嫁メモ 


コピーの機能は組み合わせて使用できます。詳細については、それぞれの手順のページをご覧ください。 


n ヒ I する 


© 











































































































2 


コピーの基本的な操作の流れを説明します。 


原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセツトしま 
す。 



詳細は「原稿をセットする」 （^ P .2-4) を参 
照してください。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
ADF を閉じます。 

使用できる原稿については「使巧できる原稿 
について」（一 P .2-2) を参照してください。 


] [コピー]を押します。 


画質を調整したい場合は、「原稿の画質を選ん 
で コピーす る」 （^ P .4-6) を参照してくださ 

い。 

濃度を調整したい場合は、「原稿の種類に応じ 
て濃度を調整する」 （^ P .4-8) を参照してく 
ださい。 

倍率を変更したい場合は、「拡大/縮小コピー 
する」（一 P .4-10) を参照してください。 


3 


4 


度)〜度）[テンキ ー] を使って、必要なコ 
ピー部数 （1 〜 99) を入力します。 


1 

0 0% 



0 

■ »モシ‘/シヤ 

シン 

1 


コピー部数はディスプレイのち端に表示され 
ます。 

コピー部数を修正するときは、© [クリア] 
を押して設定部数を取り消し、お要な部数を 
入力しなおします。 



凌）（スタート）を押します。 


n ピ I する 


© 
















j •乂下の手順で、原稿の読み込みや印刷を中止します。 

メモ 

読み込み中にコピーブヨブを中止した場合は、セツトした原稿を取り除いてください。 


も [ストップ/リセット]を押します。 


2 <コピーヲチュウシシマスカ？>と表示 
されたら、[ィ ー] を押して</\ィ> を選択し 
ます。 


] ヒ。 

-ヲ 

チュウシシ7スカ？ 

< 

A ィ 

イイ I > 


コピーが中止され、部数がリセットされます。 


n ヒ I する 


© 







為^ 1* 蠢 


原稿の種類に応じて、コピーの画質を調整できます。適切な種類を選択することで、色の再 
現性が向上します。1分間何も操作しなかった場合、またはを[ストップ/リセット]を 
押した場合は、調整した設をは初期値に戻ります。 

工場出荷時は < モジ/シヤシン > に設定されています。 



@ メモ 

•4 つのモード （< モジ>、<シャシン>、<モジ/シャシン>、<モジ/シャシン +>) は重複して設定 
できません。どれか1つのモードを選択すると、直前に設定されていたモードはお除されます。 

-原稿が OHP フィルムの場合は、原稿の種類を設定したあとに濃度を調節してください。 



原稿をセットします。 



詳細は「原稿をセットする」（一 P .2-4) を参照 
してください。 


2 


こ；^ [コピー]を押します。 

























原稿の画質を選んでコピーする 


3 


J [画質]を繰り返し巧して、原稿の 


種類を選択します。 

-<モジ/シャシン>:文字と写真のある原稿 
に適しています。 

. <モジ>:文字のみの原稿に適しています。 

- <シャシン>:細かい文字または写真のある 
原稿に適しています。 

- <モジ/シャシン+>:細かい文字と写真の 
ある原稿に適しています。 


メモ 


‘濃度が<ジドウ>に設定されている場合、 
<モジ/シャシン >、<シャシン >、また 
は < モジ/シャシン+>を設定すると、 
濃度は自動的に手動に切り替わります。 

‘すべての設定を取り消すには、を[ス 
トップ/リセット]を押します。 

‘巨 Hi 司[ファクス]などを押し、モードを 
切り替えた場合も、設定が取り消ホれま 
す。初期値として登録したい場合は、@ 
[メニュー]一<コピーシヨウセッテ 
イ>一<ヒヨウブュンモードノ ヘンコ 
ウ>一<ガシツ>で設定登録を巧ってくだ 
さい。（一「メニューの設定巧容」（一 
P '12-3)) 


4 


运)〜度）[テンキ ー] を使って、必要なコ 
ピー部数 （1 〜 99) を入力します。 


1 

0 0% 



(] 

■ »モシ‘/シ1 

7シン 

1 


5 


◎ (スタート）を押します。 

原稿台ガラスを使って複数枚の原稿をコピーす 
る場合、原稿1枚ごとに@ (スタート）を押し 
ます。原稿の読み込みが終了したら、 [0 K ] を 
巧します。 


n ヒ I する 


© 











イ原稿雨種類娜じて濃度を調整す覆 


自動または手動で、原稿に最適な濃度に調整できます。 
工場出荷時は<シュドウ> (5) に設定されています。 



島聲ぶ覇節をる 

原稿に最適な濃度を自動で調整できます。 
原稿をセットします。 



詳細は「原稿をセットする」 （^ P .2-4) を参照 
してください。 

[コピー]を押します。 


3 


( ) 「濃度1を繰り返し押してくジド 

ゥ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 



矮タモ 

画質は自動的に<モジ>に設定されます。 


4 (を〜度）[テンキ ー] を使って、必要なコ 
ピー部数 （1 〜 99) を入力します。 


例） 


10 0 % 

A 4 


口 A »モシ‘ 


1 


5 (§) (スタート）を押します。 

原稿台ガラスを使って複数枚の原稿をコピーす 
る場合、原稿1枚ごとに® (スタート）を押し 
ます。原稿の読み込みが終了したら、 [0 K ] を 
押します。 



































原稿の種類に応じて濃度を調整する 


原稿に最適な濃度を手動で調整できます。 

• f 原稿をセットします。 



5 ( を〜 @ [テンキー]を使って、必要なコ 
ピー部数り〜 99) を入力します。 


10 0 % 

(]国>モシ*/シサシソ 1 


6 ® (スタート）を押します。 

原稿台ガラスを使って複数枚の原稿をコピーす 
る場合、原稿1枚ごとに@ (スタート）を巧し 
ます。原稿の読み込みが終了したら、[〇のを 
巧します。 


2 


[コピー]を押します。 


3 


( ) [濃度]を押して手動モードを選が! 

し、 [ OK ] を押します。 


4 [ィ —] または [+►] を押して禮度を調整 
し、 [ OK ] を押します。 


例） 

ノウ h ’ 

-ウスク <]□□□□■□□□□> コク+ 


- [+►] :濃い原稿を薄くコピーします。 
.[4—] :薄い原稿を濃くコピーします。 


メモ 

•すぺての設定を取り消すには、侈[ス 
トップ/リセット]を押します。 

•巨云司[ファクス]などを押し、モードを 
切り替えた場合も設定が取り消されます。 
初期値として登録したい場含は、® [/ 
ニュー]一<コピーシ ヨウ セツ テイ> 
^くヒヨ ウジ ュン モードノ ヘン コウ 
くヨミトリノウドくシュドウ>で設 
定登録を行ってください。 （一 「y ニュー 
の設定内容」 （一 P .12-3)) 

















任意の倍率で 
拡大/縮小コピーする 

原稿 コピー 


2 じ 

3こ 


[コピー]を押します。 


D [拡大/縮小]を押します。 


テイケイヘン A ’ イ 


- 10 0% 

+ 



決められた用紙サイズに 
拡大/縮小コピーする（定形変倍） 


原稿 


コピー 





If 

'T 、 ■■■■ 

3 


皆 

1 



決められた用紙サイズ【弓拡ホ^ 

接為ぶ桑忽々盛あ塞喧^ 

定形サイズの原稿から定形サイズの用紙に拡大/ 
縮小コピーできます。 

• f 原稿をセットします。 




お好みのサイズに拡大、または縮小してコピーすることができます。 A 5 一 A 4 など、あら 
かじめ決まった倍率でコピーしたり（定型変倍)、1%きざみで個別に倍率の数値を指定し 
てコピーしたりできます。 

工場出荷時は < 100%等倍 > に設定されています。 



n ピ I する 


© 























































1 %きざみに任意の倍率を設定して、拡大/縮小コ 
ピーできます。倍率は、50〜200%の範囲で設定 
することができます。 

•f 原稿をセットします。 


2 

3 



[コピー]を押します。 

( ) [拡大/縮小]を2回押します。 


ス•ーム 

5 0 

% - 2 0 0 % 


- 


10 0 % 

+ 


拡大/縮小 コピーす る 

倭賽忽憧^^ミな巧东る 


4 [ィ —] または [+►] を押して コピー 倍率を 

選択し、 [ OK ] を押します。 


例） 

テイケイへソ A ’ 

イ 


8白％ 

A 4 

^ 巨5 


•く 200% MAX . > 

•く 141〇/〇八い A 4> 
•く 122% A 5^ B 5 > 
•く 115% B 5^ A 4> 
•く 100% > 

•く 86% A いが > 
•く 81% B 5^ A 5 > 
•く 70% A い A 5 > 

-く 500/ oMIN . > 


メモ 

•< コピーシヨウセツテイ>のくサイズ 
ケイレツ>がくインチ>またはく A > 
に設定されている場合は、定形コピー変倍 
はが下のようになります。 

インチ： 50〇/〇、64%. 78%.100%. 
129%. 200% 

A : 50%. 70%、100%.141%. 200% 
•すぺての設定を取り消すには、感[ス 
トップ/リセット]を押します。 


5 (を〜@ [テンキ ー] を使って、必要なコ 
ピー部数り〜 99) を入力します。 


例） 


8 6 % 

A 4 


Q I »モシ‘/シ 

ヤシン 

1 


6 透）（スタート）を押します。 

原稿台ガラスを使って複数枚の原稿をコピーす 
る場合、原稿1枚ごとに ◎ (スタート）を押し 
ます。原稿の読み込みが終了したら、 [ OK ] を 
押します。 


















拡大/縮小コピーする 


®〜® [テンキ ー] を使ってコピー倍率を 
入力し、 [0 K ] を押します。 


例） 


ス • - / 

、 5 0- 

5- 2 0 0 % 


- 


9 5 % 

+ 


[--] または [+►] を押してコピー倍率を調整 
することもできます。コピー倍率を大きくする 
には、 [+►] を押します。コピー倍率を小さく 
するには、[ィ ー] を押します。 


@ メモ 

コピー 倍率を100% に 戻す には、 ( ) 

[拡大/縮小]を繰り返し押してく100% > 
を選択し、 [ OK ] を押します。 


(を〜度）[テンキ ー] を使って、必要なコ 


ピー部数 （1 〜 99) 

を入力します。 


例） 



9 5 % 

A 4 


Q ■ »モシ‘ 

/シャシン 

1 


@ (スタート）を押します。 

原稿台ガラスを使って複数枚の原稿をコピーす 
る場合、原稿1枚ごとに® (スタート）を押し 
ます。原稿の読み込みが終了したら、 [ OK ] を 
押します。 


4 


5 


6 


n ピ I する 


© 












コピーされた用紙を排紙するとき、ぺージ順に一部ずつ排出できます。会議などの配布資料 
が簡単にできあがります。ソートは「両面コピーをする」（一 P .4-18) や「2 ini 」 （一 
P .4-15) の機能と組み合わせて使うことができます。 

工場出荷時は< OFF >に設をされています。 


「ソート」を設をした場合 

原搞 


コピ ー 1 


コピ ー2 


コピ ー3 


1 — 2 - 


□ 


7— 5 — 


国 


7— 4 — 


コピー3部指定 

0 


□ 


1 — 2 —睡 
卜3 — 


1 — 4 - 


□ 


1 — 2 - 


1 — 3 —ド"」 

L —4 — 


国 


□ 


1— 2 —眉 
1^3 — 


1 — 4 - 


「ソート」を設定していない場合 

原幸局 








拂聲 


1 — 2 - 


□ 


T —3 — 


国 


7— 4 — 


コピー3部指定 

0 


1 — 1 . 


TiTj ：： 


ぶ i. 

巧 


巧 

ミ...;... 



る 

— 2 — 


1 — 2 — 


1 


1 — 2 - 




□ 


□ 




111 

禮 

甲 


1—4 — 


国 


1 — 4 - 


<r.-\ 



区区区区ピ 















































































































































ページをそろえてコピーする（ソート） 


原稿をセットします。 



2 


ご^ [コピー]を押します。 


婷メモ 


くコピーシヨウセツテイ>のくヒヨウ 
ジュンモードヘンコウ>でくジドウソー 
卜>がく ON >に設定されている場合は、手 
順4に進んでください。 


3 


J [ソート/ 2 in 1] を繰り返し押して 


くソート>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


© 


ソ - 卜 / 2 in 1 


ソートコピー機能を「2 ini 」 （一 P .4-15) の 
機能と組み合わせて使いたい場合は、<ソー 
卜 +2 m 1> を選択し、 [0 K ] を押します。 
ソートコピー機能を「両面コピーをする」の 
機能と組み合わせて使いたい場合は、<ソー 
卜>を選択したあと、「片面の原稿から両面に 
コピーする」（一 P .4-19)、 「両面の原稿から両 
面にコピーする （ MF 4380 dn / D 450 のみ)」 
P .4-20)、 または「両面の原稿から片面にコ 
ピーする （ MF 4380 dn / D 450 のみ）」（一 
P .4-21) の手順3に進んでください。 


4 ® 〜感 [テンキ ー] を使って、必要なコ 
ピー部数 （1 〜 99) を入力します。 


例） 


1 

0 0% 

* A 4 


G 

■ >モシ‘ 

/シヤシン 

1 


5 ® (スタート）を巧します。 

原稿台ガラスを使って複数枚の原稿をコピーす 
る場合、原稿1枚ごとに@ (スタート）を巧し 
ます。原稿の読み込みが終了したら、 [0 K ] を 
押します。 


錢メモ 

•すべての設定を取り消'すには、を[ス 
トップ/リセット]を巧します。 

.巨を司[ファクス]などを巧し、モードを 
切り替えた場合も、設定が取り消‘されま 
す。巧期値として登録したい場合は、® 
[メニュー]一<コピーシヨウセッテ 
イ>一<ヒヨ ウブュ ンモー ドノ ヘン コ 
ウ >一<ジ ドウソート >一< ON >で設定 
登録を行ってください。（一 「メニューの 
設定内容」 （一 P .12-3)) 

‘複数ページの原稿を読み込んでいるときに 
メモリがいっぱいになった場合は、ディス 
プレイに<メモリガイッパイデス>と表 
示されます。この場合は、にりを押して 
待ち受け画面に戻り、メモリに蓄積された 
原稿をプリントするか、送信するか、削除 
してください。 


n ヒ I する 




















V 2 枚の原稿を 1 枚の用紙にコピーする（縮小レイアウ 


2枚の原稿を1枚の用紙におさめて片面/両面コピーできます。コピー用紙を節約でき、保 
管時の省スぺース化にも役立ちます。 



ID 力ードコピ_ 


コピー 


ID カード 


[励 


I 圖 


0 


オモテ ウラ 




2枚の原稿を縮小し、1枚の用紙におさめて片面/ 
両面コピーできます。コピー用紙を節約でき、保 
管時の省スペース化にも役立ちます。 2in1 は 
「ページをそろえてコピーする（ソート）」（一 
P.4-13) や「両面コピーをする」（一 P.4-18) の機 
能と組み合わせて使うことができます。 


@ メモ 

縮ル倍率は、指定サイズの用紙にあわせて自動的に設定 
ホれます。 























































































2 枚の原稿を 1 枚の用紙にコピーする（縮小レイアウト） 


原柄をセットします。 


2 

3 


4 



ご^ [コピー]を押します。 


( ) [ソート/ 2 in 1] を繰り返し f 甲して 

く 2 in 1> を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ソ - 卜 / 2 in 1 




2 

in 1 


•21〇]の機能を「ページをそろえて コピーす る 
(ソート）」（一 P .4-13) の機能と組み合わせて 
使いたい場合は、< ソート+ 2 ini > を選択 
し、 [0 K ] を押します。 

• 2 in ] の機能を「両面コピーをする」の機能と 
組み合わせて使いたい場合は、く 2 ini >を 
選択したあと、「片面の原稿から両面にコピー 
する」 （^ P .4-19)、 「両面の原稿から両面にコ 
ピーする （ MF が 80 dn / D 450 のみ）」（一 
P .4-20)、 または「両面の原稿から片面にコ 
ピーする （ MF 4380 dn / D 450 のみ）」 （ ^ 
P .4-21) の手順3に進んでください。 

®〜@ [テンキ ー] を使って、が要なコ 


ピー部数り〜 99) 

を入力します。 


例） 



白9 % 

* A 4 


G I »モシ‘ 

/シヤシン 

1 


5 


◎ (スタート）を押します。 

原稿台ガラスを使って複数枚の原稿をコピーす 
る場合、原稿1枚ごとに@ (スタート）を巧し 
ます。原稿の読み込みが終了したら、 [0 のを 
押します。 


參メモ 


[ス 


I すべての設定を取り消'すには、を 
トップ/リセット]を押します。 

I 2 in 1でコピーすると、縮小された原稿間 
に最大で 4 mm の余白ができます。 




力ードの両面を用紙の片面にコピーすることがで 

きます。 ID 力ードなどをコピーする場合に便利で 

す。 

メモ 

•この機能を使う場合、原稿（カード）は原稿台ガラス 
に置いてください。 

-コピー倍率は自動的にく100% >に設定されます。手 
動で変更することはでさません。 

•使巧できる用紙サイズは A 4 またはレターです。これ 
らが外の用紙サイズを設定した場合、のカードコピー 
の設定は自動的にキャンセルされます。 

• ID カードコピーを選択した場合、 コピー 倍率 や 用紙サ 
イズの設定は自動的にキャンセルされます。 

• ID カードコピーの機能を、2 in K ソート、または両面 
コピーと組み合わせて使うことはできません。 

7 カードを原稿台ガラスに置いて、 ADF を閱じ 

ます。 

-下の図のようにカードを置いてください。 

例） 


ぶ 


こ:; 



力- ドの中必線と矢印を合わせてください。 


n ピ—する 


© 



































[コピー]を押します。 


2枚の原稿を1枚の用紙にコピーする（縮小レイアウト） 


( ) [ソート /2 in 1] を繰り返しホ甲して 

く ID カードコピー > を選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 


ソ - 卜 / 2 in 1 

ID 力ート•コヒー 


(を〜@ [テンキ ー] を使って、必要なコ 
ピー部数り〜 99) を入力します。 


例） 


1 

0 0% * 

A 4 


G 

■ »モシ‘/シ 

ヤシン 

1 


@ (スタート）を押します。 

原稿の読みおりが完全に終わってから、次の手 
順に進んでください。 


カードを裏返して置きます。 

-下の図のようにカードを置いてください。 
例） 



. カードの中む線と矢印を合わせてください。 

@ (スタート）を押します。 


矮メモ 

すべての設定を取り消すには、使[ストッ 
プ/リセット]を押します。 


n ヒ I する 


© 




































片面の原稿を用紙の両面にコピーしたり、両面の原稿を用紙の片面にコピーできます。たく 
さんのぺージをプリントするとき、用紙の表•裏両面を使えば、用紙の消費を半分に節約で 
きます。 

この機能は 「ぺ ージをそろえてコピーする（ソート）」 （一 P .4-13) または「2 ini 」 （一 
P .4-15) と組み合わせて使うことができます。 

工場出荷時は< OFF >に設定されています。 

が - 

C 片面の原稿から両面にコピーする 

原稿（片面2枚） コピー（両面1枚） 


|==| 


4 り 


© 


Irii 

3 0 阻 



■ 1 

i 鎖 


両面の原稿から両面にコピーする ( MF 4380 dn / D 450 のみ) 


原稿（両面1枚） コピー（両面1枚) 



両面の原稿から片面にコピーする ( MF 4380 dn / D 450 のみ) 


原稿（両面1枚） コピー（片面2枚) 



メ i 

両面コピーにはな下の用紙を使巧してください。 

-用紙サイズ： A 4 およびレター（封筒は使用できません。） 
• 用紙の重さ： 64〜80 g / m ^ 


n ピ I する 


© 




























































































両面 コピーを する 


起画ぶ屢遊を為画里に 或を 忘をる 

片面の原稿を用紙の両面にコピーすることができ 
ます。 

If 原稿をセットします。 


詳細は「原稿をセツトする」（一 P .2-4) を参照 
してください。 


2 

3 


[コピー]を押します。 


〇 [両面]を繰り返し押して<カタメン> 
リヨウメン>を選択し、 [0 K ] を押します。 


4 


5 


6 


[ィ —] または [+►] を押して コピーの くサ 
ユウビラキ>またはくジョウゲビラキ>を選 
巧し、 [0 K ] を押します。 


くサユウビラキ>:コピーの表面と裏面の上 
下を同じ向きにします。 

くジョウゲビラキ>:コピーの表面と裏面の 
上下を逆向きにします。 


@〜感 [テンキ ー] を使って、が要なコ 
ピー部数り〜 99) を入力します。 


例） 


(§) (スタート）を押します。 

原稿台ガラスを使つて権数枚の原稿をコピーす 
る場合、原稿りたごとに ◎ (スタート）を押し 
ます。原稿の読み込みが終了したら、 [0 のを 
押します。 


U ヨウ タン 

カタタン > ソ3ウタン 


10 0% * A 4 

口国》モシ’/シャシソ 1 


嫁メモ 

原稿が奇数枚の場合、コピーの最終プリント 
の裏面は白紙になります。 


メモ 

横原稿の場合、<サユウビラキ>を選択する 
と、コピーの表と裏の面の上下を逆向きにし 
ます。くジョウゲビラキ>を選択すると、コ 
ピーの表と裏の面の上下を同じ向きにしま 
す。 



@ メモ 

•すべての設定を取り消すには、/^ [ス 
トップ/リセット]を押します。 

■巨を互[ファクス]などを押し、モードを 
切り替えた場合も、設定が取り消されま 
す。初期値として登録したい場合は、® 
[ y - o .-] ^くコピーシ ヨウ セツテ 
イ くヒヨ ウジ ユンモー ドノ ヘン コ 
ウ>一<リョウ/ ン> で設定登録を行って 
ください〇 「；='^ニューの設定内容」 
P .12-3)) 

■手順4の代わりに、阳 K ] を押すだけでも 
手順5に進めます。この場合は、くサユ 
ウビラキ> でコピーされます。 


n ヒ I する 



© 



















両面 コピーを する 


悪国ぶ屢魏凌备函里に或這放をる 
《 M M 嫉 Q か乂啟蛾激み 

両面の原稿を用紙の両面にコピーすることができ 
ます。 

•f ADF に原稿をセットします。 


2 

3 


4 


詳細は「原稿をセツトする」 （^ P .2-4) を参照 
してください。 


[コピー]を押します。 

〇 [両面]を繰り返し押してくリョウメン> 
リヨウメン> を選巧し、 [0 K ] を押します。 


[ィ ー] または [+►] を押して原稿のくサユ 
ウビラキ>またはくジョウゲビラキ>を選が 
し、 [0 K ] を押します。 


ケ‘ンコウノシュルイ 




サユウヒ 

•ラキ 


くサユウビラキ>:原稿の表面と裏面の上下 
が同じ場合に選択します。 

<ジョウゲビラキ>:原稿の表面と裏面の上 
下が逆向きの場合に選択します。 


5 


6 


[ィ —] または [+►] を押して コピーの くサ 
ユウビラキ>またはくジョウゲビラキ>を選 
巧し、 [0 K ] を押します。 



-<サユウビラキ>:コピーの表面と裏面の上 
下を同じ向きにします。 

-くジョウゲビラキ>:コピーの表面と裏面の 
上下を逆向きにします。 

(を〜@ [テンキ ー] を使って、必要なコ 
ピー部数り〜 99) を入力します。 


例） 


1 

0 0% 

* A 4 


G 

■ >モシ‘ 

/シヤシン 

1 


@ (スタート）を押します。 


@ メモ 

•すべての設定を取り消すには、侵^ [ス 
トップ/リセット]を押します。 

•巨を司[ファクス]などを押し、モードを 
切り替えた場合も、設定が取り消されま 
す。初期値として登録したい場合は、@ 
[/ニュー]^くコピーシヨウセッテ 
イ>^<ヒヨウジュンモードノ ヘンコ 
ウ>^<リョウ/ン>で設定登録を行って 
ください〇 ニューの設定内容」（一 

P .12-3)) 

•手順4と手順5は省略できます。この場 
合、原稿もコピーもくサユウビラキ>に設 
定されます。 

•手順4でくジョウゲビラキ>を選択した 
あと透）[スタート]を押すと、コピーも 
<ジョウゲビラキ > となります。 


U 3クタン 

リヨウタン > リ3ウ乂ン 


n ピ I する 



© 














両面コピーをする 


5 (を〜度）[テンキー]を使って、必要なコ 
ピー部数り〜 99) を入力します。 


例） 


1 

0 0% 

* A 4 


Q 

■ »モシ’ 

/シヤシン 

1 


f ◎(スタート）を巧します。 


メモ 

■すべての設定を取り消’すには、を[ス 
トップ/リセット]を押します。 

•1^^ [ファクス]などを押し、モードを 
切り替えた場合も、設定が取り消されま 
す。初期値として登録したい場合は、® 
[メニュー]一<コピーシヨウセッテ 
イ>一<ヒヨウブュンモードノ ヘンコ 
ウ>一<リョウメン>で設定登録を行って 
ください。（一「メニューの設定巧容」（一 
P '12-3)) 

•手順4は省略できます。この場合、原稿 
は < サユウビラキ > で読み込まれます。 


頭頂ぶ原聽跋み掠晶閱若爆すぐる 
《’ MM を嫉か—/及え蛾ものみ Iw 

両面の原稿を用紙の片面にコピーすることができ 
ます。 

ADF に原稿をセットします。 


2 

3 


4 



[コピー]を押します。 

〇耐励を繰り返し押してくリョウメン> 
カタメン>を選択し、 [0 K ] を押します。 


U ヨウタン 

リヨウタン > カタタン 

[ィ ー] または 

[+►] を押して原稿のくサユ 

ウビラキ>またはくジョウゲビラキ>を選が 

し、 [ OK ] を押します。 

ケ‘ンコウノ 

シュルイ 


サユウヒ’ラキ 


I くサユウビラキ>:原稿の表面と裏面の上下 
が同じ場合に選択します。 

’ <ジョウゲビラキ>:原稿の表面と裏面の上 
下が逆向きの場合に選択します。 


n ヒ I する 
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用紙サイズのグループを選択するち法を説明しています。 
工場出荷時は< AB >に設定されています。 


感 [メニュー]を押します。 


2 [ィ ー] または [+►] を押して<コピーシ 
ヨウセツテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
す。 


ニユ- 

4 コヒ°ー シ3ウセツテイ 


3 [ィ ー] または [+►] を押してくサイズケ 

イレツ>を選がし、 [0 K ] を押します。 


コヒ°ー シ3ウセッティ 
2 サイス‘ケイレツ 


4 [ィ —] または [+►] を押して用紙サイズの 

グループを選巧し、 [0 K ] を押します。 


サイス’ 

ケイレツ 




A B 


次のグループから選択できます。 
< AB >、 < インチ >、く A > 


n ピーする 
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標準モードとは、電源を入れたり、を[ストップ/リセット]を押したりするときに自動 
的に適用されるコピー機能の組み合わせのことです。標準モードはお好みで変更することが 
できます。 

工場出荷時の設定はが下のとおりです。 

-<ガシツ>:<モジ/シヤシン> 

•< ヨミトリノウド> : < シュドウ > (5) 

- <バイリツ> : < 1000/〇> 

- <ジドウソート > : < OFF > 

• <リヨウメン>: <リヨウメンシナィ> 


2 


@ [メニュー]を押します。 


[ィ —] または [+►] を押してく コピー シ 
ヨウセツテイ>を選巧し、 [ OK ] を押しま 
す。 


3 


ニユ- 

4 コヒ。"シ 

3ウセツテイ 

[ィ ー] または [+* 

>] を押してくヒヨウジユ 

ンモードノヘンコウ>を選巧し、 [ OK ] を 

押します。 


コヒ°ー シ3ウ 

セツテイ 

1 ヒ3ウシ"；! 

ソモート* ノヘンコウ 


4 


5 


[ィ ー] または [+►] を押して変更したい設 
定項目を選択し、 [ OK ] を押します。 


例） 


ヒヨウシ‘ 

ユン モー h 

"ノヘンコウ 

1 力* 

シヴ 



な下の設定項目があります。 
-<ガシツ> 

•<3 ミトリ ノウド> 

- くバイ リツ> 

-<ジドウソート> 

• <リヨウメン> 


琢メモ 

[ OK ] の前にを[ストップ/リセット]を 
押した場合は、設定内容はなをされません。 

も [ストップ/リセット]を押して終了した 
弓、を[ストップ/リセット]を巧して待受 
画面に戻ります。 


メモ 

® [メニュー]を巧すと直前の画面に戻り 
ます。 




n ヒ I する 
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r 誤定を確!^--一- 

<ジドウソート >、< リョウメン>、 <2 in 1>、 < ID 力ードコピー>の現在の設定を 
確認できます。 


〇 [ジョブキャンセル/状況確認]を繰り 
返し押して< セツテイカクニン > を選択し、 
[0 K ] を押します。 


セツテイカクニン 


くジドウソート>、くリヨウ^ン>、く 2 m 
1>、< ID 力ードコピー>の現在の設定が表示 
されます。 


伽 


n ピ I する 
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ファクス機能を 

使ラ (MF4380dn/ 
IVIF4370dn/l\/IF4350d のみ） 



ファクス機能の使いかたについて説明しています。 


こんなことがでさます（ファクス編） .5-2 

お使いになる前に（ファクス編) .5-4 

ファクスの受信方法 .5-4 

受信モードを設定する .5-9 

曰イ寸と時亥 I 」を設定する .5-10 

電話回線の種類を設定する .5-10 

本製品の名称を登録する .5-11 

本製品のファクス番号を登録する .5-12 

ファクスを送イ言する .5-13 

ファクスの基本的な送信方法 .5-13 

電話をかけてからファクスを送信する 

(手動送信） .5-13 

—時的に卜ーン発信へ切り替える .5-14 

海外にファクスを送る（ポーズの挿入） .5-15 

PC ファクスの基本的な送信方法 .5-16 

ファクスの通信を中止する .5-18 

宛先を指定する .5-19 

新規宛先のファクス番号を指定する .5-19 

ワンタッチダイヤルキーを使って送信先を 

指定する .5-20 

短縮ダイヤルを使って送信先を指定する .5-20 

か レープダイヤ J レを使って送信先を指定する... 5-2 1 

宛先表キーを使って送信先を指定する .5-22 

—度に複数の相手先に送信する洞報送信) ...5-23 

慮度を調節する . 5-24 

画質を調節する . 5-25 

雨面原稿を読み込む （ MF 4380 dn のみ） . 5-26 

巧手が言舌し中だったとさは . 5-27 

手動リダイヤル .5-27 

自動リダイヤル .5-27 

送信おに発信音を確認する . 5-29 

標準モードを変更する . 5-30 

送信した文書に発信元の情報をつける 

(発信元記録） . 5-31 

送信開始スピードを変更する . 5-32 

送信機能を制限する . 5-33 

リダイヤル機能を制限する .5-33 

送信前にファクス番号を再度確認する .5-33 

受信した文書を用紙の雨面に巧刷する . 5-35 


受信した文書を縮小して印刷する .5-36 

受信した文書に情報をつけて印刷する .5-37 

トナーが少なくなっているときにも受信した文書を 
印刷する .5-38 

電話機からの操作でファクスを受信する 

(リモート受信) .5-40 

リモート受信機肯目を有効にする .5-40 

リモート受信を使って文書を受信する .5-41 

受信した文書のプリント方法を選択する .5-42 

相手先が不明なファクスを受信お否する .5-43 

受信開始スピードを変更する .5-44 

受信した文書をプリントしないでメモリに保存する 

(メモソ受イ 言） . 5-45 

メモリ受信した文書をプリントする .5-47 

メモリにあるファクス受信文書を別の宛先へ 

転送する .5-48 

メモリにあるファクス文書を確認/操作する .5-49 

送信文書を確認/消去する .5-49 

受信文書を確認/消去する .5-50 

送受信した文書の履歴'障報を確 ITT る .5-50 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 


















































読み取りち法の設を 

'N 

•画質 

( P .5-25) 

•濃度 

( P .5-24) 

-両面原稿 

( P .5-26) 


J 



ファクスを送信 

( P .5-13) 



受信したファクスを転送 

( P .5-48) 




スーパー G 3 対応（搭載）のファクス機能をはじめ、お使いのパソコンから直接ファクスを 
送信することができます。受信したファクス文書は指定した宛先へ転送することもできま 
す。 


使用できるファクスの種類 


フアクス （ P .5-13) PC フアクス ( P .5-16) 
































こんなことができます（ファクス編) 


、 

_ ゾ 

さまざまな受信機能 





ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 
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繊^广— 




ファクスをお使いになる前に作業の必要な項目について説明します。 

はじめに J •乂下の作業を行ってください。 

•本製品のファクス番号 

本製品で使用するファクス番号を登録します。（一本製品のファクス番号を登録する： P .5-12) 
参こちらの名前 

会社名や個人名などを登録します。（一本製品の名称を登録する： P .5-11) 

• 日付と時刻 

現在の日付と時刻を設定します。い日付と時刻を設定する： P .5-10) 

• 電話回線の種類 

本製品に接続する電話回線の種類を設定します。電話回線の種類を設定する： P .5-10) 
•ファクス受信モード 

ファクス文書の受信ち法を用途に合わせて設定します。ファクスの受信み法： P -5-4) 


るる么る公琴 il ： を凌 

ファクスの受信操作には、本製品が自動で応対するものやお客様が手動で応対するものなど、いくつかの受 
信ち法があります。が下をもとに、用途にあったファクスの受信ち法を選択してください。 

工場出荷時は <ジドウ > に設定されています。 


いいえ いし、え いいえ 


電話機は接続せずに、_ 
本製品をファクス専用 
で使用しますか？ 


ファクスは本製品が自動^ 
受信し、電話はあなたが> 
応がしますか？ 



応対しますか？ 


はし、 


ん 

<ジドウ> 


はい 

ん 


< FAX / TEL > 


はい 

ん 


<ルス TEL > 


小 

<シュドウ> 


各受信モードについてはが下を参照してくださし、。 


• <ジドウ> :ジドウモード （ P .5-5) 


• < FAX/TEL > : FAX/TEL モード （ P '5-6) 


• <ルス TEL > :ルス TEL モード （ P .5-7) 
- <シュドウ> :シュドウモード （ P .5-8) 


@ メモ 

受信したファクスのプリントとネットワークスキャンは同時に実行でをません。同時に実行しようとした場合、それぞれ 
の原稿は状況に応じてな下のように処理されます。 

-ファクスの受信中にスキャンしようとした場合や、スキャン中にファクスを受信した場合、スキャンが完了してからプ 
リントが開始されます。 

•プリント中にスキャンしようとした場合、スキャンは実行されません。プリントが完了してから、再度スキャンの操作 
をしてください。 





お使いになる前に（ファクス編) 


<►ジドウモード 

このモードではファクスを自動的に受信します。外付け電話を使用しないでファクス機能のみを使用する場 
合にこのモードを選択します。（外付け電話を接続した場合は、<チャクシンヨビダシ>で設定した回数 
だけ鳴っている間は、電話を受けることもできます。） 

参お使いになる前に 

ファクスの受信モード設定を <ジドウ > にします。（一受信モードを設定す る： P .5-9) 

参着信時の動作 
-外付け電話を接続しない場合 

-着信があったとき、相手がファクスの場合は自動的に受信します。 

-相手が電話の場合は、通話できません。 

• 外付け電話を接続した場合 



@ メモ 

<チャクシンヨビダシ> を変更する場合は、「呼び出し音を設定する」 ( P .5-39) を参照してください。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 
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お使いになる前に（ファクス編) 


FAX/TEL モード 


このモードではファクスの場合は自動的に受信し、電話の場合は呼び出し音を鳴らします。 

参お使いになる前に 
が下の作業を行ってください。 

•外付け電話機を本製品に接続します。（一 e - マニュアル「本機の設置、設定」「ファクスの設定 
( MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ)」） 

-ファクスの受信モード設定を< FAX/TEL >にします。（一受信モードを設定する： P .5-9) 

参着信時の動作 


み 




呼び出し音が鳴ってい 
る間に受話器をとった 
場合 

呼び出し音が鳴ってい 
る間に受話器をとらな 
かった場合* 


み 


今 


そのまま通話します。 


電話を切断するかファクスの受信モ 
—ドに切り替わります。どちらの動 
作にするかは<ョビダシゴノ ドウ 
サ> で設定できます。 


相手ちからの着信がフ 
ァクスか電話のどちら ■ 

かなのかを、本製品が 
所定の時間巧で自動的 
に判断します。 

ファクスの場合は、自 
動的に受信します。 

電話の場合は、呼び出 
し音が鳴ります。* 

• 判断にかかる時間の長 
さは<ヨビダシカイ 
シジカン>で設定で 
きます。 

-呼び出し音を鳴らす時 
間の長さは<ヨビダシ 
ジカン>で設定でを 
ます。 

* 相手ちに応答メッセージが流れます。 

-相手ちが呼び出し中のとき 

「ただいま電話を呼び出しております。そのまましばらくお待ちください。ファクシミリのちは送信して 
ください」 

-相手ちが呼び出し中に受話器をとらなかったとき（<ヨビダシゴノ ドウサ>を<ジュシン>に設定した 
場合） 

「呼び出しましたが近くにおりません。ファクシミリをご利用のちは送信してください」 

-相手ちが呼び出し中に受話器をとらなかったとき（<ヨビダシゴノ ドウサ>を<シュウリヨウ>に設定 
した場合） 

「呼び出しましたが近くにおりません。申し訳ございませんが後ほどおかけ直しください」 

@ メモ 

<ヨビダシカイシブカン >、< ヨビダシジカン >、< ヨビダシゴノ ドウサ > を変更する場合は、「受信モードを 
設定する」 ( P .5-9) を参照してください。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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お使いになる前に（ファクス編) 


#ルス TEL モード 

このモードではファクスの場合は自動的に受信し、電話の場合は相手ちの伝言を留守番電話に録音します。 
参お使いになる前に 
が下の作業を行ってください。 

•留守番機能付き電話機を本製品に接続します。（一 e - マニュアル 「本機の設置、設定」「ファクスの設定 
( MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ)」） 

-呼び出し音が1〜2回鳴ったあとで留守番機能が起動するように設定します。 

-事前に留守番メッセージを電話機に録音してください。（留守番メッセージは、最初の4秒間程度を無音 
状態にするか、または全体の長さを20秒が内にすることを巧奨します。） 

-ファクスの受信モード設定を < ルス TEL > にします。（一受信モードを設定す る： P .5-9) 

参着信時の動作 



@巧 

留守番機能をお除した場合は、ファクスの受信モード設定も変更してください。変更しないとファクスを自動的に受信で 
さなくなります。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 
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お使いになる前に（ファクス編) 


>シュドウモード 

このモードでは電話もファクスも着信時に呼び出し音が鳴りますので受話器をとって手動で応対します。 
ファクスよりも電話を多く使う場合に適したモードです。 

•お使いになる前に 
が下の作業を行ってください。 

•外付け電話機を本製品に接続します。（一 e - マニュアル「本機の設置、設定」「ファクスの設定 
( MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ)」） 

-ファクスの受信モード設定を < シュドウ > にします。（一受信モードを設定する： P .5-9) 

参着信時の動作 

> 


今 


* リモート受信が設定されている場合は、お使いの電話機からのダイヤル操作でファクスを受信することも 
できます。（一電話機からの操作でファクスを受信する（リモート受信）： P .5-40) 


電話もファクスも受けることはでき 
ません。 


巧手がファクスの場合 

「ピー」という音が聞こえる場合は 
巧手がファクスです。 L 乂下の手順に 
従ってファクスを受信します。 

1. 巨互司[ファクス]を押します。 

2. ◎[スタート]を押します。 

3. 受話器をおきます。 


巧手が電話の場合 

そのまま通話します。 


外付け電話機が鳴りま 
す。 


今 


4 


電話機が鳴っている間 
に受話器をとらなかつ 

にも口 


電話機が鳴っている間 
に受話器をとった場合 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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お使いになる前に（ファクス編) 


爱 li あみド属し毒惠 

用途にあわせてファクスの受信モードを設定しま 
す。 

工場出荷時は <ジドウ > に設定されています。 

, @ [メニュー]を押します。 


2 [ィ ー] または [+►] を押して<ファクス 
セツテイ>を選がし、 [0 K ] を押します。 


ニュ- 

5 ファクスセツテイ 


3 [ィ —] または [+►] を押してく ジユ シン 
モード>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


场タモ 

■設定した時間が短いと、ファクス受信時に 
ファクスと検出されず、外付け電話機の呼 
び出し音が鳴る場合があります。呼び出し 
音が鳴ってもファクスは受信できますが、 
ファクス受信時に呼び出し音が鳴ってしま 
う場合は、くヨビダシカイシジカン> 
を長く設定してください。 

•設定した時間は、相手側は呼び出し音が何 
も聞こえないが態になります。 

•設定した時間が長いと、相手側の無音状態 
が長くなります。 

•本製品がファクスを受信すると、呼び出し 
音が鳴らずに自動的に受信されます。 

-工場出荷時はく 6ビヨウ>に設定されて 
います。 


⑤[ィ ー ] または [+►] を押してくヨビダシ 
ジカン>を選択し、 [0 K ] を押します。 


ファクスセツテイ 
1 シ’ュシンモート 


4 [ィ —] または [+»^]を押して受信モードを 

選択し、 [0 K ] を押します。 


シ’ュシンモート" 

FAX / T E L 


F/T シ 3 ウサイセツテイ 
2 3ヒ•夕•シシ•カン 


④[ィ ー ] または [+►] を押して呼び出し音を 4 

鳴らす時間 （10 秒〜45秒）を選択し、を選択 ミつ 

し、 [ OK ] を押します。 ス 

機 
能 
を 
使 



く FAX/TEL> を選択した場合は、詳細な内容を 
設定でさます。 

■ く FAX/TEL >を選択した場合 

①[ィ ー ] または [+►] を押してくヨビダシ 
カイシジカン>を選択し、 [ OK ] を押します。 


F/T シ 3 ウサイセッティ 
1 3ヒ"夕’シカイシシ’カン 


@ [ィ ー] または [+►] を f 甲して着信してから 
呼び出し音を鳴らす前に、本製品がファクスか 
どうかを検出する時間 （4 秒〜30秒）を選巧 
し、 [ OK ] を巧します。 


メモ 

工場出荷時はく 22ビヨウ > に設定されてい 


ます。 

[ィ ー] または [+►] 

を押してくヨビダシゴ 

ノ ドウサ>を選巧し、 

[0 K ] を押します。 

F / T シ 3 ウサイ 

セツテイ 

3 3ヒ•夕•シコ 

’ノト‘ウサ 


琴 

UJ 

00 

Q - 

ご. 

で 

00 

CL 

ご. 

m 

を 

Ln 

〇 


の 

み 



• • 


















お使いになる前に（ファクス編) 


® [◄—] または [+►] を押して呼び出し終了 
後の本製品の動作を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ヨヒ’夕’シコ‘ ノト‘ウサ 

シ"ユシン 

-くジュシン> :ファクスを受信します。 

. くシュウリョウ> :通信を切断します。 

5 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


嫁メモ 

受信モードをく FAX / rEL > に設定してい 
て、外付け電話の呼び出し音が鳴らない場 
合、もしくは電話をかけられない場合には、 
[/ニュー] ^くファクスセツテイ>一くキ 
ホントウロク>一くコウシュウカイセンセ 
ツゾク>をくアダプタセツゾク1>に設 
定してください。それでも改善しない場合に 
は、くコウシュウカイセンセツゾク >を 
くアダプタセツゾク2 >に設定してくだ 
さい。 

* 工場出荷時はくチョクセツセツゾク>に 
設定されています。 


現在の日付と時刻を設定します。設定した時刻と 
日付は、時刻指定機能の基準時刻になります。 

, 感 [メニ;!一]を押します。 


2 [ィ ー ] または [+►] を巧して < タイマー 

セッティ > を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ィニユ - 

8 タイマーセツテイ 


3 [ィ —] または [+►] を押してくヒ、ジケ/ジ 

コクセツテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
す。 


タイマーセツテイ 
1 ヒツ•ケ/シ•コクセツテイ 


4 ® 〜感 [テンキー]を使って時刻 （24 時間 
表示）と日付（年/巧/日）を入力し、 [0 K ] 
を押します。 

例） 

ヒヴ•ケ/シ•コクセツテイ 

15:50 <08 07 31 


5 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 

初期設定では、電話回線の種別は自動的に判別さ 
れるように設定されています。電話回線の種別を 
自動的に利別する場合は、が下の設定をする必要 
はありません。なお、構内交換機 （ PBX )、 ホーム 
テレホン、ビジネスホンに接続している場合は、 
電話回線の種別が自動的に判別されませんので、 
が下の手順に従い手動で設定してください。 

工場出荷時は<ジドウ>に設定されています。 

メモ 

電話回線の種別を自動的に判別する場合は、電話線コー 
ドを接続してから、電源を入れてください。電源を先に 
入れた場合、電話回線の種別は自動的に判別されません。 

tf @ [メニュー]を巧します。 


2 [ィ ー] または [+►] を押して<ファクス 
セツテイ>を選択し、 [ OK ] を押します。 


メニュ- 

5 ファクスセツテイ 


3 [ィ —] または[+*^]を押してくキホントウ 

ロク>を選巧し、 [ OK ] を押します。 


ファクスセツテイ 
2 キホントウロク 


B フアクス機能を隹つ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 


© 













お使いになる前に（ファクス編) 


[ィ —] または [+►] を押してくカイセン 
シュルイセンタク>を選巧し、 [0 K ] を押 
します。 


キホン h 
4 力 

ク□ク 
イセジシ 

ユルイセンタク 

[ィ ー] ま 

たは[+ ► 

-] を押して<シュドウ> 

を選巧し、 

[0 K ] を押します。 

カイセン 

シュルイ 

t ソタク 

シユト•ウ 


[ィ —] または [+ ►] を押して電話回線の種 
類を選巧し、 [0 K ] を押します。 

•くプッシュカイセン>:お使いの電話がトー 
ン回線の場合に選択します。 

-くダイヤルカイセン>:お使いの電話がパル 
ス回線の場合に選択します。 

•< ダイヤルカイセン>を選択した場合、回線 
速度をく 20 PPS >かく 10 PPS >から選択しま 
す。工場出荷時はく 20 PPS > に設定されてい 
ます。 


メモ 


お使いの電話回綿の種類が分からない場合 
は、ご利用の電話会社にお問い合わせくださ 
し、。 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


杰々馨遗なる敬慕營嚴をる 

本製品の名称として会社名や個人名などを登録し 
ます。 

登録した名称は、発信元記録として相手先の記録 
紙にプリントされます。 

, 感 [メニュー]を押します。 


2 


3 


4 


5 


6 


[ィ —] または [+►] を押してく ファクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


1 


5 


アクスセツテイ 


[ィ ー] または [+►] を押してくキホントウ 
ロク>を選択し、 [0 K ] を押します。 


ファクスセツテイ 
2 キホン h ウ□ク 


[◄—] または [+►] を押してくユーザリャ 
クシヨウトウロク>を選巧し、 [0 K ] を押 
します。 


キホントウ□ク 

2 ユーサ"リャクシヨウトウ□ク 


@〜感 [テンキー]を使って名称（最大32 
文字）を入力し、 [0 K ] を押します。 


例） 


1ーサ‘ソヤク 
キトノ V 


ク h ウ□ク 


[ア 


メモ 


文字の入力方法については、「文字を入力す 
る」 （ P .1-16) を参照してください。 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 
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お使いになる前に（ファクス編) 


ぉ篡遗の感すぶる惡复々そ登穀ある 

本製品で使用するファクス番号を登録します。登 
録したファクス番号は、原稿を送信したとき、発 
信元記録として相手先の記録紙にプリントされま 
す。 

If 感 [メニュー]を押します。 


2 [ィ ー] または [+►] を押して<フアクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ィニュ - 

5 ファクスセツテイ 


3 [- <—] または [+►] を押してくキホントウ 

ロク>を選択し、 [0 K ] を押します。 


ファクスセツテイ 
2 キホジトウロク 


4 [ィ ー] または [+►] を押してくユーザ TEL 

バンゴウトウロク>を選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 


キホントウ□ク 


1 1- サ* TELA •ン〕 

‘ヴ h ヴ□ク 


5 ®〜® [テンキー]を使ってお使いのファ 
クス番号（スペースを含め最大20巧）を入 
力し、 [ OK ] を押します。 


例） 


1- サ* TELA •ソコ 

‘ゥトゥ□ク 

123 XXXXXXX 



6 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 


© 









フアクスの送信ち法や便利な機能について説明します。 


ファクスの基本的な送信方法 

ファクス送信の基本的な操作の流れを概説します。 
<f 原稿をセットします。 



3 必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

詳細については、「濃度を調節する」 （ P .5-24)、 
「画質を調節する」 （ P .5-25)、 「両面原稿を読み込 
む （ MF 4380 dn のみ)」 （ P .5 J 6) を参照してくだ 
さい。 

4 ®〜®、® [テンキ — ]、® [卜ーン]を 
使って、ホ目手先のファクス番号を入力しま 


す。 


例） 


S 二012 XXXXXXX 


間違った香号を入力した場合は、を> [ストップ 
/リセット]を押します。 


[スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
または[+ ►] を押して原稿サイズを選択 
したあと、原稿1枚ごとに@を押します。すべ 
ての原稿の読み这みが完了したら [ OK ] を押し 
ます。 


電話をかけてからファクスを送信する 

感敦對言)ぷ 

原稿を送信する前に相手と話をしたい場合、また 
は相手先のファクス機が自動受信できない場合 
は、手動で送信してください。 

@ メモ 

•手動送信では、原稿台ガラスは使巧できません。 

-手動送信では、グループダイヤルは使用できません。 

-手動送信では、両面原稿の読み込み機能は使巧できま 
せん。 


外付け電言舌機を本製品に接続します。 

外付け電話機の接続方まについては、 e - マニユ 
アル「本機の設置、設定」「ファクスの設定 
( MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ)」を参照 
してください。 


咳タモ 

本製品に接続する電話機が、黒電話* (600 
型、601型など）を含む、金属べル内蔵電話 
機の場合は、呼び出し音が小さかったり、呼 
び出し音が鳴らない可能性があります。黒電 
話攻外でも、お使いの電話機によっては呼び 
出し音が鳴らない可能性があります。 

* 黒電話とは、が前に一般家庭で普及してい 
た、旧式の黒い電話機の総称です。 


• • 















ファクスを送信する 


2 


原稿を ADF にセツトします。 


3 

4 

5 

6 



L ファクス」 [ファクス]を押します。 


必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

詳細については、「濃度を調節する」 （ P .5-24)、 
「画質を調節する」 （ P .5-25)、 「両面原稿を読み込 
む （ MF 4380 dn のみ)」 （ P .5-26) を参照してくだ 
さい。 


つ[オンフック]を押すか、外付け電 


話機の受話器を取ります。 


( ) [オンフック]を押した場合は、[一一] 

または [+►] を押すと通信音量を調整できま 
す。 

ネ目手先のフアクス番号をダイヤルします。 


@ メモ 


ファクス審号を入力する前に発信音を確認し 
てください。発信音を確認する前に番号を入 
力すると、通じなかったり、間違った番号に 
かかったりすることがあります。 


受話器でホ目手と話します。 

• 手順5で ( ) [オンフック]を押した場合 

は、相手先の声が聞こえたら受話器を取りま 
す。 

•相手先の声ではなく「ピー」という音が聞こ 
えた場合は、手順9に進んでください。 


公 

9 


ファクスの受信準備をするよう巧手巧に依頼 
します。 

「ピー」という音が聞こえたら® [スター 
卜] を押し、受話器を置きます。 

読み取り動作が開始します。読み取りが終了す 
ると、指定した宛先に送信されます。 


一時的に玉 トーン発信へ切り替える 

銀行や航空会社、ホテルなどが提供するプッシュ 
ホンサービスの中には、プッシュ回線での利用を 
前提とするものがあります。本製品がダイヤル回 
線に接続されている場合は、が下の手順で一時的 
にトーン信号を送出することができます。 

@ メモ 

通話するには、外付け電話機を本製品に接続するお要が 
あります。 


L ファクス」 [ファクス]を押します。 


2 


三[オンフック]を巧します。 


@ィモ 


3 


ファクス番号を入力する前に、発信音を確認 
します。発信音を確認する前に番号を入力し 
た場合、通じなかったり、間違った番号にか 
かったりすることがあります。 


® 〜®)[テンキー]を使って、情報サービ 
スにダイヤルします。 

例） 


占二012 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 


© 






















ファクスを送信する 


4 情報サービスの録音メッセージか応答した 

ら、@ [卜ーン]を押して卜ーン発信に切り 
替えます。 

例） 

3二012 T 


5 ® 〜感 [テンキー]を使って、情報サービ 
スに必要な番号を入力します。 

例） 

S = 012 X 3456 


6 ファクスを受信する場合は、® [スタート] 

を押します。 

終了すると通信を自動的に切断し、回線は元の 
設定に戻ります。 

Ms 

ミ毎外へのファクス送信時、ファクス番号にポーズ 
の挿入が必要な場合があります。 

•f 原稿をセットします。 



L フ7クス J [ファクス]を押します。 


3 必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

詳細については、「濃度を調節する」 （ P .5-24)、 
「画質を調節する」 （ P .5-25)、 「両面原稿を読み込 
む （ MF 4380 dn のみ)」 （ P .5-26) を参照してくだ 
さい。 

4 ®~(9) [テンキー]を使って国際アクセス 
番号を入力します。 

例） 

S 二 012 


国隙アクセス番号の詳細については、最寄りの 
電話会社にお問い合わせください。 

5 必要に応じて ( ) [リダイヤル/ポーズ] 

を押し、ポーズを入力します。 

例） 

W 二012 P 


-ポーズを意巧する< P >が表示されます。 

. ポーズ 1つにつき 2.5 秒間の ポーズ 時間が設 
定されます。 

•ポーズを連続して入れる場合は、もう一度 
( ) [リダイヤル/ポーズ]を押してくだ 

さい。 

6 ®〜® [テンキー]を使って相手先の国番 
号、エリア番号、ファクス/電話番号を入力 
します。 

例） 

3二012 P 031 XXXXXX 


7 必要に応じてファクス/電話番号の末尾に、 

( ) [リダイヤル/ポーズ]を押してポー 

ズを入力します。 

例） 

£二012 P 031 XXXXXXP 


ファクス機能を使う (SF43sodn/SF4370dn/SF4350d のみ ) 


> 
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ファクスを送信する 


8 


@ [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
[一一] または[+ ►] を押して原稿サイズを選択 
したあと、原稿]枚ごとに® [スタート]を押 
します。すべての原稿の読み込みが完了したら 
[0 K ] を押します。 

@ メモ 

<ファクス N 0. カクニンニユウリヨク> を 
< ON >に設定している場合、 ®〜®、 ® 
[テンキー]、度）[トーン]を使って宛先を 
入力すると、巧化の再入力画面が表示されま 
す。同じき号をもう一度入力し、にのを押 
してください。 


玄を著戚碁ぶ热を違 1 量な堯 

PC ファクスを使うとアプリケーシヨンソフトウェ 
アで作成したデータをお使いのコンピュータから 
直接ファクス送信することができます。ここでは 
PC ファクス送信の基本的な操作の流れを概説しま 
す。 

メモ 

PC ファクス送信とネットワークスキャンは同時に実行で 
きません。同時に実行しようとした場合、それぞれの原 
稿は状況に応じてな下のように処理されます。 

•ネットワークスキャン中に PC ファクス送信しようとし 
た場合、スキャンが完了してから送信が開始されます。 

- PC ファクス送信中にネットワークスキャンをしようと 
した場合、スキャンは実行されません。送信が完了し 
てから、再度スキャンの操作をしてください。 

7 アプリケーシヨンソフトウェアを起動して、 

ファクス送信する原稿を開きます。 


2 


メニューから[印刷]を選がします。 


矮メモ 


[印!刷]ダイアログボックスは、お使いのア 
プリケーシヨンソフトウェアによって表示す 
る手順が異なります。 


3 


お使いのファクスを選巧したあと、[プロハ 
テイ]をクリックします。 


咳メモ 


4 


5 


I ここに表示されるファクス名は、[プリン 
夕]フォルダ（または[プリンタと FAX ] 
フォルダ）で変更することができます。 
[プリンタ]フォルダ（または[プリンタ 
と FAX ] フォルダ）の表示ち法について 
は、 e - マニュアル「ファクスを使う」「基 
本的なファクス送信ち法 （ PC ファクス)」 
を参照してください。 

I ファクスドライバの画面は、お使いのアプ 
リケーシヨンソフトウェアによって表示す 
る手順が異なります。 


ファクスドライバの画面の各ぺージでファク 
ス送信の設定を巧ったあと、 [0 K ] をクリツ 
クします。 


[0 K ] をクリックします。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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ファクスを送信する 


6 


8 


[送信の設定]ページで送信するホ目手先をと 
ファクス番号を入力したあと、[相手巧一覧に 
追加]をクリックします。 


メモ 


•一度に送信可能な相手先件数は、カバー 
シートの添付条件により異なります。詳し 
くは、ファクスドライバ画面ち下にある 
[ヘルプ]をクリックして、ヘルプを参照 
してください。 

•[アドレス帳]をクリックして、相手先を 
アドレス帳から選択することもできます。 
アドレス帳については e - マニュアル 
「ファクスを使う」「アドレス帳の使いかた 
( PC ファクス)」を参照してください。 

•アドレス帳の保を先フォルダにアクセス権 
限（デフォルトは、 Power User 権限な上） 
がない場合には、アドレス帳の参照、編集 
を行えません。その場合は、アクセス権限 
のあるユーザでログオンするか、[アドレ 
ス帳の編集]ページで[フォルダ指定]を 
クリックして、アドレス帳の保を先を、書 
き込み権限のある[マイドキュメント] 
フォルダなどに変更してください。アドレ 
ス帳の保巧先の変更ち法については、 e - 
マニュアル「ファクスを使う」「アドレス 
帳の使いかた （ PC ファクス)」を参照して 
ください。 


カバーシートを添付する場合は、[カバーシー 
卜]ぺージを選巧して、カバーシートに関す 
る設定をします。 

カバー シー トの添付については、 e - マニュアル 
「ファクスを使う」「カバーシートを添付する （PC 
ファクス)」を参照してください。 

[0 K ] をクリックします。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 


© 






-- — 

送信中のジョブを中止します。 

メモ 

を信中のジョブは状況確認画面から中止することもできます。（一送信文書を確認/消去する： P .5-49) 


L ファクス I [ファクス]を押します。 


も [ストップ/リセット]を押します。 


3 <ツウシンヲチュウシシマスカ？>と表 
示されたら、[ィ ー] を巧して<ハイ>を選択 
します。 


ヴウ 

シンヲチ；！ウシ 

シ7スカ？ 

< 

A ィ 

イイ I > 


メモ 

ADF に原稿が残っている場合は、取り除い 
てください。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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ファクスの宛先を指定するろ法について説明します。送信先は、ワンタッチダイヤルキーや 
短縮ダイヤルに登録されている宛先を選択、または新規に宛先を入力して指定することがで 
きます。 


新規宛先のフアクス香号を指をする 

度)〜度)、@ [テンキ ー ]、运）[卜ーン]を使つ 
て、宛先のを号を入力します。 

• f 原稿をセットします。 



3 必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

詳細については、「濃度を調節する」 （ P .5-24)、 
「画質を調節する」 （ P .5-2 引、「両面原稿を読み込 
む （ MF 4380 dn のみ)」 （ P .5-26) を参照してくだ 
さい。 


4 (§)〜感、 ® [テンキ — ]、 ® [卜ーン]を 
使って、巧手たのファクス番号を入力しま 
す。 

例） 


3=012 XXXXXXX 


間違った番号を入力した場合は、を[ストップ 
/リセット]を押します。 

5 @ [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
[― ] または[+ ►] を押して原稿サイズを選択 
したあと、原稿1枚ごとに@ [スタート]を押 
します。すべての原稿の読み込みが完了したら 
[0 K ] を巧します。 


メモ 

<ファクス N 0. カクニンニユウリヨク> を 
< ON >に設定している場合、 ® 
[テンキー]、度）[トーン]を使って宛先を 
入力すると、宛先の再入力画面が表示されま 
す。同じ番号をもう一度入力し、 [0 K ] を巧 
してください。 


^ ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350cl のみ ) 
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宛先を指定する 


琴 

UJ 

00 

Q- 

ご 

で 

LU 

'vj 

CL 

ご 

m 

を 

Ln 

〇 

の 

み 


3 


4 


必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

詳細については、「濃度を調節する」 （ P .5-24)、 
「画質を調節する」 （ P .5-25)、 「両面原稿を読み込 
む （ MF 4380 dn のみ)」 （ P .5-26) を参照してくだ 
さい。 

登録先のワンタッチダイヤルキー （01 〜 
08) を押します。 


例） 


2 

3 


ファクス I [ファクス]を巧します。 


必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

詳細については、「濃度を調節する」 （ P .5-24)、 
「画質を調節する」 （ P .5-25)、 「両面原稿を読み込 
む （ MF 4380 dn のみ)」 ( P .5-26) を参照してくだ 
さい。 


間違ったキーを巧した場合は、を[ストップ/ 
リセット]を押したあと、手順3から操作をや 
りなおしてください。 


4 


D [短縮ダイヤル]を押します。 


フ 

ア 

ク 

ス 

機 

能 

を 

使 

う 


2 


I ファクス I [ファクス]を押します。 


原稿をセットします。 


ワンタッチダイヤルホーを使って送信 

をを!!寒をる 

ワンタッチダイヤルキーを使った送信のしかたを 
説明します。最大8件の送信先を指定できます。 

@ メモ 

この機能を使うには、あらかじめワンタッチダイヤル 
キーに宛先を登録してお<お要があります。（ーワンタッ 
チダイヤルを登録す る： P .3-3) 

4 原稿をセットします。 


[スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセツトした場合は、 
または[+ ►] を巧して原稿サイズを選択 
したあと、原稿1枚ごとに@ [スタート]を押 
します。すべての原稿の読み込みが完了したら 
にのを押します。 

趕獨ぶ kfe みあ镇送信氣を聽更歲 
る 

短縮ダイヤルを使った送信のしかたを説明しま 
す。最大100件の送信先を指定できます。 

@ メモ 

この機能を使うには、あらかじめ短縮ダイヤルに宛先を 
登録しておくお要げあります。短縮ダイヤルを登録す 
る： P .3-6) 
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宛先を指定する 


5 @〜④ [テンキー]を使って2析の登録巧 
番号 （00 〜 99) を入力します。 

例） 


間違った番号を入力した場合は、を[ストップ 
/リセット]を押したあと、手順3から操作をや 
りなおしてください。 

[スタート]を巧します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
[4—]または[+ ►] を巧して原稿サイズを選択 
したあと、原稿1枚ごとに ◎ [スタート]を押 
します。すべての原稿の読み込みが完了したら 
[ OK ] を押します。 

を k ミぶぶ分ヤルを使って送信先を指 
更をる 

グループダイヤルは、ワンタッチダイヤルや短縮 
ダイヤルに登録るみの各宛先をひとつの宛先とし 
て指定することができます。同じ原稿を複数の宛 
先に送信するときに便利です。最大50件までの各 
宛先をひとつの宛先として登録することができま 
す。 

メ f 

この機能を使うには、あらかじめグループダイヤルに宛 
先を登録しておく必要があります。（ーグループダイヤル 
を登録する： P .3-9) 

tf 原稿をセットします。 


L ファクス I [ファクス]を巧します。 


3 必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

詳細については、「濃度を調節する」 （ P .5-24)、 
「画質を調節する」 （ P .5-25)、 「両面原稿を読み込 
む （ MF 4380 dn のみ)」 ( P .5-26) を参照してくだ 
さい。 

4 グループ宛先が登録されているワンタッチダ 

イヤルキー （01 〜 08) を押します。 


間違ったキーを押した場合は、偉> [ストップ/ 
リセット]を押したあと、手順3から操作をや 
りなおしてください。 

[スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
N -] または[+ ►] を押して原稿サイズを選択 
したあと、原稿1枚ごとに® [スタート]を押 
します。すべての原稿の読み込みが完了したら 
[ OK ] を押します。 


r 11 - 7 ° 夕’イ中 ル 
[01] キヤノンク" ルーフ 



M フアクス機能を使、つ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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宛巧を指定する 


羅き羞 fei 渡ミぶ勤量菱毅鑑をる 

宛先まキーを使ラと、登録済みの宛先を宛先まか 
ら検索できます。どのワンタッチダイヤルまたは 
短縮ダイヤ j レに宛先を登録したか忘れてしまった 
場合に便利です。 

メモ 

この機能を使うには、あらかじめ宛先を登録しておくぶ、 
要があります。（一宛先表に宛先を登録する ( MF 4380 dn / 
MF 4370 dn / MF 4350 d のみ）: P .3-1) 

4 原稿をセットします。 


2 

3 



必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

詳細については、「濃度を調節する」 （ P .5-24)、 
「画質を調節する」 （ P .5-25)、 「両面原稿を読み込 
む （ MF 4380 dn のみ)」 ( P .5-26) を参照してくだ 
さい。 


4 


ご[宛先表]を繰り返し押してくメイ 


5 


6 


ショウケンサク > または < アドレス/バンゴ 
ウケンサク>を選択し、 [0 K ] を押します。 


<メイショウケンサク>:宛先をを前で検索 
します。 

<ァドレス/バンゴウケンサク>:宛先を 
ファクス番号でお索します。 


® 〜感 ' ® [テンキー]を使って検索する 
名前の最ネ刀の文字、またはファクス番号の最 
巧の数字を入力します。 

例） 


•たとえば、「ア」で始まる巧手先の名称を検索 
する場合は、® (ア）を押します。入力した 
文字に一致する宛先が登録されている場合 
は、ディスプレイに表示されます。 

•手順4で<メイショウケンサク >を選択した 
場合は、度）[トーン]を押すと入カモードを 
切り替えることができます。ディスプレイち 
上に入カモードを示す<ア> (カタカナ入 
力）、 < A > (アルファベット入力）または 
<1 > (数字入力）が表示されます。 

[ィ ー] または [+►] を押して宛先をお索し 

ます。 


例） 


探していた宛先が表示されたら [0 K ] を巧し 
ます。 


X イシヨウケンサク 

[了] 

キトノン 



X イシヨウケンサク 


0 メモ 

宛先が登録されていない場合は、<ミトウロ 
クデス > と表示されます。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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宛先を指定する 


8 


@ [スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
[― ] または[+ ►] を巧して原稿サイズを選択 
したあと、原稿1枚ごとに@ [スタート]を押 
します。すべての原稿の読み込みが完了したら 
[0 K ] を押します。 


—度に複数の相手巧に送信する-個報 
送信 k 

同報送信は、一度に複数の宛先に同じ原稿を送信 
することができます。 

メ t 

-一度に送信できる宛化は最大124件です。（(124件の 
うち 、 ® [テンキー]、这）[トーン]を使つ 
て指定できる宛先は、最大16件です。）ただし、グ 
ループを宛先として指定した場合は、そこに登録され 
ている各巧化を1件と数えます。 

-原稿を複数の宛先に何度も送信する場合は、グループ 
宛先として登録することをおすすめします。 

•f 原稿をセットします。 



2 

3 


@ [メニュー]を押します。 


[ィ —] または [+►] を押してくドウホウ> 
を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ニユ- 

2 卜’ウホウ 


4 


宛先を指定します。 


5 


6 


例） 


N 0.001 


®〜®、® [テンキー]、® [トーン]、ワン 
タッチダイヤル、短縮ダイヤル、 ( ) [宛先 

表]を使って宛先を指定します。 


嫁巧 


|®〜®、@ [テンキー]、度）[トーン] 
を使う場合は、最大16件まで宛先を指定 

マ' 单ホす 

‘®〜®、® [テンキー]、度）[トーン] 
を使って宛先を指定する場合は、番号を入 
力したあとに [ OK ] を押してください。 


手順4を繰り返し、すべての宛先を入力しま 
す。 

例） 


N 0 . 001 = 012 XXXXXX 
[ 01 ] キヤノン 


メモ 


指定済みの宛先を確認する場合は、[一-] 
または[+ ►] を押して画面表示を切り替え 
ます。 


[スタート]を押します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
[4—]または [+>] を押して原稿サイズを選択 
したあと、原稿1枚ごとに® [スタート]を押 
します。すべての原稿の読み込みが完了したら 
[ OK ] を押します。 

メモ 

く ファクス N 0. カクニンニユウリヨク>を 
く ON >に設定している場合、 ®〜®、 ® 
[テンキー]、© [トーン]を使って宛先を 
入力すると、宛おの再入力画面が表示されま 
す。同じ番号をもう一度入力し、防 K ] を押 
してくださし、。 


U フアクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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送信原稿の種類に合わせて濃度を調節できます。 


2 

3 

4 


原稿をセットします。 



[ミ農度]を押します。 


[ィ —] または [+►] を押して濃度を調節 
し、 [0 K ] を押します。 

例） 


3 5 h IJ 

ノウ h ‘ 

ー ウスク 

<]□□□□■□□□□» H 夕 + 


[+►] :原稿の濃度を薄くします。 
[ィ —] :原稿の濃度を濃くします。 


@ メモ 


本手順で設定した内容は、原稿の読み込みが 
終了すると、設定値が初期値に戻ります。基 
本設定として登録したぃ場合は、「標準モー 
ドを変更する」 （ P .5-30) を参照してくださ 

い。 


5 


宛先を指定し原稿を送信します。 

詳細については、「宛先を指定する」 （ P .5-19) を 
参照してください。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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送信原稿の種類に合わせて画質を調節できます。高い画質に設定すると、出力画像は鮮明に 
なりますが、通信時間が長くなります。 

工場出荷時は< ヒヨウジュン > に設定されています。 


原稿をセットします。 


2 



3 


4 


( ) [画質]を繰り返し押して画質設定 

を選択し、 [0 K ] を押します。 


シ 


ヒヨウシ’ユン 


くヒヨウジュン>:文字のみの原稿に適して 
います。 （200 X 100 dpi ) 

くファイン>:文字の細かい原稿に適してい 
ます（解像度はくヒヨウジュン>の2倍)。 
(200 X 200 dpi ) 

くシヤシン>:写真を含む原稿に適していま 
す懈像度はくヒヨウジュン >の2倍)。 (200 
X 200 dpi ) 

くスーパーファイン>:細かい文字と画像を 
含む原稿に適しています（解像度は<ヒヨウ 
ジュン>の4倍)。 （200 X 400 dpi ) 


^ メモ 


本手順で設定した内容は、原稿の読み込みが 
終了すると、設定値が初期値に戻ります。基 
本設定として登録したい場合は、「標準モー 
ドを変更する」 （ P .5-30) を参照してくださ 

し、。 


宛先を指定し原稿を送信します。 

詳細については、「宛先を指定する」 （ P .5-19) を 
参照してください。 


フアクス機能を使、つ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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聚^ n 脚辟麵 n ⑩- 


2 

3 


4 


ADF にセツトした両面原稿を自動的に裏返して、原稿の表裏を別べつに読み込みます。 


原稿を ADF にセツトします。 



〇 [両面]を繰り返し押して原稿の開きか 
たを選択し、 [0 K ] を押します。 

•くリョウメンサユウビラキ>:オモテ面と 
ウラ面の画像の天地（上下）が同じ場合に選 
択します。 

•くリョウメンジョウゲビラキ>:オモテ面 
とウラ面の画像の天地（上下）が逆の場合に 
選択します。 

宛先を指定し原稿を送信します。 

詳細については、「宛先を指定する」 （ P .5-19) を 
参照してください。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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〕 


相手が話し中などで原稿が送信できなかったときは、同じ相手を再度呼び出すことができま 
す。最後にダイヤルした相手をお客様が手動で呼び出す手動リダイヤルと、本製品が自動的 
に再送信する自動リダイヤルの2つの機能があります。 


丟聲妓るふな化 


2 

3 


4 


原稿をセットします。 



ご [リダイヤル/ポーズ]を押します。 


嫁メモ 


くシステムカンリセツテイ>のくソウシ 
ンキノウノ セイゲン>で<リダイヤルノ 
セイゲン>がく ON >に設定されている場合 
は、リダイヤルは使用できません。 


@ [スタート]を巧します。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、 
U -] または[+ ►] を巧して原稿サイズを選択 
したあと、原稿1枚ごとに@ [スタート]を押 
します。すべての原稿の読み込みが完了したら 
[0 K ] を押します。 


島聲 i 4 を旅を化 

自動リダイヤルは、ファクス送信時に相手先が話 
し中などで送信できない場合や送信エラーが発生 
したときに、自動的に再送信する機能です。 

自動リダイヤルを設定した場合は、リダイヤルす 
る回数や間隔を設定することができます。 

工場出荷時の設定はが下のとおりです。 

•<ジドウリダイヤル>: ON 
•<リダイヤルカイスウ>:2カイ 
•<リダイヤルカンカク>:2フン 

, @ [メニュー] を押します。 


2 


[ィ ー] または [+►] を押してくファクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


5 


アクスセツテイ 


3 


[ィ ー] または [+►] を押してくソウシン 
キノウセツテイ>を選択し、 [0 K ] を押し 
ます。 


ファクスセツテイ 

3 ソウシンキノウセツテイ 


ファクス機能を使う (SF43sodn/SF4370dn/SF4350d のみ ) 


> 
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相手が話し中だったときは 

4 [ィ —] または [+►] を押してくジドウリ 

ダイヤル>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ソウシンキノクセツテイ 
1 シ "h ’ウ IJ 夕’イトル 


5 [-^— ] または [+►] を押してく ON >を選 
巧し、 [ OK ] を押します。 


シ•卜’ウリタ‘イトル 

ON 


6 [ィ ー ]、[+►]、または@〜@ [テンキ ー] 

を使ってリダイヤルの回数 （1 〜10回）を入 
力し、 [ OK ] を押します。 

例） 

リタ’イ中ルカイスウ 

2カイ 


7 [ィ — ]、[+►]、または (5) 〜 ( J ) [テンキ ー] 

を使ってリダイヤルの間隔 (2 〜99分 )を入 
力し、 [ OK ] を押します。 

例） 

ソタ’イ中ルカンカク 

2フン 


P 足^を押して待受画面に戻ります。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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2 


3 


4 


5 


6 


ファクスをホ目手先に送信するときに、発信音の確認をしてから、ダイヤルするかどうか設定 
できます。 

工場出荷時は< ON >に設定されています。 


® [メニュー]を巧します。 


[ィ ー] または [+►] を押して<ファクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


クスセツテイ 


[ィ ー] または [+►] を押して<ソウシン 
キノウセツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 


ファクスセツテイ 

3 、ノウシンキノウセツテイ 


[ィ —] または [+►] を押して<ダイヤルジ 
カイセンカクニン>を選択し、 [ OK ] を押 
します。 


ソウシンキノク 

セツテイ 

2 夕’イ中ルシ 

’カイセンカクニン 

[ィ ー ] または [+* 

-] を押して< ON >を選 

択し、 [ OK ] を押します。 

夕.イヤルシ.カイ 

センカクニン 


ON 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


送信脯蘭詰を確認す覆 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 
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原稿の読み取り時に調節する濃度と画質の設定を、標準モードとして登録することができま 
す。原稿をいつも同じ濃度や画質設をで読み取るときに便利です。 


感 [メニュー]を押します。 


[ィ ー] または [+►] を押して<ファクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ニュ- 

5 ファクスセツテイ 


[ィ ー] または [+►] を押してくキホントウ 
ロク>を選択し、 [0 K ] を押します。 


ファクスセツテイ 
2 キホジトウ□ク 


[ィ —] または [+►] を押してく ヒヨ ウジ ユ 
ンモードノヘンコウ>を選巧し、 [0 K ] を 
押します。 


キホ 

6 

'トウ□ク 

ヒ 3 ウシ‘ユンモート‘ノヘンコウ 

[ィ ー] 

または [+•-] を押して設定項目を選 

巧し、 

[0 K ] を押します。 

ヒヨウシ"ユジモート‘ ノヘンコウ 

1 

3 i h U ノクト‘ 


が下の項目を設定できます。 

• <ヨミトリ ノウド>:原稿の濃度を調節し 
ます。濃度を調節する： P .5-24) 

•< ガシツ> :原稿の画質を調節します。画 
質を調節する： P .5-25) 

も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


r ぶ!変更す覆 


7 2 


3 4 5 

ファクス機能を使う (SF43sodn/SF4370dn/SF4350d のみ ) 
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2 


3 


4 


5 


6 


送信する文書に発信元記録をつけるかどうかを設定します。 

発信元記録は送信文書の上部にプリントされます。こちらのファクス香号や名前などがプリ 
ントされるので、ホ目手先で誰から送信されてきた文書か確認することができます。 

工場出荷時は< ON >に設定されています。 


® [メニュー]を押します。 


[ィ ー] または [+►] を巧して<ファクス 
セツテイ>を選択し、 [0K] を押します。 


アクスセツテイ 


[ィ —] または [+►] を押して<キホント 
ウロク>を選巧し、 [0K] を押します。 


フ7クスセツテイ 
2 キホン h ウ□ク 


[ィ ー] または [+►] を押して < ハツシン 
モトキロク>を選択し、 [0K] を押します。 


キホソトウ□ク 
3 A ツシジモトキロク 


[ィ ー] または [+►] を巧して< ON >を 
選択し、 [0K] を押します。 


A ツシソモトキロク 


ON 


も [ストップ/リセット]を押して待受画 
面に戻ります。 
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回線の状態が悪く、送信が始まるまでに時間がかかるときは、送信開始スピードを変更する 
ことができます。 

工場出荷時は< 33600 bps >に設定されています。 


感 [メニ:!一]を押します。 


2 [ィ ー] または [+►] を押して < システム 

カンり セツテイ>を選巧し、 [ OK ] を押し 
ます。 


ニユ- 

11システムカンりセツテイ 

システム管理暗証番号が設定されている場合 
は、 ®〜® [テンキ ー] を使って番号を入力し 
たあと、 [ OK ] を押します。 

3 [ィ ー ] または [+►] を押してくツウシン 

カンリセッティ>を選択し、 [ OK ] を押しま 
す。 


システムカンリセツテイ 
4 ヴゥシンカンソ t ツテイ 


4 [ィ ー ] または [+►] を押してくソウシン 

スタートスピー ド>を選巧し、 [ OK ] を押 
します。 


ヴウシンカンリセッテイ 
1 ソウシンスタートスヒ‘ート 


5 [ィ ー ] または [+►] を押して目的のスピー 

ドを選巧し、 [ OK ] を押します。 


ソウシンスタートスヒ°ート" 

33600 bps 

送信が始まるまでに時間がかかるときは、回線 
状態が悪い可能性があります。く 33600 bps > 
から く 14400 bps >、 く 96日 0 bps >、 
< 7200 bps >、く 4800 bps >、< 2400 bps > 
の順にスピードを下げて、調整してください。 

6 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 
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心信機能ぞ制限する 

宛先に関する操作や送信時の機能を制限します。 


化絮魏 yj 能-を制暇杰る 

リダイヤル機能を制限すると、が前に指定した宛 
ホを ( — ) [リダイヤル/ポーズ]を押して呼び出 
すことができなくなります。リダイヤル機能を制 
限したいときは設定を< ON >にしてください。 
工場出巧時は< OFF >に設定されています。 

, @ [メニュー]を押します。 


2 [ィ ー ] または [+►] を押して<システム 

カンリセツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 


ニユ- 

11システムカン IJ セツテイ 

システム管理暗証香号が設定されている場合 
は、 ®〜® [テンキー]を使って番号を入力し 
たあと、 [0 K ] を押します。 

3 または [+►] を押してくソウシンキ 

ノウノセイゲン>を選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 


システムカジリセツテイ 
5 ソウシジキノウノセイケ’ン 


4 [- <—] または [+►] を押してくリダイヤル 

ノセイゲン>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ソウシンキノウノセイケ‘ン 
1 リタ’イ中ルノセイケ‘ン 


5 [^-]または [+►] を押してく ON >を選 
巧し、 [0 K ] を押します。 


リタ‘イトルノセイケ‘ソ 

ON 


6 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 

養に及^^る爱是廬巧篡巧!!:东る 

ファクス送信の宛先指定時に、ファクス番号を巧 
度入力させることができます。ファクス番号を2 
度入力することで、指定した宛先に誤りがないこ 
とを確認してから原稿を送信することができま 
す。この機能は、テンキーを使って送信先を指定 
した場合にのみ使用できます。 

工場出荷時は< OFF >に設定されています。 

, 感 [メニュー]を押します。 


2 [ィ ー ] または [+►] を押して<システム 

カンり セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 


タニユ- 

11システムカジリセツテイ 


システム管理暗証番号が設定されている場合 
は、 ®〜® [テンキー]を使ってま号を入力し 
たあと、 [0 K ] を押します。 



ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 











送信機能を制限する 


[ィ ー] または [+►] を押してくソウシンキ 
ノウノセイゲン>を選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 


システムカンリセツテイ 
5 、ノウシンキノウノセイケ‘ン 


[ィ —] または [+►] を押してくファクス 
N 0.カクニンニュウリヨク> を選択し、 [0 K ] 
を押します。 


ソウシンキノウノ t イケ’ン 
2 ファクス N0. カクニンニユウリヨク 


[4—]または [+►] を押してく ON >を選 
巧し、 [0 K ] を押します。 


ファクス N0. カクニンニユウリ3ク 

ON 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


3 


4 


5 


6 
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受信文書を用紙の両面にプリントすることで、用紙を節約することができます。 

工場出荷時は< OFF >に設定されています。 

@ メモ 

両面が刷の対応用紙サイズは < A 4> または < LTR > です。両面印刷をお使いになる場合は、< ヨウシサ 
イズ>を< A 4 > または< LTR >に設定してください。い用紙のサイズと種類を設定する： P .2-19) 


@ [メニュー]を巧します。 


2 [ィ ー] または [+►] を押して < ファクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ニュ- 

5 ファクスセツテイ 


3 [ィ ー ] または [+►] を押してくプリント 

セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 


ファクスセツテイ 
5 フ° IJ ジトセツテイ 


4 [ィ ー ] または [+►] を押してくリヨウメン 

キロク>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


フ‘リントセツテイ 
2 リ 3 ウタンキロク 


5 [ィ ー ] または [+►] を押してく ON >を選 

択し、 [0 K ] を押します。 


ソ 3 クインキ□ク 

ON 


6 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に房ります。 
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原稿を数ぺージに分けて受信した場合、ぺージ下部 8 mm が内に含まれるデータは、読みや 
すいように次のぺージの先頭に重複してプリントされます。また、縮小してプリントした 
り、用紙サイズからはみ出した部分を省峰してプリントしたりすることもできます。 

工場出荷時は< ON >に設定されています。 


® [メニュー]を押します。 


[ィ ー] または [+►] を押して<フアクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を巧します。 


ill 

5 

ファクスセツテイ 

[ィ ー] 

または [+►] を押して<プリント 

セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

ファク 

スセツテイ 

5 

フ‘リントセッティ 

[ィ ー] 

または [+►] を押してくガゾウ 

シュクショウ>を選択し、 [0 K ] を押します。 

フ•リ 

ントセツテイ 

1 

力’ソ"ウシユクシヨウ 


5 


[ィ —] または[+*^]を押して設定項 E 
択し、 [0 K ] を押します。 


ユク U ヨウ 


6 


• < ON > :受信した文書の長さに合わ- 
動的に縮小してプリントします。 

•く OFF > :縮小しないでプリントしまう 
-くガゾウショウリャク> :1ページ [ 
らない文書の末尾を最大24 mm まで省 i 
す。収まらない部分24 mm を超える場- 
省略されないで次のページにプリント; 
す。 

も [ストップ/リセット]を押して待5 
に戻ります。 


款書を縮那して印 


選 

を 

rm 


N 

〇 


0 

て 

ホ 


まま、ま 
又しまれ 
_。 IJ 咯合ざ 


面 

画 

受 
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3 


4 


5 


6 


相手先の発信元情報を、受信したファクスにプリントするかどうかを設定することができま 
す。 

工場出荷時は く OFF > に設定されています。 


@ [メニュー]を押します。 


[ィ ー] または [+►] を押してくファクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ニユ 

5 

ファクスセツ 

テイ 

[ィ ー] 

または [+■ 

-] を押して<ジユシン 

キノウ 

セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押し 

ます。 



フ7ク 

スセツテイ 


4 

シ"ユシジ 

キノウセツテイ 


[ィ —] または[+»^]を押してくアイテサキ 
ハツシンモトキロク>を選巧し、 [0 K ] を 
押します。 


シ‘ユシンキノウセツテイ 
4 アイテサキ A ツシンモトキロク 


[- <—] または [+►] を押してく ON >を選 
択し、 [0 K ] を押します。 


アイテサキ A ツシソモトキロク 


ON 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 
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トナーが残りかなくなった場合でも受信中の文書については印刷を継続することができま 
す。 

工場出荷時は く OFF >に設定されています。 

@タモ 

- <インジケイゾク>をく ON >に設定した場合、途中で印字が薄くなったり、かすれて読み取りができな 
かったりすることがあります。しかし/モリ内の受信データはプリントと同時に消えるため、再度、プリ 
ントすることができません。 

-トナーカートリツジ交換後はくインジケイゾク > をく日 FF >に戻しておくことをおすすめします。 


感 [メニユ ー] を押します。 f も [ストップ/リセット]を押して待受画面 

〇 に戻ります。 

[◄—] または [+►] を押してくファクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ニュ- 

5 ファクスセツテイ 


[ィ ー] または [+►] を押してくプリント 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ファクスセツテイ 
5 フ°リジ h セツテイ 


[ィ —] または[+*^]を押してくインジケイ 
ゾク>を選択し、 [0 K ] を押します。 


尸リントセツテイ 
3 インシ"ケイソ‘ク 


[- <—] または [+►] を押してく ON >を選 
巧し、 [0 K ] を押します。 


インシ"ケイソ‘ク 

ON 


^トナーが少なくなっているときにも受信した文書を印刷 



7 2 
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4 
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< ジユシンモード>が<ジドウ>に設定されている場合、外付け電話機の呼び出し音を鳴ら 
すようにするかどうかを設定します。この設定を< ON >にした場合、ファクス受信時は、 
呼び出し音でファクスを受信したことがわかるようになります。電話着信時は、外付け電話 
機が鳴っている間に受話器を取れば、相手と通話できます。 


工場出荷時は< ON >に設定されています。 
感 [メニュー]を巧します。 


2 


3 


4 


[ィ ー] または [+►] を押してくファクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


乂ニユ 

5 

ファクスセツ 

テイ 

[ィ ー] 

または [+► 

-] を押して<ジユシン 

キノウ 

セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押し 

ます。 



フ7ク 

スセツテイ 


4 

シ’ユシン 

キノウセツテイ 

[ィ ー] 

または [+► 

-] を押して<チャクシン 

ヨビダシ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 

シ‘ユ 

シンキノク 

セツテイ 

1 

チヤクシン 

ヨヒ’夕‘シ 


5 


[ィ —] または [+►] を押してく ON >を選 
巧し、 [0 K ] を押します。 


6 


チヤクシン 

3ヒ’夕"シ 

ON 

[ィ ー] または 

[+►] を巧して呼び出し音の 

回数を設定し、 

[ OK ] を押します。 

例） 

3ヒ’夕’シ 

カイスウ 

2カイ 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 
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^ 電話機からの操作でファクスを受信する（リモート受 



本製品には外付けの電話機を1台接続できます。 

外付けの電話機を接続している場合、通話中に電話機のダイヤルボタンを押してファクス受 
信用の ID 番号をダイヤルすると、その場でファクス受信動作に切り替えることができま 
す。この機能を使うと、その場でファクス受信操作することができます。 


[ィ ー] または [+►] を押して<リモート 
ジュシン>を選択し、 [0 K ] を押します。 


シ‘ユシン 

キノウセツテイ 

2 U モ 

ート シ ユ シン 

[ィ ー] また 

は [+►] を押して< ON >を選 

択し、 [ OK ] 

を押します。 

リモ-卜 

シ’ユシン 


ON 


®〜@ [テンキー]を使ってファクス受信 
用の ID 番号 （0 〜9の数字による2巧の組み 
合わせ）を入力し、 [ OK ] を押します。 


例） 



ID 番号の巧期値は25です。 ID 番号を変更し 
ない場合は、何も入力しないでにのを押 
してください。 


工場出荷時の設定はが下のとおりです。 
•<リモートジユシン>: ON 
•<リモートジユシン ID >:25 

リ重矿卜受信機能夸 i 旨効にする 

が下の手順に従ってリモート受信機能をち効にし 
ます。 


2 


® [メニュー]を巧します。 


[ィ ー] または [+►] を押して<フアクス 
セツテイ>を選択し、 [ OK ] を押します。 


3 


ill 

5 

ファクスセツ 

テイ 

[ィ ー] 

または [+► 

-] を巧して<ジユシン 

キノウ 

セツテイ>を選巧し、 [ OK ] を押し 

ます。 



フ 7 ク 

スセツテイ 


4 

シ’ 1 シン 

キノウセツテイ 


4 


5 


6 
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も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


電話機からの操作でファクスを受信する（リモート受信) 


■ムをも受信を使って文書を受信する 

が下の手順に従ってリモート受信機能を使って 
ファクスを受信します。 

@ メモ 

リモート受信を使ってファクスを受信する場合は、が下 
を確認してください。 

-本製品に外付け電話機が接続されている。 

. 外付け電話機の回線設をがプッシュ回線になっている。 

7 着信があったら、外付け電話機の受話器を取 
ります。 

2 「ピー」という音が聞こえたら、 ®〜® [テ 

ンキー]を使って2巧のリモート受信 ID を 
入力し、受信を開始します。 

話し声が聞こえた場合は、通話を始めてくださ 

い。 

分 受信が完了したら、受話器を置きます。 
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受信した文書をすべてメモリに保をしてからプリントするか、受信と同時に各ぺージをプリ 
ントするかを選択できます。 

工場出荷時は< メモリジュシン > に設をされています。 

感 [メニュー]を押します。 


[ィ ー] または [+►] を押して<フアクス 
セツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


ィニュ - 

5 ファクスセツテイ 


[ィ ー] または [+►] を押してくジユシン 
キノウセツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 


ファクスセツテイ 

4 シ’ュシンキノウセツテイ 


[ィ —] または [+►] を押してく ジユ シン 
プリント>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


シ‘ユシンキノウセツテイ 
3 シ"ユシジフ° y ント 


[◄—] または [+►] を押してプリントち法 
を選択し、 [0 K ] を押します。 


シ•ユシンフ° y ント 

モ U シ’ユシン 

-くメモリジュシン>:受信した文書をすべて 
メモリに保存してからプリントします。 

-くプリントジュシン>:受信と同時に各ペー 
ジをプリントします。 

も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


t --: T- 一 

殿—書 W 




7 2 


3 4 5 

ファクス機能を使う (SF43sodn/SF4370dn/SF4350d のみ ) 
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2 


3 


4 


5 


6 


相手先がファクス番号（電話番号）を通知せずにファクスを送信してきた場合、その受信を 
拒否することができます。ダイレクトメール ( DM ) の受信を制限したいときなどに使用す 
ることをお勧めします。受信拒否したいときは設定を< ON >にしてください。 

工場出荷時は< OFF >に設をされています。 


运）[メニュー]を押します。 


[ィ ー] または [+►] を押して<ファクス 
セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押します。 


クスセツテイ 


[ィ ー] または [+►] を押して<ジユシン 
キノウセツテイ>を選択し、 [0 K ] を押し 
ます。 


ファクスセツテイ 

4 シ’ユシン 

キノウセッテイ 

[ィ ー] または [+► 

-] を押してく DM セイゲ 

ン>を選択し、 [0 K ] 

を押します。 

シ’ユシンキノウ 

セッティ 

5 D M セイケ • 

ソ 

[ィ ー] または [+► 

>] を押してく ON >を選 

択し、 [0 K ] を押します。 

DM セイケ’ン 

ON 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


相手4願於不明噫すでクスを受信拒否する厂一 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 
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回線の状態が悪く、受信が始まるまでに時間がかかるときは、受信開始スピードを変更する 
ことができます。 

工場出荷時は< 33600 bps >に設をされています。 


感 [メニ:!一]を押します。 


2 [ィ —] または [+►] を巧して < システム 

カンり セツテイ>を選巧し、 [ OK ] を押し 
ます。 


ィニュ - 

11システムカンりセツテイ 

システム管埋暗証番号が設定されている場合は、 
思)〜感）[テンキー]を使って番号を入力したあ 
と、 [ OK ] を押します。 

3 [- <-] または [+►] を押してくツウシン 

カンリセッティ>を選択し、 [ OK ] を押しま 
す。 


システムカンリセッティ 
4 ヴゥシンカンソ t ツテイ 


4 [ィ ー] または [+►] を押してくジユシン 

スタートスピー ド>を選択し、 [ OK ] を押 
します。 


ヴウシンカンリセッテイ 
2 シ"ュシンスタートスヒ°-卜 


5 [ィ ー] または [+►] を押して目的のスピー 

ドを選巧し、 [ OK ] を押します。 


シ ユ シン スタート スヒ ート 

33600 bps 

受信が始まるまでに時間がかかるときは、回線状 
態が悪い可能性があります。< 33600 bps >から 
く 14400 bps >、 <%00 bps >、 く 7200 bps >、 
< 4800 bps >、く 2400 bps >の順にスピードを 
下げて、調整してください。 

6 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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受信した文書は通常すぐにプリントされますが、が下の手順に従って<メモリジュシン 
セッテイ>を< ON >にすると、プリントしないでいったんメモリに保巧しておくことがで 
きます。保ちした文書まし、つでも好きなときにプリントしたり、不要な場合は消ちして使用 
する用紙を節約することができます。 

工場出荷時は< OFF >に設定されています。 


® [メニュー]を巧します。 


[ィ —] または [+►] を押して<システム 
カンリセツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 


システム管巧暗証番号が設定されている場合 
は、 ®〜 度）[テンキー]を使って香号を入力し 
たあと、 [0 K ] を巧します。 

[ィ ー] または [+►] を押して<ツウシン 
カンリセッティ>を 選 巧し、 [0 K ] を押しま 
す。 


[ィ ー] または [+►] を押して<メモリジユ 
シンセツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押しま 
す。 


メモリ受信の暗証香号が設定されている場合 
は、 ®〜® [テンキー]を使って香号を入力し 
たあと、[〇のを巧します。 


5 


6 


[ィ ー] または [+►] を押してく ON > を選 
巧し、 [0 K ] を押します。 


X モ U シ‘ 

ユシンセツテイ 

ON 

[ィ ー] または [+►] を押して < パスワー 

ド>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


メモ U シ‘ 

ユシンセツテイ 


1 A ° 

ス 7 -卜* 



暗証番号を設定または変更する場合は、 
®〜® [テンキー]を使って番号（最大 7 
巧）を入力したあと、 [0 K ] を押します。 


例） 


A ° スヮ-卜’ 

12 3 4 5 6 7 


暗証番号を設定すると、^モリ受信の設定巧 
容を変更するときや;^モリ受信を解除すると 
きに設定した番号を入力する必要があります。 
暗証香号を設定しない場合は、何も入力しな 
いで [0 K ] を押してください。 


ヴウシンカジリセツテイ 
3 ；(モリシ"；！シンセツテイ 


ニユ- 

11システムカソリセツテイ 


システムカジリセツテイ 
4 ヴウシジカン y セツテイ 


V 受信した文書をプリントしなし、でメモリに保巧する（メ 



ファクス機能を使う (SF43sodn/SF4370dn/SF4350d のみ ) 


> 
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7 2 


3 


4 














受信した文書をプリントしないでメモリに保存する（メモリ受信) 


8 [ィ —] または [+►] を押してくジカンシ 

テイ>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


乂モリシ’1シンセツテイ 
2 シ"カンシテイ 


メモリ受信の開始時刻と終了時刻を指定できま 
す。開始時刻になると自動的にメモリ受信に切 
り替わり、終了時刻になると解除されます。時 
刻を指定しない場合は、手順12に進んでくださ 

い。 

9 [ィ —] または [+►] を押してく ON >を選 

巧し、 [0 K ] を押します。 


シ’カンシテイ 

ON 


W ®〜® [テンキー]を使って開始時刻 （24 
時間制）を入力し、 [ OK ] を押します。 

例） 

カイシシ"コク 

0 0:00 


n ®〜® [テンキー]を使って終了時刻 （24 
時間制）を入力し、 [ OK ] を押します。 

例） 

シュウり 3 ウシ‘コク 

0 0:00 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
\ A に戻ります。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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感 [メニュー]を押します。 


2 [ィ —] または [+►] を押してくシステム 

カンリセツテイ>を選択し、 [0 K ] を押し 
ます。 


ニユ- 

11システムカン IJ セツテイ 

システム管理暗証番号が設定されている場合は、 
®〜® [テンキー]を使って番号を入力したあ 
と、 [0 K ] を押します。 

3 [ィ ー] または [+►] を押してくツウシン 

カンリセッティ>を選巧し、 [0 K ] を押しま 
す。 


システムカジリセツテイ 
4 ヴゥシンカンソセツテイ 


4 [ィ —] または [+►] を押してくメモリジユ 

シンセツテイ>を選巧し、 [0 K ] を押しま 
す。 


ヴウシンカジリセツテイ 
3 タモリシ"；！シンセツテイ 


メモリ受信の暗証番号が設定されている場合 
は、 ®〜® [テンキー]を使って番号を入力し 
たあと、 [0 K ] を押します。 


5 [ィー ] または [+►] を押してく OFF >を 
選択し、 [0 K ] を押します。 


X モ U シ‘ュシンセツテイ 

OFF 


^モリ受信機能が解除され、保をされている文 
書がプリントされます。 

6 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 
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メモリに保存されている文書を宛先を指定して送信します。 


〇 [ジョブキャンセル/状況確認]を繰り返 
し押して<ツウシンジョウキョウ>を選択 
し、 [0 K ] を押します。 


ツウシンシ"ヨウキヨウ 


[ィ —] または [+ ►] を押して転送す るジヨ 
ブを選択し、 [0 K ] を押します。 


例） 


0 01 

モリシ‘ユシン 

12 3 X 

X X X X X 

[ィ ー] ま 

たは [+►] を押してくテンソウ> 

を選択し、 

[ OK ] を押します。 

0 01 


テンソウ 



転送巧を指定します。 

宛先はワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤル 
を使って指定します。 

ワンタッチダイヤルの宛先を指定する場合は、 
ワンタッチダイヤルキーを押し、 [0 K ] を押し 
ます。短縮ダイヤルの宛先を指定する場合は、 

( ) [短縮ダイヤル]を押したあと2巧の登 

録先番号を入力し、 [0 K ] を押します。 


矮メモ 

宛先はあらかじめ宛お表に登録しておく/必要が 
あります。宛先表に宛先を登録する 
( MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ）： P .3-1) 


@ [スタート]を押します。 


7 


2 


3 4 

ファクス機能を使う (SF43sodn/SF4370dn/SF4350d のみ ) 
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操作す斬 


メモリにあるフアクス文書の状況を確認したり操作することができます。 


送信义書を確認/消去する 

送信中または送信待機中になっているファクス文 
書の詳細情報を確認できます。不要な文書があれ 
ば消去することもできます。 

7 0 [ジョブキャンセル/状況確認]を繰り返 

し押して<ツウシンジョウキョウ>または 
<ジョブノチュウシ>を選巧し、 [0 K ] を 
押します。 


ヴウシン 


クキヨウ 


2 


くジョブノ チュウシ>を選択した場合は、 
[4—]または [+►] を巧してくソウシン/ジュ 
シン>を選択し、 [0 K ] を押します。 

[ィ —] または [+ ►] を押してメモリ内にあ 
る送信ジョブを確認します。 


例） 


0 01タモリソウシン 
031 XXXXXX 


文書を消去する場合は、こ欠の手順に進んでくだ 
さい。消去しない場合は、參[ストップ/リ 
セット]を押して待受画面に戻ります。 


3 


4 


5 


6 


[◄-] または [+►] を押して消去するジヨ 
ブを選巧し、 [ OK ] を押します。 

例） 


0 01イモリソウシン 
031 XXXXXX 



[ィ ー] または [+►] を押してくチュウシ> 
を選巧し、 [ OK ] を押します。 


0 0 2 
チュウシ 


手順1で<ジヨブノチュウシ>を選択した場 
合、本操作手順は不要です。こ欠の手順に進んで 
ください。 

[ィ —] を押してくハイ>を選がします。 


チュウシシ7スカ？ 


< A ィ 

イイ I > 


消去操作を中止する場合は、を押して<イ 
イエ > を選択します。 

も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


ファクス機能を使ぅ (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 
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メモリにあるフアクス文書を確認/操作する 


受信文•書を確認/消去する 

メモリに保をされているファクス文書の詳細情報 
を確認できます。不要な文書があれば消ちするこ 
ともできます。また、メモリに保存されている文 
書については、宛先を指定して送信することがで 
をます。 

7 0 [ジョブキャンセル/状況確認]を繰り返 

し押して<ツウシンジョウキョウ>または 
<ジョブノチュウシ>を選巧し、 [0 K ] を 
押します。 


2 


3 


くジョブノ チュウシ>を選択した場合は、 
[4—]または [+►] を押してくソウシン/ジュ 
シン>を選択し、 [0 K ] を押します。 

[4—]または [+►] を押してメモリ内にあ 
る受信ジョブを確認します。 


例） 


0 01;(モリシュシン 
031 XXXXXX 


文書を消去する場合は、こ欠の手順に進んでくだ 
さい。消去しない場合は、を[ストップ/リ 
セット]を押して待受画面に戻ります。 

[ィ —] または [+►] を押して消去す るジョ 
ブを選巧し、 [0 K ] を押します。 


例） 


0 0 2 モリシユシン 
123 XXXXXX 


4 


[ィ —] または [+►] を押してくチュウシ> 
を選巧し、 [ OK ] を押します。 


手順]で<ジョブノチュウシ>を選択した場 
合、本操作手順は不要です。次の手順に進んで 
ください。 


5 


6 


[◄—] を押してくハイ>を選がします。 


消去操作を中止する場合は、[+ ►] を押して<イ 
イエ > を選択します。 

も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


墓疆置 it 追を臺袋屢霉藍 

送受信済み文書の履歴情報を確認できます。 

7 0 [ジョブキャンセル/状況確認]を繰り返 

し押してくツウシンリレキ>を選巧し、 [0 K ] 
を押します。 


2 


[+ ►] を押して送受信履歴を 


表巧します。 

例） 


ツウシンりレキ 


チュウシシ 7 スカ？ 


< ，、ィ 

イイ I > 


0 0 2 
チュウシ 


ツウシンシ"ヨウキヨウ 


メモ 

くテンソウ>を選択すると、文書を別の宛先 
へ転送できます。詳細につぃては、 「 y モリ 
にあるファクス受信文書を別の宛おへ転送す 
る」い P .5-48) を参照してくださぃ。 


ファクス機能を使う (MF43sodn/MF4370dn/MF43sd のみ ) 


X K 
To 
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メモリにあるファクス文書を確認/操作する 


3 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


S 


ファクス機能を使ぅ (MF43 き dn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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ファクス機能を使ぅ (MF43 き dn/MF4370dn/MF4350d のみ ) 
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プリントる 



コン ピュ ータ から印刷する方法を説巧しています。 


こんなことげでをます（プリント編） .6-2 

プリンタドライ/、'をインストールする .6-4 

つンピュータからプリントする .6-5 

化大/縮小して EP 刷する .6-7 

お数ぺージを1枚の用紙に印刷する .6-9 

雨面 EP 刷を巧う .6-10 

プリントジョブを確認/削除する .6-11 














両面印刷、ソート印刷、また、拡大/縮小印刷ができます。 

コンピュータから印刷する 
(ネットワーク接続/ USB 接続） 

e - マニュアル 

■「プリントする」「コンピュータからプリントする」を参照 


プリンタドライバ 


gg 



さまざまな印刷機能（コンピュータからプリントする) 


拡大/縮小印刷 

原稿 


(P.6-7) 


m 



両面巧刷 ( P 6-10) 

片面の原稿から両面に印刷する 

原稿（片面2枚） 巧刷結果（両面1枚） 






コンピュ—夕からプリントする 


© 






























































こんなことができます（プリント編) 


さまざまな印刷機能（コンピュータからプリントする) 

複数ページを1枚の用紙に印刷する (P.6-9) 

印刷結果 


2 in 1 

原稿 






: iii 1 



:§§1| 


巧 

11!! 


巧 

:§§1 1 


み 

崖 1 


み 


4 ini 


原稿 


印刷結果 
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0 


Sti 

固円 


e- マニュアル 


製本印刷 -「プリントする J 「製本印刷を行う J 


□ 


国 


0 





盛 

iir ジ **1 


メ f 

2 in K 両面印刷、ソートなどの機能は組み合わせて使用できます。 


n ンピュ—夕からプリントする 
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E 口刷するにはプリンタドライバをインストールする必要があります。 

USB 接続でプリンタドライバをインストールする場合は、スタートアップガイド「コン 
ピュータでのソフトウェア設定」 「 USB 接続」または e - マニュアル「本機の設置、設定」 

「 USB 接続」を参照してください。 

ネットワーク接続でプリンタドライバをインストールする場合は、スタートアップガイド 
「コンピュータでのソフトウェア設定」「ネットワーク接続 （ MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ)」 

または e - マニュアル「本機の設置、設を」「ネットワーク接続 （ MF 4380 dn / MF 4370 dn の 
み)」を参照してください。 

♦ I プリンタドライバ 

アプリケーシヨンソフトウェアから印刷するときに必要です。アプリケーシヨンソフトウェアの印刷データ 
をプリンタ用のデータに変換して、プリンタへ送ります。 

プリンタドライバは、巧刷データの処理を コン ピュータとプリンタで負荷分散することによって、最適なま 
度で出力することを可能にします。従来よりも高までを定した印刷ができるほか、少ないメモリでの動作を 
実現します。印刷データの変換な外にも、印刷データをスプールする機能や印刷条件を設定する機能を持っ 
ており、あ大/縮小やとじしろ調整など、さまざまな印刷の仕上がりを設定することができます。本ソフト 
ウェアは付属の CD-ROM に収録されています。 


n ンピュ—夕からプリントする 


© 





ここではコンピュータからプリントする手順を説明しています。 

コンピュータにプリンタドライバがインストールされていることを確認してください。確認 
ち法は、スタートアップガイド「コンピュータでのソフトウェア設定」を参照してくださ 
し、。プリンタドライバの設をについては、オンラインヘルプを参照してください。 

嫁メモ 

•印!刷の手順は、アプリケーションソフトウェアによってまなります。詳しくは、各アプリケーションソフ 
トウェアに付属の取扱説明書を参照してください。 

-お使いの 0 S や機種によって画面が異なることがあります。 


2 


アプリケーシヨンソフトウェアを起動して、 
印刷する原稿を開きます。 

メニューから[印刷]を選巧します。 


Iファイルの漏実を）ま巧炒ヘルブな) 
巧規(が Ctrl+N 

胡く (が... ひか0 

上まき巧巧を） ひか S 

るおを巧けてな巧化)… 






i bus I nesses and 
: apture, store, and 
Canon products 
and-white copiers, 


T 3 i 


プリンタドライバの画面が表示されます。 


3 


4 


お使いのプリンタを選巧したあと、[ページ設 
定]をクリックします。 


ィ4-っ旋):_1 


固 

で;ン$の iBl 

l!l れ ViWBin 


巧! R : «i 定7 

巧巧' 

山ント 

厂つホカの 

ス)ンホ(曲. 


，ペー;- 

P すべてが 

苗巧の |i ~ 3 

户 —- ろ巧是巧1 1 

广费里垃 t- 却 ffl© 


证1屈]团 


[ 郎，がしか： H 化」—航<£>」 


プリンタドライバの画面の各ページで印刷の 
設定をします。 


メモ 

プリンタドライバ画面を表示する手順は、お 
使いのアプリケーシヨンソフトウエアによつ 
て異なります。 




ffity.txt -プモ巧 


コンピュ—夕からプリントする 


> 
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コンピュータからプリントする 


5 


[印刷]をクリックします。 



印刷が開始されます。 

印刷をキャンセルしたぃ場合は、「プリントジョ 
ブを確認/削除する」い P .6-11) を参照してく 
ださぃ。 







































< 掘み/縮がして印刷ず^ 


A 4 サイズの原稿を B 5 サイズの用紙に縮小して印刷したり、 B 5 サイズの原稿を A 4 サイズ 
の用紙に拡大して印刷することができます。出カサイズを指定して、自動的に倍率を決ます 
るち法と、任意に倍率を指定する方法があります。 

@ メモ 

-選択した巧紙サイズやお使いのプリンタの機種によっては、あ大/縮小印刷を設定できない場合がありま 
す。 

-お使いのプリンタの機種によっては、選択した用紙サイズに最適な拡大/縮小巧刷を設定できないことが 
あります。 

. アプリケーションソフトウェアで拡大/縮小前刷が設定できるときは、アプリケーションソフトウェア側 
で設定してください。 

-お使いの 0 S や機種によって画面が異なることがあります。 


[ぺージ設定]タブをクリックします。 



プリンタドライバの画面の表示ちまについては、 
「コンピュータからプリントする」い P .6-5) を 
参照してください。 
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[原稿サイズ]から原稿サイズを選がします。 












































































拡大/縮小して巧刷する 


[出力用紙サイズ]から実際に印刷する用紙サ 
イズを選がします。 



選択した原稿サイズと 出力 用紙サイズにより、 
拡大/縮小の倍率が自動的に設定されます。 

任意の倍率で拡大/縮小したい場合は、[倍率 
を指定する]に チェックマークを 付けて、[倍 
率]で拡大/縮小の倍率を指定します。 



@ メモ 

規定の範囲 （25 〇/〇〜200 〇/〇)に入らない拡 
大/縮小を設定したときは、設定されている 
出力巧紙に等倍（100%)で印刷されます。 


[印刷]または [ OK ] をクリックします。 
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4 


5 


n ンピュ—夕からプリントする 
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枚⑩用紙恆印刷す濟 


連続した複数のぺージを用紙1枚に縮小して印刷します。用紙1枚に2、4、6、8、9、16 
ページ分の原稿を配置することができます。数枚の原稿が1枚にまとまることで、見やす 
い資料が作れます。また、印刷用紙も節約でき、保管時の省スぺース化にも役立ちます。 


メモ 

-本機能をお使いの場合は、任意の倍率で拡大/縮小することはできません。 

-アプリケーションソフトウエアによっては、部単位で印刷する機能がありますが、本機能と同時に使巧し 
ないでください。正しく印刷できない場合があります。 

-お使いの 0 S や機種によって画面が異なることがあります。 



[ページ設定]タブをクリックします。 



プリンタドライバの画面の表示ちまについては、 
「コンピュータからプリントする」い P .6-5) を 
参照してください。 


2 [ページレイアウト]から [ N ページ/枚]を 
選択します。 



3 阳己置順]でぺージを酌置する順序を選がしま 

す。 


4 



[E 口刷]または [0 K ] をクリックします。 


メモ 

[2 ページ/枚]が外にも、 [4 ページ/枚]、 
[6 ページ/枚]、 [8 ページ/枚]、 [9 ページ 
/枚]、または [16 ページ/枚]を選択でき 
ます。[ポスター （2 X 2)]、 [ポスター （3 
X 3)]、 または[ポスター （4 X 4)] を選択 
した場合、複数枚の巧紙で構成されたポス 
ターを印刷することができます。 
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用紙の表と裏にプリントします。たくさんのぺージをプリントするとき、用紙の表/裏を使 
えば、用紙の消費を半分に節約できます。 

@ メモ 

お使いの 0 S や機種によって画面が異なることがあります。 


アプリケーシヨンソフトウェアを起動して、 
印刷する原稿を開きます。 

メニューから[印刷]を選択します。 


Iファイルのお実のます (Q) ヘルフ化） 



Ctrl+N 

聞く㈱.. 

ひか0 

上まきは巧の 

ひか S 

をおを巧けて娜か.' 


/^一'，3府'1〇 


夕巧!のが了が 


businesses and 
: apture, store, and 
Canon products 
and-white copiers ， 
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お使いのプリンタを選択したあと、[仕上げ] 
タブをクリックします。 


4 


5 


6 


[印!刷方法]で[両面印刷]を選がしま1 




ページ技是け上げ lEnei 是ちI 

お田こか J©; | づ £) 4换巧 -]c^l S[| 化刀方 ;' ち M ' 厂夕印曲 



化上I巧な!ち).I 


[とじ方向]を指定します。 


f ページほち化上げ |E 巧ほ fl] 

I お田か J の： I の巧 '^ 1潭|£づ 化刀ぶ主皆 「*印曲 



理用 &) 」 


[印刷]または [0 K ] をクリックします 





ち批じは) 


巧設 M - 巧很 


吊耐刷 


〇 

r 




2 
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n ンピュ—夕からプリントする 


(^- 10 ^ 




































































































プリントジョブの状況を確認したり、プリントの開始前に削除したりできます。 

嫁メモ 

実行//モリランプが点灯または点滅していることを確認してください。実行//モリランプが消灯してい 
る場含は、プリントのジョブ状況の/モリ内にジョブはありません。 


〇 [ジョブキャンセル/状況確認]を繰り 
返し押してくプリントジョウキョウ>また 
はくジョブノチュウシ>を選択し、 [0 K ] 
を押します。 


フ‘リントシ’ヨウキヨウ 


くジョブノチュウシ>を選択した場合は、 [◄- 
] または [+►] を押して< プリント >を選択 
し、 [0 K ] を押します。 

2 [ィ ー ] または [+►] を押してメモリ内にあ 

るプリントジョブを確認します。 


例） 


0 0 01 

18 

: 3 0 

File 

t X 

t 


ジョブを削除する場合は次の手順に進んでくだ 
さい。削除しない場合は使[ストップ/リセッ 
卜]を押して待受画面に戻ります。 


3 [ィ —] または [+»^]を押して削除す るジヨ 

ブを選巧し、 [0 K ] を押します。 


例） 


0 0 0 2 

18:45 

Note 

t X t 


4 [ィ ー ] または [+►] を押してくチュウシ> 

を選巧し、 [0 K ] を押します。 


0 0 0 2 
チュウシ 


手順1で<ジョブノチュウシ>を選択した場 
合、本操作手順は不要です。次の手順に進んで 
ください。 

[ィ —] を押してくハイ>を選巧します。 


フ°リントヲチュウシシ7スカ？ 

< A ィ イイェ> 


削除操作を中止する場合は、 [+►] を押して 
<イイエ> を選択します。 

6 も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 


n ンピユ—夕からプリントする 
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n ンピュ—夕からプリントする 


顯ン機能 


スキヤン機能の使いかたについて説巧しています。 


こんなことげでをます（スキヤン編） .7-2 

お使いになる前に（スキャン編） .7-3 

USB 経由で原稿をスキャンする場合 .7-3 

ネットワーク経由で原稿をスキャンする場合 ........7-3 

スキャンの基本的な操作方法 .7-4 

USB 経由で原稿をスキヤンする .7-4 

ネットワーク経由で原稿をスキャンする 

( MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ） .7-4 

USB 経由でスキヤン中のジョブを中止する .7-5 


Chapter 












V. 


^ こんをことがで奪^!;^ 


読み込んだ原稿を画像データに変換し、 USB ケーブルで接続されたお使いのコンピユータ 
に保存することができます。また、ネットワーク上にあるコンピユータから操作して原稿を 
読み込ませることもできます。 

* MF 4350 d / MF 4330 d / D 450 では、ネットワーク経由で原稿を読み込ませることはできません。 


原稿 




スキャンした画像を 
USB 接続されたお使いの 
コン ピュ ータにな存 

e- マニュアル 

•「スキャンする」「基本的なスキャンちま- 
USB 経由で原稿をスキャンする」を参照 

スキャンした画像を 
ネットワーク上の 
コン ピュータに 保存 

e- マニュアル 

•「スキャンする」「基本的なスキャン方法- 
ネットワーク経由で原稿をスキャンする」を参照 


^ Color Network ScanGear のさまざまな設定 

ネットワークに接続されたコンピュータからのスキャンには 、 Color Network 

ScanGear を使用します 。 Color Network ScanGear にはが下の設定が行えます。 

基本的な設ま 

画像処理設定 

-カラーモート 

国濃度 

-解像度 

-画像の色を反転 

-原稿サイズ 

"水平（左ち）反転 


"回転 


"明るさ 


-コントラスト 


"ガンマ 


スキャン機能を使ぅ 


© 












r 店使 ~~ n 

スキャン機能をお使いになる前に作業の必要な項目について説明します。 

はじめに从下の作業を行ってくださし、。 

USB 経由で原稿をる ホャ ンする場合 

参 USB スキャナドライバ 

USB スキヤナドライバをインストールします。（ースタートアップガイド「コンピュータでのソフトウェア 
設定」 「 USB 接続」） 

ネットワーク経由で原稿を スキャン する場を 

参ネットワーク設定 

ネットワーク関連の設定をします。ネットワーク環境上での通信が巧能となります。（一 e - マニュアル 
「ネットワーク設定」「基本的なネットワーク設定」） 

♦Color Network ScanGear 

Color Network ScanGear スキヤナドライパをインストールします。（ースタートアップガイド「コンピュー 
夕でのソフトウェア設定」 「ネットワーク接続 （ MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ)」） 


スキヤン機能を使ぅ 


© 







スキャンの 基本的な操作ち法に ついて 説明します。 


本製品の操作パネルを使って原稿を読み込み、読 
み込んだデータを USB 経由でコンピュータに取り 
込むことができます。ここでは基本的な操作の流 
れを概説します。 

メ t 

-スキャンする前に、本製品とお使いのコンピュータが 
USB ケーブルで接続されていることと、スキャナドラ 
イバがコンピュータにインストールされていることを 
確認してください。 

- ADF を使っての読み込みは、鮮明な画像が得られない 
ことがありますので、よりよい品質でスキャンするた 
めには、原稿を原稿台ガラスに置いて読み込むことを 
おすすめします。 

原稿をセットします。 



2 


巨をを^を繰り返し押して< USB スキヤン 
モード> を選がします。 


MF 4350 d / MF 4330 d / D 450 の場合は、1^?^ [ス 
キャン]を押して<スキャンモード>を表示さ 
せます。 


3 


@ [スタート]を押します。 

•使用するプログラムをたずねてきたら 、 「MF 
ToolboxVer 4.9 j を選択してください。設定に 
従って原稿が読み込まれます。 

•読み込みが終了したら、[マイドキュメント] 
内の[マイピクチャ]フォルダに読み込んだ 
日付のフォルダが作成され、読み込まれた原 
稿が保存されます 。 (Windows Vista /7 では、 
[ピクチャ]フォルダに保をされます。） 


る 撫據巧忽鏡ま療愿攝轰みおが論を 
るな < M もお る9 ♦か傲滅もか戚お k 

Color NetworkScanGear を使って原稿をスキャン 
します。ネットワーク上にあるコンピュータから 
スキャン操作したデータは、お使いのコンピュー 
夕に保をされます。 ここでは基本的な操作の流れ 
を概説します。 

@ メモ 

• Color Network ScanGear をインストールしてから一度 
も Color Network ScanGear ドライバを起動していない 
場合は、使用するネットワークスキャナを ScanGear 
Tool で選択しておく必要があります。詳細について 
は、 e - マニュアル 「スキャンする」「使巧するネット 
ワークスキャナを選択する（ネットワークスキャン)」 
を参照してください。 

- ADF を使っての読み込みは、鮮明な画像が得られない 
ことがありますので、よりよい品質でスキャンするた 
めには、原稿を原稿台ガラスに置いて読み込むことを 
おすすめします。 

-受信したファクスのプリントとネットワークスキャン 
は同時に実行できません。同時に実行しようとした場 
合、それぞれの原稿は状況に応じてが下のよラに処理 
されます。 

-ファクスの受信中にスキャンしようとした場合や、 
スキャン中にファクスを受信した場合、スキャンが 
完了してからプリントが開始されます。 

-プリント中にスキャンしようとした場合、スキャン 
は実行されません。プリントが完了してから、再度 
スキャンの操作をしてください。 


スキャン機能を使ぅ 
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スキヤンの基本的な操作方法 


P 〔ファクス送信とネットワークスキャンは同時に実行 
できません。同時に実行しようとした場合、それぞれ 
の原稿は状況に応じてな下のよラに処理されます。 
-ネットワークスキャン中に P 〔ファクス送信しようと 
した場合、スキャンが完了してから送信が開始され 
ます。 

- PC ファクス送信中にネットワークスキャンをしよう 
とした場合、スキャンは実行されません。送信が完 
了してから、再度スキャンの操作をしてください。 
プリントとネットワークスキャンは同時に実巧できま 
せん。同時に実行しよラとした場合、それぞれの原稿 
は状況に応じてが下のように処理されます。 

-ネットワークスキャン中にプリントしようとした場 
合、スキャンが完了してからプリントが開始されま 
す。エラーが発生した場合でも、スキャンが完了す 
るとプリントが自動的に開始されます。 

-プリント中にネットワークスキャンをしよラとした 
場合、スキャンは実行されません。プリントが完了 
してから、再度スキャンの操作をしてください。 

r コンピュータで、 TWAIN 対応アプリケーシヨ 
ンソフトウエアから Color NetworkScanGear 
を起動します。 


2 


本製品に原稿をセットします。 



@ メモ 

原稿のセツトのモ法によって 、 Color Network ScanGear 
で設定する項目がまなります。原稿を原稿台にセットし 
た場合は e - マニュアル 「原稿台からスキャンする（ネッ 
トワークスキャン）」を参照してください。原稿を ADF 
にセットした場合は e - マニュアル 「 ADF からスキャンす 
る（ネットワークスキヤン）」を参照してください。 
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本製品の操作パネルの巨互三^ [スキャン]を 
繰り返し押してくネットワークスキャン 
モード > を選がします。 


4 


5 


コンヒュータで、 Color Network ScanGear の 
画面の[メイン]、[オプション]、[スキャン 
情報]ページを使ってスキャン条件を設定し 
ます。 

各ページの設定内容については、各ページのへ 
ルプを参照してください。 

コンピュータで、 Color Network ScanGear の 
画面の[スキャン]をクリックします。 

スキャンが開始されます。スキャンが終了する 
と 、 〔olor Network ScanGear の画面が閉じ、ス 
キャンした画像がアプリケーションソフトウェ 
アに転送されます。スキャン中は、スキャンの 
進み具合を示すダイアログボックスが表示され 
ます。スキャンを中止する場合は、ダイアログ 
ボックスの[キャンセル]をクリックしてくだ 
さい。 


y 城凝あ态家漆みぁ為患み薇!^を丈史ぶ 

撼 

USB 経由でスキャン中のジョブを中止します。 

« を[ストップ/リセット]を巧します。 
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コンピュータ上の画面で [0K] を押します。 


スキャン機能を使ぅ 
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.'スキャン機能を使ぅ 
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トワーク設定 

(MF4380dn/MF4370dn のみ ) 


本製品がネットワークを通して使用できる機能、その機能を使用するにあたってが要な設定と設定の流れについて 
説明しています。 


ネットワーク設をの流れ .8-2 

ネットワークとは .8-3 

こんなことげでをます（ネットワーク編） .8-4 




ネットワ—ク設定 ( MF 43 き dn / MF 4370 dn のみ) 







ネットワークの各機能を使うには、いくつかの設定が必要となります。 
が下を参考に設定完了までの流れを確認してください。 

したいこと 




ネットワ—ク設定 ( MF 43 き dn / MF 4370 dn のみ) 
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コン ピュータの世界では、 コン ピュータどうしが網の目のようにつながり、相互に通信して 
いる状態をネットワークといいます。本製品では LAN を使用します。 LAN とは " Local Area 
Network " の峰で、限られた範囲内（例えば会社の中）で使用されるネットワークのことを 
いいます。 

本製品のネットワーク構成例 



使用でをる機能： 

-ネットワークスキヤン 
-リモート UI 
-ネットワークプリント 
■ PC ファクス 


ネットワ—ク設定 ( MF 43 sodn / MF 43 sdn のみ) 
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跳な堅と 


ネットワークの機能を使うことでが下のようなことができます。 



ネツトワーク PC ファクス 


コンピュータからデータを本機に送信し、本機 
からファクスを送信できます。 


e - 7ニユノフノレ 

• rPC ファクスを使う （ MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ)」「基本 
的なファクス送信ち法 （ PC ファクス)」を参照 


リモート UI 


ネットワークを通してコンピュータから本製品の 
各種設定/登録ができます。 


e - マニユノ，ノレ 

-「コンピュータからの設定 （ MF 4380 dn / MF 437 加 n のみ)」 
「リモート川を使うには」を参照 


ネツトワ-ク設定 ( MF 43 き dn / MRB 70 dn のみ) 


© 








こんなことかできます（リモート UI 編) 
□グインに つし、て . 


コンピュータから 

の設定 (MF4380dn/ 
MF4370dn のみ） 


Chapter 



ネットワーク上のコンピュータから本製品を簡単に管理できます。 


n ンピュ—夕からの設定 ( MF 43 sodn / MF 4370 dn のみ) 


2 4 





奪做ず 


リモート UI を使用すると、コンピユータのウェブブラウザから本製品の状態や機能の巧 
認、および設定の変更をすることができます。また、宛先表への宛先の入力操作は、コン 
ピュータのキーボードを使用することで、より簡単に巧うことができます。 


r 




フ 1 -( ルのの R モ M 紛 ; MW ツ - ル ®. 
〇戻を - 〇 Ijj 由 © 占坛 * >的じけ \ 
JTia 狙 r hllti//isei 扣 2 の ; iW 世 0.1 瓦 d.swhira 


X 


百— 

a 

巧態 



ブリン5 〇£丽阿おでず。 

3キ W ナ〇記み込み巧詰です， 
リク3 0]7りス巧をです。 


丰•差しトレイ音這巧 
力か卜 資 A4 ま适ほ 



編集： 

• 本体設定 
• 宛先表 


確認： 

•デバイス情報 
•ジョブ情報（履歴） 


e - 7ニユアル 

•ロンピユータからの設定 （ MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ)」を参照 


n ンピュータからの設定 ( SF 43 sodn / SF 4370 dn のみ) 


© 

















































リモート Ul を使用して、次の設定や確認を行うことができます。 


こんなことがで重ます（リモート UI 編) 


コンピュータから 
デバイス情報を確認する 


コンピュータから 
ジョブを管理する 

コンピュータのウェブブラウザから、本製品の状 


実行中または待機中のプリントジョブ管理するこ 

態、用紙の状態、てラー情報、使用できる機能、 


とができます。また、プリントジョブの履歴やフ 

ネットワーク設定、カウンタ情報といったデバイ 


ァクスの送信/保を/受信結果を確認することも 

ス情報を確認することができます。遠隔地からデ 


できます。遠隔地からジョブ情報にアクセスでき 

バイス情報にアクセスできるので、簡単にデバイ 


るので、簡単にジョブ管理を行うことができます。 

ス管理を行うことができます。 

詳細は、 e - マニュ乃レ「コンピュータからの設定 


詳細は、 e - マニュアル「コンピュータからの設定 

( MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ)」「本製品の状態と情報を確認 


( MF 4380 cln / MF 4370 dn のみ)」「ジョブを管理する」を参照 

する」を参照してください。 


してください。 


パソコンから宛先表を編集する 


パソコンから設定/登録する 

宛先まの各項目を追加したり変更したりすること 


転送設定、なを/読み込み機能、デバイスの仕 

ができます。コンピュータのキーボードを使用で 


様といったシステム設定を行うことができます。 

きるので、宛先まの宛先編集が簡単になります。 


さまざまなシステム管理設定を、より簡単に、短 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを編集できま 


時間で行うことができます。 

す。 

詳細は、 e - マニュ乃レロンピュータからの設定 


詳細は、 e - マニュ乃レ「コンピュータからの設定 

( MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ)」「宛先表を管理する」を参照 


( MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ)」「システム管理の設定をする」 

してください。 


を参照してください。 



L J 


© 







JiTF の手順でリモート UI にロクインします。 

咳メモ 

ログインする前に、が下の操作を実行してください。 

-く y ニュー>^<ネットワークセッテイく IP アドレスカクニン > を選択し、本製品の IP アドレス 
を確認します。 IP アドレスがわからない場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。（詳細につ 
いては、 e - マニュアル「ネットワーク設定 （ MF 4380 dn / MF 437 日 dn のみ）」の 「 IP アドレスの設定とネッ 
トワーク接続を確認する（ IPv 4)」または「ネットワーク接続を確認する（ IPv 6)」を参照してください。） 
•く/ニューくシステム カン 、 J セッテイく HTTP ヲシヨウ> をく ON >に設定します。（詳細 
については、 e - マニュアル「ネットワーク設定 （ MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ)」 「 HTTP 通信の許可を設定 
する」を参照してください。 


ネットワークを準備します。 

TCFVIP ネットワークで使用できるよう本製品を 
設定し、ネットワークルータまたはハブに本製 
品とコンピュータを接続します。詳細について 
は、スタートアップガイド「ネットワーク接続 
の設定 （ MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ）」または 
e - マニュアル「本機の設置、設定」「ネットワー 
ク接続の設定 ( MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ）」を 
参照してください。 



ウェブブラウザを起動します。 


3 


ウェブブラウザを起動し、本製品の IP ; 
スを入力してから、キーボードの [En 
キーを押します。 


I ?5^ル狙お束坦 防','を 協にス'。啤 1)-11 ■の 


’入力例： http :// xxx . xxx . xxx . xxx . xxx / 

父 部分は本製品の IP アドレスです。 

’ IP アドレスの確認方まの詳細は、 e - マ: 
ル「ネットワーク設定 ( MF 43 
MF 4370 dn のみ）」の 「 IP アドレスの言 
ネットワーク接続を確認する（ IPv 4)」: 
「 IP アドレスの設定を確認する （ IPv 6) 
照してください。 

リモート UI の画面が表示されます。 



ル d ^ 
卜 e 

フ ， J 


アとは参 
ュ W 定たを 
I I 8 受襄 — 


2 


n ンピュータからの設定 ( SF 43 sodn / SF 4370 dn のみ) 
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ログインについて 


け： 〇 W 由©,坛ち1占云にけ i 
-ぃ虫’串|«ぃ/1。1が2。も/叫。0 0 a *, む mW"l 


ス J リモート UI 




デ K イ A ち： 
おおを C 
趣培巧： 


ブリパ： 〇6丽间お:’す。 

ス丰，ナ 〇軒み込*巧なです. 
方ウス 〇でり3巧おです. 


ミ示言耗 I'lsc"", iair~g 结田 g I 


ロヴオンす約-巧ち巧しでください。 
を营理ちモ-ド 




このモー阿(巧’バイ：!•か]けの tsfflis 由 W5TK で百， 


(ュ--ザ; 


、っド*: 


'1 わ卜1;;1しシ37の巧化;抑まん 


]A"— リけ》于？|1壬し1： 
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[ OK ] をクリックします。 


■パスワードか設定されている場合 
①[管理者モード]または[一般ユーザモード] 
を選巧します。 


就 


，お 


% 

C ;。 のか, CAM3NIN0 200 B 

デ K イスち： 

沿由名 Caron MF43a0-43S0 

随培巧： 

ブリパ： 〇6邮问協す。 

ス丰，ナ 〇許み2*巧なです. 

方ウス 〇でウ3巧巧です， 


I i 功 aneu a [?结田 H ] 


■(•a の贾定田5137の巧 ffiJlSTR で7， 



^ メモ 


さまざまな機能の設定を変更したい場合は 
[管理者モード]を選択してください。[一般 
ユーザモード]を選択した場合、設定を変更 
することはできません。 


感 パスワー 

^^^^ 


ドまたはユーザ名を入力します。 


1のツ - II ■の、ルブI出 


"Id 口 


ぶ、 要なデータを入力します。 

ぶ、要なデータは誌、証モードによって異なります。 

■管理 モー ドが設定されていない場合 
①[管理者 モー ド]または [一般ユーザモー ド] 
を選択します。 



メモ 

さまざまな機能の設定を変更したい場合は 
[管理者モード]を選択してください。[一般 
ユーザモード]を選択した場合、設定を変更 
することはできません。 


@一腺ユーザモードを選択した場合はユーザ名を 
入力します。 



n ンピュータからの設定 ( SF 43 sodn / SF 4370 dn のみ) 


ツ© 














































































































ログインについて 
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本製品を管理/操作します。 

ウェブブラウザから本製品を管埋/操作できま 
す。詳細については、 e - マニュアル「コンピュー 
夕からの設定 （ MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ)」を 
参照してください。 


フ W ルの《*坚 R モ M ㈱; M のツ-ルの W 口 (が 

〇民を-〇 w 由 0 -P 坛ちう扣な口 e 因-«广 


"Id 口 


X 

己。…'瞧.選 1 1 

bi _ 1 

1 -巧版 1 

'MiWWMI 1 

1ェ5-’由扣1 

[■邸 

■ all 

■赴 

■ ，•… 一, 

ブリン 5 oe 咖可能でホ。 

スわナ：〇言がをみ可能です。 

フ？ウス： 〇つ巧ス可荒です。 

■MH 

►■ess-. 

1な.1 

手差しトレイ _^A4 ち适巧 

力の卜 贪 M 昔這;氏 


1 巧 ♦ Hstnei 1 


n ンピュータからの設定 ( SF 43 sodn / SF 4370 dn のみ) 
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麟 メンテ 


Chapter 


日常のお手入れについて説日月しています。 


日常のお手入れ .10-2 

本体のお手入れ .10-2 

内部のお手入れ .10-2 

定着器のお手入れ .10-5 

読み取リエリアのお手入れ .10-6 

トナーカートリツジの交換 .10-9 

メ ツセー ジがま/テ、されたとさは .10-9 

トナーを巧一にならす .10-10 

トナーカートリツジを交換する .10-13 

本製品を移動するとを .10-18 

MF4380dn/MF4370dn/D450.10-1 8 

MF4350d/MF4330d.10-21 


日常のメンテナンス I . 


















本製品のお手入れをする前に、 J •乂下を確認してください。 

•メモリにジョブが蓄積されていないことを確認してから、ま電源スイッチを切り、電源 
コードを巧いてください。 

-本製品に傷が付かないよう、柔らかい布をお使いください。 

•ティッシュぺーパー、紙タオルなどは使わないでください。内部の部品に付着したり、静 
電気発生の原因になったりすることがあります。 


A 注意 


シンナーやベンジン、アセトンなどの落剤、およびその化の化学クリーナーは絶対に使わないでください。 
本体内部の部品を損傷する恐れがあります。 

メモ 

-電源プラグを抜いている間は、ファクスの送受信はできません。 

-プリント待機中のデータがある場合に主電源スイッチを切ると、プリント待機中のデータは消去されます。 
モリ受信されたデータや、送信予約などは、電源プラグを抜いてから約5分間は保持されます。/モリ 
にイ呆なされたジョブを確認するには、 「y モリにあるファクス受信文書を別の宛先へ転送する」 （P.5-48) を 
参照してください。 


あお公を轰をあ 

本体外部や通気□を清掃します。 


2 

3 


主電源スイッチを切り、電源コードをおきま 
す。 

水または薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい 
巧をかたく絞り、本体の表面を拭きます。 

完全に乾いてから電源コードを接続し、を電 
源スイッチを入れます。 


願東み赢 


プリントエリアを定期的に清掃し、トナーの粉や 
紙ぼこりがたまらないようにしてください。 

7 ま電源スイッチを切り、電源コードを巧きま 
す。 


2 


操作パネル部の両端を両手で持ちます。 



日常のメンテナンス 


© 











ム注意 

• 「ミ主意高温」の表示がある部分とローラ部 
は高温になっています。内部を点検すると 
きは、触れないようにま意してください。 
やけどの原因になることがあります。 

-トナーカートリッジを光に当てないよう、 
保護袋に入れるか厚手の巧で包んでくださ 

い。 

-トナーカートリッジのドラム保護シャッ 
ター （A) を開けないでください。ドラム 
の表面に光が当たったり傷が付いたりする 
と、印!字の質がイ昆下することがあります。 



咳ゾモ 

トナーカートリッジを取り极うときは、必ず 
取っ手を持ってください。 


日常のお手入れ 


f トナーカートリツジを取り出します。 



3 


操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手 
で持ち上げます。（かちりという音がします。） 



4 


トナーカバーのち手前にあるつまみ （ A ) を 
持ちます。 



5 


トナーカバーを 開けます。 



日常のメンテナンス 


> 


© 


























日常のお手入れ 


7 清潔で柔らかい、乾いた、糸くずの出ない巧 
で、内部からトナーの粉や紙ぼこりを取り除 
さます。 


A ま意 

•定着器 （A) は使巧中に熱くなります。触 
らないようにを意してください。 

•本製品を損傷することがありますので、搬 
送 ローラ （B) に触らないでください。 



手や衣類にトナーが付着した場合は、冷水 
で洗ってください。温水を使うとトナーが 
定着し、落ちなくなります。 


f トナーカートリッジの取っ手 （ A ) を持ちま 



9 トナーカートリッジの右端の突起 （ A ) を本 

付:内部のガイド （ B ) の下側に合わせ、ガイ 
ドに沿って収めます。 



W トナーカートリツジが完全に本体に収まるま 

で手で押し込みます。 



n トナーカバーの 右手前にあるつまみ （ A ) を 

持ちます。 



日常のメンテナンス 


© 




































日常のお手入れ 


トナーカバーを 閲じます。 
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A 注意 

-指をはさまないようを意してください。 

-トナーカバーが閉まらない場合は、無理に 
閉めないでください。トナーカバーを開け 
て、トナーカートリッジが正しくセットさ 
れているかを確認してくださし、。 


電源コードを接続し、ま電源スイッチを入れ 
ます。 


を-着器ぬあ毛みお 

プリントされた用紙に黒いスジが現れる場合は、 
定着器がミちれている可能性があります。このよう 
な場合は、が下の手順で定着器をクリーニングし 
てください。トナーカートリッジを交換したとき 
にもクリーニングしてください。 A 4 の白紙を手差 
しトレイにセットし、クリーニングを開始します。 
@タモ 

•クリーニングには普通紙を使用してください。 

•クリーニングには約130巧かかります。 

•メモリにジョブがある場合はクリー ニン グできません。 

If @ [メニュー]を押します。 


2 


[ィ —] または [+►] を押してくチ ヨウ セイ 
/クリー ニン グ>を選巧し、 [ OK ] を押しま 
す。 


1 


9 チョウセイ/クリーニンク" 


3 


A 4 の白紙を1枚、手差しトレイにセットし 
ます。 

■ MF 4380 dn / MF 4370 dn / D 450 



日常のメンテナンス 


> 


© 




















日常のお手入れ 


■ MF 4350 d / MF 4330 d 



4 [ィ ー ] または [+►] を押してを押してくテ 

イチヤクキノクリーニング>を選巧し、 [0 K ] 
を押します。 


チョウセイ/クリーニンク‘ 

1 テイチヤクキノクソーニンク 

クリーニングが開始されます。 


嫁メモ 

クリーニングに使用した用紙は、クリーニン 
グ終了後、廃棄してください。 


読み取リエリアのお手みれ 

コピーや送信ファクスの品質を保つため、読み取 
リエリアを清掃してください。 

• 原稿台ガラスのお手入れ 

が下の手順で、原稿台ガラスおよび原稿台ガラス 
カバーの下面の清掃をしてください。 


A 注意 

原稿台ガラスおよびフイーダー裏面の清掃を 
するときは、主電源スイッチを切り、電源 
コードをコンセントから抜いてください。か 
災や感電の原因になります。 


ADF を開きます。 



2 水を含ませてかたく絞った巧で、原稿台ガラ 
スと ADF 下面の原稿台ガラスカバーを拭きま 
す。次に、乾いた柔らかい布で拭きます。 



A ミ主意 

水分を含ませすぎた巧で拭くと、原稿が破れ 
たり、本製品を損傷したりする可能性があり 
ます。巧はかたく絞ってください。 


日常のメンテナンス 


(^-e) 























日常のお手入れ 


3 水を含ませた巧で、 ADF 内部のローラ （ A ) 

を拭きます。次に、乾いた柔らかい布で拭き 
ます。 



A 注意 

水分を含ませすぎた布で拭くと、原稿が破れ 
たり、本製品を損傷したりする可能性があり 
ます。巧はかたく絞ってください。 


ADF のカバーを閉じます。 


A ミ主意 

指をはさまないようを意してください。 


5 


電源コードを接続し、を電源スイッチを入れ 
ます。 


© 


3 


ADF を閲じます。 



A ま意 

指をはさまないようを意してください。 

# ADF (MF4380dn/D450) 

ADF を使用して原稿を読み取ったときに、口ーラ 
についた鉛筆の粉などのために原稿が汚れ、原稿 
にないものがプリントされていることがありま 
す。この場合は読み取リエリアと口ーラを清掃し 
てください。 

7 ま電源スイッチを切り、電源コードを巧をま 

す。 


2 


ADF のカバーを開きます。 



















曰甫のお手入れ 



水をさませた巧で、 ADF 内部の口ーラ （ A ) 
を拭きます。夕に、乾いた柔らかい巧で拭き 
ます。 



A ミ主意 

水分を合ませすぎた巧でなくと、原稿が破れ 
たり、本製品を損傷したりする可能性があり 
ます。巧はかたく絞ってください。 


# ADF (MF4370dn/MF4350d/MF4330d) 

ADF を使用して原稿を読み取ったときに、口ーラ 
についた鉛筆の粉などのために原稿がミちれ、原稿 
にないものがプリントされていることがありま 
す。この場合は読み取りエリアと口ーラを清掃し 
てください。 

7 主電源スイッチを切り、電源コードを巧きま 

す。 

ADF の カバーを 開きます。 


ADF の カバーを 閉じます。 



A 注意 

指をはさまないようを意してください。 


5 電源コードを接続し、主電源スイッチを入れ 

ます。 


3 


日常のメンテナンス f 
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勺ッジが交^ ~ — 

トナーカートリツジの交換ろ法や取り扱い、保管時のごを意について説明しています。 


メ ッ セージが表示さ超;たときは 

トナーカートリッジは消耗品です。本製品の使用中にトナーが少なくなったり、なくなったりすると、ディ 
スプレイにメッセージがま示されます。 


メッセーシ 

表示される時期 

内容および対処 

トナーショウ（ケイゾクプリントカ） 

トナージュンビ 

トナーが残リ少'なくなったとき。 

• トナーカートリッジの中のトナーを均 
一にならしてください。（一^「トナー 
を均一にならす」 （ P .10-10)) 

-大量にプリントするときは、トナー 
カートリッジを交換することをおすす 
めします。（一「トナーカートリッジ 
を交換する」 （ P .10-13)) 

トナーガナクナリマシタ 
トナーヲコウカンシテクダサイ 

トナーがなくなったとさ。 

• トナーカートリッジの中のトナーを均 
一にならしてください。（一「トナー 
を巧一にならす」 （ P .10-10)) 

. ッセージが引き続き表示された場 
合は、新しいトナーカートリッジに 
交換してください。「トナーカー 
トリ ッジを交換する」 ( P .10-13)) 


日常のメンテナンス 


© 













トナーカートリツジの交換 


おホを运贷ぶおを参亥 

トナーが残り少なくなってくると、ディスプレイ 
に<トナーショウ（ケイゾクプリントカ）/トナー 
ジュ ンビ> とま示されます。 この場合は、トナー 
を巧一になら してく ださい。 トナーがなくなった 
場合にすぐに交換できるように、新しいトナー 
力ー トリ ツジを用意しておくことをおすすめしま 
す。 

A 注意 

「ミ主意高温」の表示げある部分とローラ部は高温になって 
います。内部を点検するとをは、触れないようにを意し 
てください。やけどの原因になることがあります。 

@ メモ 

<インジケイプク >を< ON >に設定した場合、途中で 
印字が薄くなったり、かすれて読み取りができなかった 
りすることがあります。しかしメモリ巧の受信データは 
プリントと同時に消‘えるため、再度、プリントすること 
ができません。（一「ファクス機能を使う ( MF 4380 dn / 
MF 4370 dn / MF 4350 d のみ）」 ( P .5-1)) 

•f 操作パネル部の両端を両手で持ちます。 



2 


操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手 
で持ち上げます。（かちりという音がします。） 


3 


4 



トナーカバーのち手前にあるつまみ （ A ) を 
持ちます。 




日常のメンテナンス 


© 
























トナーカートリツジを取り出します。 


トナーカートリツジの交換 


5 



A 注意 

「ミ主意高温」の表示がある部分とローラ部は 
高温になっています。内部を点検するとき 
は、触れないようにを意してくださし、。やけ 
どの原因になることがあります。 


6 トナーカートリッジをゆっくりと数回振り、 

トナーを均一にならします。 



7 トナーカートリッジの取っ手 （ A ) を持ちま 
す。 



ik 注意 

トナーカートリッジのドラム保護シャッター 
( A ) を開けないでください。ドラムの表面 
に光が当たったり傷が付いたりした場合、巧 
字の質が低下することがあります。 



メモ 

トナーカートリツジを取りあうときは、おず 
取っ手を持ってください。 


日常のメンテナンス 


> 


© 




















トナーカートリツジの交換 


8 トナーカートリッジの右端の突起 （ A ) を本 

か内部のガイド （ B ) の下側に合わせ、ガイ 
ドに沿って収めます。 



9 トナーカートリツジが完全に本体に収まるま 

で手で押し込みます。 



W トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を 

持ちます。 




ム注意 

-指をはさまないようを意してください。 

-トナーカバーが閉まらない場合は、無理に 
閉めないでください。トナーカバーを開け 
て、トナーカートリッジが正しくセットさ 
れているかを確認してください。 






































トナーカートリツジの交換 



トナーカパーを開けます。 


操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手 
で持ち上げます。（かちりという音がします。） 



トナーカバーのち手前にあるつまみ （ A ) を 
持ちます。 


: 杉み [ t ぶミ藏お蠢を數东る 

<トナーガナクナリマシタ/トナーヲコウカ 
ンシテクダサイ>とま示された場合は、新しい卜 
ナーカートリッジに交換してください。 

ファクス受信中にこのメッセージがま示される 
と、受信したデータはプリントされずにメモリに 
保をされます。<インジケイゾク>を <0 N > に 
設定している場合は、トナーカートリッジを交換 
しなくても、受信したデータやレポートを続けて 
プリントすることができます。（一「ファクス機能 
を使う （ MF 4380 dn / MF 4370 dn / MF 4350 d のみ）」 
( P .5-1)) 

A 注意 

「ミ主意高温」の表示がある部分と□ーラ部は高温になって 
います。内部を点検するときは、触れないようにま意し 
てください。やけどの原因になることがあります。 

メモ 

•くインジケイゾク > をく日 N >に設定した場合、途中 
で印!字が薄くなったり、かすれて読み取りができな 
かったりすることがあります。しかし/モリ内の受信 
データはプリントと同時に消えるため、再度プリント 
することができません。 

•[トナー残量]が寿命の場合も、トナーカートリッジを 
交換してください。「トナー残量を確認する」 
(P.1-14)) 

• 操作パネル部の両端を両手で持ちます。 



2 


3 


4 



曰常のメンテナンス 



> 


© 
























トナーカートリツジの交換 


5 


A ま意 

「ま意高温」の表示がある部分とローラ部は 
高温になっています。内部を点検するとき 
は、触れないようにを意してください。やけ 
どの原因になることがあります。 


トナーカートリッジを取り出します。 



6 保護袋から新しいトナーカートリツジを取り 

出します。 



A ま意 

トナーカートリツジのドラム保護シャツター 
( A ) を開けないでください。ドラムの表面 
に光が当たったり傷が付いたりした場合、巧 
字の質が低下することがあります。 



矮メモ 

保護袋は保をしておいてください。後で本製 
品からトナーカートリツジを取り外す隙にお 
要となります。 


日常のメンテナンス 


© 
















^ メモ 

シーりングテープはまっすぐに引き抜いてく 
ださい。 


A ま意 

■引き抜いたシーリングテープには、トナー 
が付着していることがあります。手や衣服 
を'舌さないようにま意してください。 

•手や衣類にトナーが付着した場合は、冷水 
で洗ってください。温水を使うと、トナー 
が定着し、落ちなくなります。 



トナーカートリツジの父換 


トナーカートリッジをゆっくりと数回振り、 
トナーを均一にならします。 



8 


トナーカートリッジを平らな場所におき、片 
手でトナーカートリッジを押さえながら、 
シーリングテープを完全に引きおきます。 



日常のメンテナンス 


> 


© 

















トナーカートリツジの交換 


9 トナーカートリッジの取っ手 （ A ) を持ちま 
す。 



曰 

甫 

の 

木 

ン 


ン 

ス 



A 注意 

トナーカートリツジのドラム保護シャツター 
( A ) を開けないでください。ドラムの表面 
に光が当たったり傷が付いたりした場合、巧 
字の質がイを下することがあります。 



感タモ 

トナーカートリッジを取り扱うときは、必ず 
取っ手を持ってください。 


W トナーカートリッジの右端の突起 （ A ) を本 

付:内部のガイド （ B ) の下側に合わせ、ガイ 
ドに沿って収めます。 



n トナーカートリツジが完全に本体に収まるま 

で手で押し込みます。 



f ^ トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を 

W 持ちます。 










































トナーカバーを 閲じます。 


トナーカートリツジの交換 




操作パネル部を下げます。 


戀 


A 注意 

-指をはさまないようを意してください。 

-トナーカバーが閉まらない場合は、無理に 
閉めないでください。トナーカバーを開け 
て、トナーカートリッジが正しくセットさ 
れているかを確認してください。 


日甫の y ンテナンス j ; 


参1式 














本製品を移動する際に必要な手順を説明しています。 


壓がぶ船歴測感お9 

本製品を長距離移動する場合などは、振動による 
損傷を防ぐため、が下の手順に従ってください。 

f 主電源スイッチを切ります。 


2 

3 


4 


電源コード、およびすベてのケーブルを本製 
品の背面から外します。 

排紙補助トレイを使用している場合は、排紙 
ストッパーを巧りたたみ、排紙補助トレイを 
本体内部に押し込みます。 



操作パネル部の両端を両手で持ちます。 



5 


6 


操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手 
で持ち上げます。（かちりという音がします。） 



トナーカバーの 右手前にあるつまみ （ A ) を 
持ちます。 





日常のメンテナンス 


































本製品を移動するとき 


8 


トナーカートリツジを取り出します。 



A 注意 

-トナーカートリッジを光に当てないよう、 
保護袋に入れるか厚手の布で包んでくださ 
い。 

• トナーカートリッジのドラム保護シャッ 
ター （ A ) を開けないでください。ドラム 
の表面に光が当たったり傷が付いたりした 
場合、印字の質が低下することがありま 
す。 



メモ 


トナーカートリッジを取り扱うときは、'必ず 
取っ手を持ってください。 


9 


トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を 
持ちます。 


10 




11 


操作パネル部を下げます。 



A 注意 

指をはさまないようま意してください。 


日常のメンテナンス 


> 


© 


























本製品を移動するとき 


J2 用紙カバーを用紙カセツトから取り外しま 



K 用紙カセットのお面部を持ち上げ、手前に引 
いて取り外します。 



f け 



MF が 80 dn と D 450 は、この手順をとばして手 
順17に進んでください。 

J 7 すべてのカバ-が閱じていることを確認しま 

W を右にある取っ手をにぎって、本製品を持ち 
上げます。 



A ま意 

• 付属品を持って本製品を持ち上げないでく 
ださい。本製品を落とすと、けがをする恐 
れがあります。 

•腰が悪い方は、持ち上げる前に本製品の重 
さを確認してください。「主な仕様」 
(P.13-2)) 












































本製品を移動するとき 



操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手 
で持ち上げます。（かちりという音がします。） 



トナーカバーのち手前にあるつまみ （ A ) を 
持ちます。 


画 iMMM 型 


本製品を長距離移動する場合などは、振動による 
損傷を防ぐため、が下の手順に従ってください。 

« ま電源スイッチを切ります。 


2 

3 


電源コード、およびすベてのケーブルを本製 
品の背面から外します。 

排紙補助トレイを使用している場合は、排紙 
ストッパーを巧りたたみ、排紙補助トレイを 
本体内部に押し込みます。 


4 




5 


6 



曰常のメンテナンス 



> 


© 























本製品を移動するとき 


8 


トナーカートリツジを取り出します。 



A ま意 

-トナーカートリッジを化に当てないよう、 
イ呆護袋に入れるか厚手の布で包んでくださ 
い。 

• トナーカートリッジのドラム保護シャッ 
ター （ A ) を開けないでください。ドラム 
の表面に光が当たったり傷が付いたりした 
場合、印字の質が低下することがありま 
す。 



メモ 


トナーカートリツジを取り扱うときは、必ず 
取っ手を持ってください。 


9 


トナーカバーのち手前にあるつまみ （ A ) を 
持ちます。 



10 


トナーカバーを 閉じます。 



11 


操作パネル部を下げます。 




日常のメンテナンス 


(w-2^ 


























本製品を移動するとき 


用紙カバーを用紙トレイから取り出します。 



14 




用紙後端ガイドを押して、用紙トレイを閉じ 
ます。 


16 




18 


すべてのカバーが閱じていることを確認しま 
す。 

左右にある取っ手をにぎって、本製品を持ち 
上げます。 



A ミ主意 


I 付属品を持って本製品を持ち上げないでく 
ださい。本製品を落とすと、けがをする恐 
れがあります。 

I 腰が悪い方は、持ち上げる前に本製品の重 
さを確認してください。「主な仕様」 
(P.13-2)) 


日常のメンテナンス 


^-231 















































曰常のメンテナンス 


困ったとをには 



紙づまりが起きたときや、エラーメッセージが表示されたときなどの対®方法について説明しています。 


用がや原稿げつまったら .11-2 

ADF につまった原ホ高を取り除く . 11-2 

本体内部につまった用紙を取り除く . 11-5 

メッセージげ表示されたら . 11-16 

エラーコード .11-21 

<タダシイ3ウシヲセットシテクダサイ>と 
表示された場合 .11-22 

用紙をセットしなおす .11-22 

用紙サイズ設定を変更する .11-22 

停電のとをには . 11-24 

トラブルげ解巧しない場合 . 11-25 


















ディスプレイに < ゲンコウヲテンケンシテクダサイ>、 <ヨウシガツマリマシ 
夕>、または<ヨウシガツマリマシタ/ウシロカバーヲアケテクダサイ>と表示された 
場合は、 ADF か本体内部で紙づまりが起きています。つまった原稿や用紙を取り除いてく 
ださい。用紙カセットや手差しトレイにも用紙がつまっていたら、それも取り除いてくださ 
い。 

紙づまりが繰り返し起こる場合は、が下を確認してください。 

•本製品に用紙をセットする前に、平らな場所でそろえてください。 

•お使いの用紙が本製品に適しているか、確認してください。（一使用できる用紙について 
: P.2-6) 

-つまった用紙の切れ端が本体内部に残っていないか、確認してください。 

A ま意 

-つまった原稿や巧紙を取り除くときは、原稿や用紙の端で手を切らないようミ主意してください。 

•つまった巧紙を取り除くときや、本体内部を点検するときは、ネックレス、ブレスレットなどの金属製品 
が本体内部の部品と接触しないようにしてください。やけどや感電の恐れがあります。 

•用紙が破れた場合は、切れ端がつまらないように、すべて取り除いてください。 

•手や巧類にトナーが付着した場合は、を水で洗ってください。温水で洗うとトナーが定着し、落ちなくな 
ります。 

メモ 

つまった原稿や用紙を本体から無理に取り除かないでください。問題が箱みできない場合は、お近くのキヤ 
ノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。 


ま滅た原稿を燕滅除も 

ディスプレイに<ゲンコウヲテンケンシテク 
ダサイ>とま示された場合は、 ADF からつまった 
原稿を取り除いてください。 


2 つまった原稿の両端を持って、 ADF から静か 

に取り除きます。 


% MF4380dn/D450 の場合 



ミ 


ADF カバーを 開きます。 



メモ 

原稿が簡単に取り除けない場合は、無理に 
引つぱらずに次の手順に進んでください。 












用紙や原稿がつまったら 


3 


手前のつまみ （ A ) を持って、中カバーを開 
さます。 


4 



5 




メモ 


原稿を強く引っ張らないでください。原稿が 
破れることがあります。 


6 


圧解除レバー （ A ) を元に戻します。 


8 




ADF カバーを 閉じます。 



メモ 

指をはさまないようを意してください。 


困つたとをには 

















巧紙や原稿がつまったら 


9 


原稿台ガラスカバーを開き、つまった原稿を 
取り除きます。 


10 





MF4370dn/MF4350d/MF4330d の場合 

ADF カバーを 開きます。 



2 


3 


4 


つまった原稿の両端を持って、 ADF から静か 
に取り除きます。 



矮メモ 


原稿を強く引っ張らないでください。原稿が 
破れることがあります。 


つまった原稿の両端を持って、排紙トレイか 
ら静かに取り除きます。 





困つたとをには 


© 































用紙や原稿がつまったら 


5 


原稿台ガラスカバーを開き、つまった原稿を 
取り除きます。 


6 





杰银盛報が忌ま:逸を通紙慕窮ぉ又厳も 

ディスプレイに<ヨウシガツマリマシタ>また 
は<ヨウシガツマリマシタ/ウシロカバーヲ 
ァケテクダサイ > とま示された場合は、本体内部 
からつまった用紙を取り除いてください。用紙力 
セツトや手差しトレイにも用紙がつまっていた 
ら、それも取り除きます。 

♦ MF4380dn/MF4370dn/D450 の場合 

•f 操作パネル部の両端を両手で持ちます。 



2 


操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手 
で持ち上げます。（かちりという音がします。） 



困つたとをには 


> 


© 




















巧紙や原稿がつまったら 


3 


4 


5 


トナーカバーの右手前にあるつまみ （ A ) を 
持ちます。 



トナーカバーを開けます。 




A ミち意 


I 「ま意高温」の表示がある部分とローラ部 
は高温になっています。内部を点検すると 
きは、触れないようにま意してください。 
やけどの原因になることがあります。 

I 本体内部に触れる際は、時計、ブレスレッ 
卜、指輪などを外しておいてください。内 
部の部品と接触して、損傷する場合があり 
ます。 

I トナーカートリッジを光に当てないよう、 
保護袋に入れるか厚手の巧で包んでくださ 

い。 

I トナーカートリッジのドラム保護シャッ 
ターを開けないでください。ドラムの表面 
に光が当たったり傷が付いたりした場合、 
印字の質が低下することがあります。 

I 定着器 （ A ) は使巧中に熱くなります。触 
らないようにを意してください。 

I 本製品を損傷することがありますので、搬 
送 ローラ （ B ) に触らないでください。 





トナーカートリッジを取り扱うときは、'必ず 
取っ手 （ A ) を持ってください。 



困つたとをには 


© 

























用紙や原稿がつまったら 


@用紙の先端が出たら、つまった用紙をゆっくり 
と引き出します。 



7 トナーカートリッジの取っ手 （ A ) を持ちま 
す。 



A ミ主意 

トナーカートリツジのドラム保護シャツター 
を開けないでください。ドラムの表面に光が 
当たったり傷が付いたりした場合、印字の質 
が低下することがあります。 


メモ 


トナーカートリッジを取りあうときは、ぷず 
取っ手を持ってください。 


> 

© 


6 つまった用紙の両端を持って、静かに引き出 

します。 



■つまった巧紙の先端が出ていない場合 
① 定着器と搬送ローラの間につまった用紙を、先 
端が見えるまで下方向に静かに引き出します。 



A ま意 

•定着器 （ A ) は使巧中に熱くなります。触 
らないようにを意してください。 

•本製品を損傷することがありますので、搬 
送 ローラ （ B ) に触らないでください。 



困つたとをには 




















巧紙や原稿がつまったら 


8 


トナーカートリッジの右端の突起 （ A ) を本 
か内部のガイド （ B ) の下側に合わせ、ガイ 
ドに沿って収めます。 



9 


トナーカートリツジが完全に本体に収まるま 
で手で押し込みます。 



10 


トナーカバーのち手前にあるつまみ （ A ) を 
持ちます。 



11 


トナーカバーを閲じます。 




A 注意 

-指をはさまないようを意してください。 

-トナーカバーが閉まらない場合は、無理に 
閉めないでください。トナーカバーを開け 
て、トナーカートリッジが正しくセットさ 
れているか確認、してください。 


用紙カ セツ トから用紙カバーを取り除きま 
す。 



困つたとをには 


© 











































用紙や原稿がつまったら 


74 


用紙カセツトの前面部を開きます。 




16 


つまった用紙の両端を持って、静かに矢印の 
方向に引き出します。 

■用紙カセツトから給紙している場合 



■手差しトレイから給紙している場合 



18 




困つたとをには 


> 


© 




































巧紙や原稿がつまったら 


19 


用紙カバーを用紙カ セツ トに合わせます。 



20 


後ろカバーを開きます。 



この手順は、ディスプレイに<ゥシロカバーヲ 
アケテクダサイ>と表示されたときだけ、必 
要です。 


つまった用紙の両端を持って、静かに上方に 
引き出します。 



この手順は、ディスプレイにくウシロカバー 
ヲアケテクダサイ>と表示されたときだ 
け、'ぶ、要です。 

つまった巧紙がひどく折れ曲がっている場合 
は、用紙を伸ばしてから引き抜いてくださし、。 



困つたとをには 


(Ti-io) 



























用紙や原稿がつまったら 


22 


後ろカバーを閉じます。 



この手順は、ディスプレイにくウシロカバーヲ 
アケテクダサイ>と表示されたときだけ、必 
要です。 

ム注意 

指をはさまないよう'ま意してください。 


感巧 

背面につまった用紙を取り除いた後は、卜 
ナーカバーを開閉して本製品をリセットして 
ください。 

MF4350d/MF4330d の場合 

用紙カバーを用紙トレイから取り外します。 



2 


用紙トレイから用紙を取り出します。 


3 


4 



後ろカバーを開きます。 



この手順は、ディスプレイにくヨウシガツマリ 
マシタ/ウシロカバーヲアケテクダサイ>と表 
示されたときだけ、'ぶ、要です。 

操作パネル部 （ A ) をロックされるまで両手 
で持ち上げます。 



困つたとをには 


> 


© 




























巧紙や原稿がつまったら 


5 


6 


くほみにあるつまみ （ A ) を持って、トナー 
カバー （ B ) を開けます。 



力ートリツジを取り出します。 



ik 注意 

.本体内部に触れる際は、時計、ブレスレッ 
卜、指輪などを外しておいてください。内 
部の部品と接触して、損傷する場合があり 
ます。 

-トナーカートリッジを光に当てないよう、 
保護袋に入れるか厚手の巧で包んでくださ 
い。 

• トナーカートリッジのドラム保護 シャッ 
ターを開けないでください。ドラムの表面 
に光が当たったり傷が付いたりした場合、 
印!字の質が低下することがあります。 

•定着器 （ A ) は使巧中に熱くなります。触 
らないようにを意してください。 

.本製品を損傷することがありますので、搬 
送ローラ （ B ) に触らないでください。 



メモ 


トナーカートリッジを取り扱うときは、'必ず 
取っ手 （ A ) を持ってください。 



困つたとをには 























用紙や原稿がつまったら 


つまった用紙の両端を持って、静かに引き出 
します。 



■つまった巧紙の先端が出ていない場合 
① 定着器と搬送ローラの間につまった用紙を、先 
端が見えるまで下方向に静かに引き出します。 



A ミま意 

•定着器 （ A ) は使巧中に熱くなります。触 
らないようにを意してください。 

•本製品を損傷することがありますので、搬 
送 ローラ （ B ) に触らないでください。 



@用紙の先端が出たら、つまった用紙をゆっくり 
と引き出します。 



8 つまった用紙の両端を持って、静かに上方に 

引き出します。 

.この手順は、ディスプレイに < ヨウシガツマ 
リマシタ/ウシロカバーヲアケテクダサイ> 
と表示されたときだけ、必要です。 



•つまった巧紙がひどく折れ曲がっている場合 
は、用紙を伸ばしてから引きおいてくださし、。 



困つたとをには 


> 


© 




















巧紙や原稿がつまったら 


9 つまった用紙の両端を持って、静かに矢印の 
方向に引き出します。 

■用紙トレイから給巧している場合 




矢巧 （ A ) を本体に向けてください。 


A ミ主意 

トナーカートリ ツジの ドラム保護 シャツ ター 
を開けないでください。ドラムの表面に光が 
当たったり傷が付いたりした場合、巧をの質 
がイ氏下することがあります。 


n トナーカートリッジの右端の突起 （ A ) を本 

付:内部のガイド （ B ) の下側に合わせ、ガイ 
ドに沿って収めます。 



I n トナーカートリツジが完全に本体に収まるま 
1/ で手で押し込みます。 























用紙や原稿がつまったら 



A 注意 

指をはさまないようま意してください。 


後ろカバーを閉じます。 



この手順は、ディスプレイに<ヨウシガツマリ 
マシタ/ウシロカバーヲアケテクダサイ>と表 
示されたときだけ、必要です。 


ム注意 

指をはさまないようを意してください。 


ly 用紙カバーの両側の突起を本体内部のガイド 
*/ に合わせて奥までスライドしたあと、用紙力 
バーの角を用紙トレイの角に合わせます。 



メモ 

全ての手順が正常に終了した場合、本製品は 
操作可能なが態になります。ディスプレイに 
待受画面が表示されていれば、問題は解決さ 
れています。待受画面が表示されない場合 
は、本体内に紙づまりが残っていないか、確 
認してください。 


メモ 

背面につまった用紙を取り除いた後は、卜 
ナーカバーを開閉して本製品をリセットして 
ください。 

































ディスプレイに表示されるメッセージの対処ち法を説明します。 


メッセージ 

原因 

姐置 

ガゾウガウシナワレマ 
シタ 

電源を切ったときにメモリに蓄積されていた 
データが失われた。 

電源を切っても、 y モリに蓄積されているファ 
クス受信文書などのデータは約5分間保存さ 
れます。ただし、5分を超えるとデータは消去 
されますのでごま意ください。 

2秒後に自動的にエラーが解除され、メモリク 
リアレポートがプリントされます。 

カバーヲシメテクダサ 
イ 

トナーカバー 

トナーカバーが完全に閉じていない。 

トナーカバーが完全に閉じているか確認してく 
ださい。 

ゲンコウヲテンケンシ 
テクダサイ 

ADF 巧で原稿がつまっている。 

つまった原稿を ADF から取り除いてください。 
卜 ADF につまった原稿を取り除く） 

コノキノウ A シヨウデ 
キマセン 

[リダイヤル/ポーズ]を使ってのリダイヤル 
はできない。 <システムカンリセッテイ> 
の<ソウシンキノウノセイゲン>で<リダイ 
ヤルノセイゲン>が< ON >に設定されて 
いるときに表示される。 

くリダイヤルノセイゲン>をく OFF >に設 
定するか、手動でダイヤルしてください。 

コレイジヨウトウロク 
デキマセン 

-入力した同報送信の相手先が最大件数 
(124)に達した。 

-数回に分けて送信してください。 


-登録したグループダイヤルの相手先が最大 
件数 （50) に達した。 

-別のワンタッチダイヤルキーに登録してくだ 
さい。 

システムエラー 

EXXX 

本体に何らかのエラーが発生している。 

< XXX >はエラーの種類に応じた3巧の番号 
を示す。 

主電源スイッチを切り、1日秒が上待ち、再度 
主電源スイッチを入れます。これで問題が解消 
しない場合は、主電源スイッチを切り、電源 
コードをコンセントから抜いて、お近くのキヤ 
ノン販売店またはキヤノンお客様ネ目談センター 
にご連絡ください。 

シバラクオマチクダサ 
イ 

主電源スイッチを入れたとき、またはプリント 
の準備ができていない場合に表示される。 

メッセージが消えるまでお待ちください。 


困つたとをには 
















メッセージが表示されたら 


メッセージ 

原因 

処置 

ジュシンデータプリントデ 
キマセン 

エラー カイジョゴプリン 
卜 

何らかのエラーが発生したため、受信データ 
をメモリに一時的に保をした。 

このエラー/ッセージはが下のエラーメッセー 

ジと交互に表示されます。エラーが解消され 

た歉受信データはプリントされます。対赃方 

まについては、一緒に表示されるメッセージ 

の対処方法を参照してくださし、。 

- <カバーヲシメテクダサイ/トナーカ 
バー〉 

- <タダシイヨウシヲセットシテクダサイ> 

- <テザシノヨウシヲジヨキヨ> 

- <トウロクサイズヲヘンコウ/ーヨウシ 
セッテイ> 

- くトナーカ、 ナクナリマシタ/トナーヲコ 
ウカンシテクダサイ> 

- <パネルヲモチアゲテクダサイ/トナーカ 
バーヲアケテクダサイ> 

- <ヨウシガツマリマシタ> 

- <ヨウシガツマリマシタ/ウシロカバーヲ 

アケテクダサイ> 

- <ヨウシヲセットシナオシテクダサイ 
/トナーヲセットシナオシテクダサ 
イ> 

- <ヨウシヲホキュウシテクダサイ> 

ジュワキヲオイテクダサ 
イ 

外付け電話機の受話器が外れている。 

受話器を置いてください。 

スデニトウロクサレテ 
イマス 

-グループダイヤル登録中に、すでに登録済 
みのワンタッチダイヤル、または短縮ダイ 
ヤルを登録しようとした。 

-同報送信入力中に、すでに入力済みのワン 
タッチダイヤル、または短縮ダイヤルを入 
力しよラとした。 

使用する前にワンタッチダイヤル、または短縮 
ダイヤルに登録されている情報を確認してくだ 
さい。 

タダシイ3ウシヲセット 
シテクダサイ 

用紙カセットまたは手差しトレイにセットされ 
ている用紙サイズと、本製品の<ヨウシサイ 
ズ>^ニューまたはプリンタドライバの[出力 
用紙サイズ]に設定されている用紙サイズが 
異なる。 

用紙をセットしなおすか、本製品またはプリン 
タドライバで設定した用紙サイズを変更してく 
ださい。（一<タダシイヨウシヲセットシテク 
ダサイ>と表示された場合： P .11-22) 

テザシノヨウシヲジョ 
キョ 

手差しトレイに用紙がセットされている。 

手差しトレイにセットされている用紙を取り除 
いてください。手差しトレイに用紙がセットさ 
れていると、ファクス、レポートおよびリストは 
プリントされずに y モリに蓄積されます。 


困つたとをには 


ろ-1苗 











メッセージが表示されたら 


メッセージ 

原因 

姐置 

トウロクサイズヲヘンコ 
ク 

一3ウシセッテイ 

プリントに適切な巧紙サイズが設定されていな 

い。 

-レポート、リスト、受信したデータをプリン 
卜する場合は、くカセット > のくヨウシサ 
イズ>を<八4>、< OFICIO >. 

< BRAZIL - OF に 10 >、 

< MEX に0 OF に 10 >、く GOVERNMENT - 
LETTER >. < GOVERNMENT-LEGAL >、 

< FOOLSCAP >、く LTR >、または 

く LGL > に設定してくださぃ。用紙の 
サイズと種類を設定する： P .2-19) 

-受信したデータを両面印刷する場合は、 

<カセット>のくヨウシサイズ>を 

< A 4 >または< LTR >に設定してくださ 
し、。用紙のサイズと種類を設定する： 
P .2-19) 

-両面コピーする場合は、<ヨウシサイ 
ズ>をく A 4 >または< LTR >に設定して 
くださぃ。（一用紙のサイズと種類を設定す 
る： P .2-19) 

トウロクチュウノキーデ 
ス 

トウロクデキマセン 

グループダイヤル登録中に、グループダイヤル 
として割り当てようとしているワンタッチダイヤ 
ルキー自体を指定した。 

他のワンタッチダイヤルを指定してくださし、。 

トナーガナクナリマシタ 
トナーヲコウカンシテク 
ダサイ 

トナーがなくなった。 

トナーを巧一にならしてくださぃ。（ートナーを 
均一にならす： P .1 日- 10) メッセージが引き続 
き表示された場合は、新しし、トナーカートりッ 
ジに交換してくださぃ。コピー中およびプリン 
卜中にこのメッセージが表示されると、実行中 
のジョブは継続して印刷されます。ファクス受 
信中にこの^ッセージが表示されると、受信し 
たファクスはプリントされずにメモリに保をさ 
れます。トナーカートリッジの交換をしなぃで 
受信したファクスをプリントする場合は、くファ 
クスセッテイ>のくプリントセッテイ>で 
くインジケイゾク>を< ON >に設定してくだ 
さぃ。トナー交換後はくインジケイゾク>を 
< OFF >に戻しておくことをおすすめします。 

いトナーが少なくなってぃるときにも受信した 
文書を印刷する： P .5-38) 

トナーショウ（ケイゾクプ 
リントカ） 

トナージュンビ 

トナーが残りかなくなっている。 

トナーを巧一にならしてくださぃ。（ートナーを 
巧一にならす： P .10-10) トナーがなくなった 
場合にすぐに交換できるように、新しぃトナー 
カートリッジを巧意してくださぃ。 


困つたとをには 


(^1-1 み 










メッセージが表示されたら 


メッセージ 

原因 

処置 

パスワードガチカ'イマ 

ス 

入力した^モリ受信の暗証番号またはシステム 
管理暗証番号が間違っている。 

正しいパスワードを入力してくださし、。詳細に 
ついては、「受信した文書をプリントしないで 
:/モリに保をするけモリ受信)」 （ P .5-45) ま 
たは e - マニュアル「本製品の紹介」「システム 
管理暗証香号を設定する」を参照してくださ 

し、。 

パネルヲモチアゲテク 
ダサイ 

トナーカバーヲアケテ 
クダサイ 

何らかのエラーが発生した。 

このエラー;ッセージは、他のエラーメッセー 
ジと交互に表示されます。対処ちまは一緒に 
表示されるエラーメッセージの対処方法を参照 
してください。（例えば<ヨウシヲセットシ 
ナオシテクダサイ/トナーヲセットシナ 
オシテクダサイ>。） 

バンゴウガイッチシマ 
セン 

2回目に入力したファクス番号が]回目に入力 
した番号と異なる。<システムカンリセッ 
テイ>の<ソウシンキノウノセイゲン>で 
<ファクス N 0.カクニンニユウリヨク>が 
< ON >に設定されているときに表示される。 

ファクス番号が正しいかどうか、確認してくだ 
さい。透）[スタート]を押してから、1回目に 
入力した番号と同じ番号を入力してくださし、。 

プリンタデータエラー 
プリンタヲテンケンシテ 
クダサイ 

本体に何らかのエラーが発生している。 

主電源スイッチを切り、10秒ほど待ち、再度 
主電源スイッチを入れます。これで問題が解消 
しない場合は、主電源スイッチを切り、電源 
コードをコンセントから抜いて、お近くのキヤ 
ノン販売店またはキヤノンお客様ホ目談センター 
にご連絡ください。 

S トゥ□クデス 

指定したワンタッチダイヤルキーや短縮ダイヤ 
ルに、宛先が登録されていない。 

宛先を登録してください。詳細については、 
「ワンタッチダイヤルを登録する」 （ P .3-3) また 
は「短縮ダイヤルを登録する」 （ P .3-6) を参照 
してくださし、。 

ムコゥデス 

-グループダイヤルの登録中に、すでにワン 
タッチダイヤルとして登録済みのワンタッチ 
ダイヤルキーに登録しようとした。 

-ワンタッチダイヤルの登録中に、すでにグ 
ループダイヤルとして登録済みのワンタッチ 
ダイヤルキーに登録しようとした。 

未使用のワンタッチダイヤルキーに登録してく 
ださい。 

メモリザンリョウ 

利用できるメモリ残量の^ッセージで、送信時 
に原稿を ADF にセットすると表示される。 

^モリ容量が不足する場合は、モリ内の文 
書が送信されるまでお待ちください。メモリに 
保をされている原稿をプリント、送信、または 
削除してください。 


困つたとをには 


ろ-1命 













メッセージが表示されたら 


メッセージ 

原因 

姐置 

メモリガイッパイデス 

• ジョブがいっぱいになった。 

-^モリに保存できる送受信ジョブ数が最大 
件数に達した。 

-メモリに保をされている原稿をプリント、送 
信、または削除してください。 

-原稿または画像データを分割して送信して 
みてください。 

-解像度を下げて送信してくださし、。 

本製品のメモリに保をできるジョブ数は、送受 
信ジョブ合わせて256件です（相手側のファク 
スが Canon Sate 口 MF 4380 dn で、 mj-T チヤー 
卜 N 0.1を標準モードで送信した場合のジョブ 
数)。メモリ内の文書が送信されるまでお待ち 
ください。または、 y モリに保をされている原 
稿をプリント、送信、または削除してくださ 

い。 

ヨウシガツマりマシタ 

本体内で紙づまりが起きた。 

このエラーメッセージはくパネルヲモチアゲ 
テクダサイ/トナーカバーヲアケテクダサ 
イ> のエラー^ッセージと交互に表示される。 

つまった用紙を取り除いて（一用紙や原稿が 
つまったら： P .1 1-2)、用紙カセットまたは手差 
しトレイに用紙をセットしなおしてください。 

二欠にカバーを開閉して実行中のジョブを再開し 
てください。 

ヨウシガツマリマシタ 
ウシロカ/くーヲアケテ 
クダサイ 

本体内で紙づまりが起きた。 

このエラーメッセージはくパネルヲモチアゲ 
テクダサイ/トナーカバーヲアケテクダサ 
イ> のエラー^ッセージと交互に表示される。 

つまった用紙を取り除いて（一用紙や原稿が 
つまったら： P .1 1-2)、用紙カセットまたは手差 
しトレイに用紙をセットしなおしてください。 

二欠にカバーを開閉して実行中のジョブを再開し 
てください。 

a ウシヲセットシナオ 
シテクダサイ 
トナーヲセットシナオ 
シテクダサイ 

用紙が正しくセットされていないか、トナー 
カートリッジが正しくセットされていない。 

• 用紙カセットと手差しトレイからセットされ 
ている巧紙を取り除いてください。そのあ 
と、巧紙をセットしなおしてください。用紙 
のセット方法については、「用紙をセットす 
る」 （ P .2-10) を参照してください。 

-トナーカートリッジを正しくセットしてくださ 
し、。スタートアップガイド「本製品のセッ 
トアップ」「トナーカートリッジをセットす 
る」） 

a ウシヲホキュウシテク 
ダサイ 

-コピーまたはプリント時に用紙カセットまた 
は手差しトレイに用紙がセットされていな 
い。 

-受信文書のプリント時に用紙カセットまたは 
手差しトレイに用紙がセットされていない。 
また、レポートやリストのプリント時に適切 
な用紙サイズが設定されていない。 

このエラー y ッセージは < トウロクサイズヲ 
ヘンコウ/^ヨウシセッテイ>または 
<ジュシンデータプリントデキマセン/エ 
ラーカイジョゴプリント>のエラーメッ 
セージと交互に表示される。 

-用紙をセットしてください。用紙カセットの 
場合は、巧紙をセットしたあとに [0 のを 
押してください。 

-用紙をセットしてください。用紙カセットの 
場合は、巧紙をセットしたあとに [0 のを 
押してください。レポートやリストのプリン 
卜時の場合は、巧紙サイズをく A 4>、 

く OFICIOX く 目 RAZIL-OFIClOX 

< MEX に 0-0 F に10 >、く GOVERNMENT - 
LETTER >. < G 0 VERNMENTLEGAL >、 

く FOOLSCAP 〉、 く LTR >、 または 

< LGL >に設定し、設定したサイズの巧紙 
をセットしてください。 


困つたとをには 


(^ 1 - 20 ) 












エラーコー ドは、 エラーが 起きた場合に エラー送信レポー トまたは エラー受信レポー トに記 
録される4巧の コー ドです。 

200812/31 15:50 123 XXXXXXX _キがン P . 001 


木*本 エラー ソウシンレホ '-卜 #木ホ 

ウケツケ N 0. 

ブウシントト‘ 

N 0. 

アイテサキ 

カイシ/〕ク 

へ。-)/ 

ツウシンケッカ 

0001 

、パシン G 3 

001 

キヤノンホンシャ 

11 1 XXXXXXX 

12/31 15:50 

000 

STOP 00 ' 00 


lOOAOl : ソウシンヲチュウシシマシタ 


エフーー!—ド 


レポートの詳細については、 e- マニュアル「本製品の紹介」「レポートを自動でプリントする (MF4380dn/ 
MF 4370 dn/MF 4350 d のみ)」を参照してください。 


エラーコー ドについては、が下のまを参照してください。 


エラーコート 

原因 

処置 

0001 

相手先のファクスが G 3 ファクスではない。 

先方が対応できるモードまたは通信速度で原稿 
を送ってください。 

0070 

受信を手動で中止した。 

相手先に連絡して、再度送信してもらってくださ 

い。 

0071 

モリがいっぱいになった。 

^モリ内に蓄積されているジョブをプリント、送 
信、または削除してください。 

0080 

相手化のファクスから35秒 J •乂巧に応答がない。 

もラー度原稿を送ってください。相手先に連絡し 
て、先ちのファクスをチェックしてもらってくださ 
し、。海外に送信する場合は、ファクス/電話番号 
の前にポーズを入れてください。 

008 D 

ネ目手機が用紙切れで送信できない。 

巧紙を補給するよう、相手先に連絡してくださ 

い。 

00 A 0 

送信を手動で中止した。 

再度送信してください。 

00 A 1 

原稿がつまった。 

つまった原稿を取り除いてください。用紙や 
原稿がつまったら： P .11-2) 

00 FF 

リダイヤルに失敗した。 

相手先の番号が正しいか、または電言舌線コード 
が正しく接続されているか確認してください。 


困つたとをには 


ろ-21^ 




































本製品の<ヨウシサイズ>メニューまたはプリンタドライバの[出力用紙サイズ]に設定 
されている用紙サイズと、用紙カセツトまたは手差しトレイにセツトされている用紙サイズ 
が異なる場合に表示されるメッセージです。このメッセージが表示された場合は、<ヨウシ 
サイズ>メニューまたは[出力用紙サイズ]に設定されているサイズの用紙をセットしな 
おすか、セットされている用紙サイズに合わせて<ヨウシサイズ>メニューまたは[出力 
用紙サイズ]の設定サイズを変更してください。 


ぁ變をも效！ I もぶをを 

ディスプレイにま示されている用紙サイズでプリ 
ントしたい場合は、が下の手順に従ってジョブを 
再開させます。 

7 ディスプレイに表示されているサイズの用紙 

をセツトします。 

•用紙カセツトに用紙をセツトした場合は、 
[0 K ] を巧すとプリントが再開されます。 
•手差しトレイに用紙をセットした場合は、そ 
のままプリントが再開されます。 


はでをません。 


3ウシサイス’ 



A 4 


ズ設定 1 をををする 

セツトされている用紙のままプリントしたい場合 
は、が下の手順に従ってジョブを巧開させます。 

%コピージョブの場合 

, も [ストップ/リセット]を押します。 


2 


3 


[ィ ー] を押してくハイ>を選択します。 


〇 [用紙設定]を繰り返し押してくカセツ 
卜>またはくテザシトレィ>を選がし、 [0 K ] 
を押します。 


カセット 


4 


[ィ ー] または [+►] を押してセットされて 
いる用紙のサイズを選巧し、 [0 K ] を押しま 
す。 


5 


原稿を再度コピーします。 


] ヒ。 

ーヲ チュウシ 

シ7スカ？ 

< 

A イ 

イイ I > 


感 


、<タダシイヨウシヲセツトシテクダサイ〉と表示され 



困つたとをには 


(^ 1-221 













< タダシイヨウシヲセツトシテクダサイ>と表示された場合 


ファクス/レポートジョブの場合 

〇 [用紙設定]を繰り返し押してくカセツ 
卜>を選巧し、 [0 K ] を押します。 


カセット 


[- <—] または [+•-] を押してセットされて 
いる用紙のサイズを選巧し、 [0 K ] を押しま 
す。 


3ウシサイス‘ 

A 4 


も [ストップ/リセット]を押して待受画面 
に戻ります。 

[0 K ] を押してジョブを再開します。 


t プリントジョブの場合 

7 0 [ジョブキャンセル/状況確認]を繰り返 

し押してくジョブノチュウシ>を選択し、 
[0 K ] を押します。 


シ‘ヨフ‘ノチュウシ 


2 [ィ ー] または [+►] を押してくプリント> 

を選巧し、 [0 K ] を押します。 


シ‘ョフ‘タイフ‘ 
1 。リント 


3 [ィ —] または [+ ►] を押して消去す るジヨ 

ブを選巧し、 [0 K ] を押します。 


例） 


0 0 0 2 

18 

: 4 5 

Note 

t X 

t 


^ メモ 

プリントするファイルによつては、ファイル 
名称が正しく表示されない場合があります。 


[ィ ー] を押して<ハイ>を選がします。 


フ■リントヲチ：！ウシシ7スカ？ 

< A ィ イイ I > 


5 セットされている用紙のサイズを、プリンタ 

ドライバの[出力用紙サイズ]から選択し、 
再度プリントします。 


困つたとをには 
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電力供給が止まっている間、コピー、スキャン、プリントの各機能は使用できません。 

参停電時の ファ クス機能について 
-原稿を送受信できません。 

•外付け電話機で電話をかけられないことがあります。ただし、お使いの電話機の種類に 
よって異なります。 

•外付け電話機で電話を受けられることがあります。ただし、お使いの電話機の種類に 
よって異なります。 

また、停電の発生や電源コードが誤ってなけるなどが原因で電源供給が止まっても、メモリ 
に蓄積されていた送受信データは約5分間保存されます。ただし、5分を超えるとデータは 
消去されます。この場合、電源が再度投入されるとディスプレイには<ガゾウガウシナワ 
レマシタ>と表示され、メモリクリアレポートがプリントされます。（トナーが空の場合や 
用紙切れの場合は除きます。）レポートにはメモリから消去されたデータが最大60件まで 
一覧表示されるため、どのようなデータが消ちされたか確認できます。 






r ム亏 y 形が解決しをし^^^―~~ - ] 

本章の説明を参照してもトラブルが解ミ央しない場合は、お近くのキヤノン販売店またはキヤ 
ノンお客様相談センター（卷ホ参照）にご連絡ください。 

ご連絡の際には、が下をお手元にご用意ください。 

. 製品名 (Satera MF 4380 dn/Satera MF 4370 dn/Satera MF 4350 d/Satera MF 4330 d/Satera D450) 

•シリアル番号（本体裏面のラベルに記載されている、アルファべット 3 文字と数字 5 巧の文字列になりま 
す） 

• 購入先 

-トラブルの内容 

-トラブルにどのような対処をされたか、およびその結ま 
A ミ ま 意 

本製品から変な音がしたり、煙が出たり変なにおいがする場合は、すぐに主電源スイッチを切り、電源コードをコンセン 
卜からあいて、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡ください。ご自分で分解したり、修 
理したりしないでください。 

@ メモ 

ご自分で分解修理した場合、保証の対象外になることがあります。 


困つたとをには 


ろ-25^ 
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IPI 欄 / 師 "1 2 

本製品の設定を変更したり、確認したりする方法を説明しています。 


設ちメニュ ー- 覧 .12-2 

ユーザデータリストをプリントする .12-2 

設定メニューを使ラ . 1 2-2 

メニ;!一の設定内容 . 12-3 

音量調整 .12-3 

同幸反 . 1 2-3 

共通仕様設定 .12-3 

コ 1^— 仕様ぉ定 .12-4 

ファクス設定 .12-5 

お先ま仕様設ぶ . 1 2-6 

プリント設定 .12-6 

タイマー設定 .12-7 

調整/クリーニング .12-7 

レポート設た . 1 

システム管理設定 .12-8 


各種機能を登録/設定する 


















Ms を ^^^ _ 

設定メニューから機能内客を設定/変更することができます。 


みをホるをる 14态卜をプリントする 

ユーザデータリストをプリントするには、が下の 
手順に従ってください。 

7 0 [レポート]を繰り返し押してくユーザ 

データリスト > を選巧し、 [0 K ] を押し 
ます。 


ユーサ’テ•ータリスト 


護塞ぶ占鼓るを獲易 J 

設定メニューを使ラには、が下の手順に従ってく 
ださい。 

, @ [メニュー] を押します。 


2 [ィ ー] または [+►] を押してメニユーを選 

巧し、 [0 K ] を押します。 


タニユ- 

1 オンリョウチョウセイ 

-<オンリョウチョウセイ> 

• <ドゥホゥ> 

•< キョウツウシ3ウセツテイ> 
•くコピーシ3ウセツテイ> 

• くファクスセツテイ> 

-くアテサキヒョウシヨウセツテイ> 
•くプリントセツテイ> 

•くタイマーセツテイ> 

-くチョウセイ/クリーニング> 

•くレポートセツテイ> 

•< システムカンリセツテイ> 


3 [ィ ー ] または [+►] を押してサブメニュー 

を選巧し、 [0 K ] を押します。 


オン U ヨウチ3ウセイ 
1 ，ブウシソオンリヨウ 


サブ y ニューの詳細は 「 y ニューの設定内 
容」 （^ P .12-3) を参照してください。 


4 設定内容を登録するか、サブメニュー項目に 

進む場合は、 [0 K ] を押します。 

5 設定が終了したら、使[ストップ/リセッ 
卜]を押して待受画面に戻ります。 


@巧 

• [0 K ] を押す前に梦[ストップ/りセッ 
卜]を押した場合、設定内容は保をされま 
せん。 

•直前の画面に戻るには、® [/ニュー] 
を押します。 


各種機能を登録/設定する 
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工場出荷時の設定は太字で示しています。 

胃量調整 


111 


共通仕様設定 


設定項目 

設定巧容 

参照先 

1ドウホウ 

最大124件 

P .5-23 


設定項目 

設定内容 

参照先 

1シヨキキノウノセツテイ 

-コピー 

e - マニュアル 


-ファクス 

「本製品の紹介」 


• スキヤン 


2 トナーセーブモード 

- OFF 



• ON 



設定項目 

設定内容 

参照先 

1ツウシンオンリヨウ 

(0 〜 3) (2) 

e - マニュアル 

「本製品の紹介」 

2ニュウリヨクオン 

(0 〜 3) (2) 

3ケイコクオン 

(0 〜 3) (2) 

4ソウシンシュウリヨウオン 

の〜 3) 做 

5ジュシンシュウリヨウオン 

(0 〜 3) (0) 


各種機能を登録/設定する 
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メニューの設定内容 


县套麵佳疲蔓'集 


設定項目 

設定内容 

参照先 

ヒヨウジュンモードノヘンコウ 



1ガシツ 

- モジ/シヤシン 

-モジ 
• シヤシン 
-モジ/シヤシン+ 

P .4-23 

23ミトリノウド 

- シュドウ り〜9 (5)) 

. ジドゥ 


3バィリツ 



テイケイヘンノくイ 

- 200% MAX . 

- 141% A 5^ A 4 
- 122% A 5^ B 5 
- 115% B 5^ A 4 

-100% 

- 86% A 4 ^ B 5 

- 81% B 5^ A 5 

- 70〇/〇八い A 5 

- 500/ oMIN . 


シュドウ 

1〇/〇刻み（50〇/〇〜2000/〇 (100%)) 


4ジドウソート 

- OFF 

• ON 


5リョウ y ン 

- リョウメンシナイ 

• カタ^ン>リョウメン 

-リョウ y ンコピーノシュルイ（ジョウゲ 
ビラキ、サユウビラキ） 

-リヨウ^ン> リヨウ y ン* 

ー ゲンコウノシュルイ（ジョウゲビラキ、 

サユウビラキ） 

-リョウ y ンコピーノシュルイ（ジョウゲ 
ビラキ、サユウビラキ） 

• リョウメン> カタ/ン* 

ー ゲンコウノシュルイ（ジョウゲビラキ、 

サユウビラキ） 


2サイズケイレツ 

• AB 

-インチ 

• A 

P .4-22 


MF が 80 dn / D 450 のみ 


各種機能を登録/設定する 
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メニューの設定内容 


ると♦多ぶ霉生 


設定項目 

設定内容 

参照 先 

1 ジュシンモード 

- ジドウ 

-ルス TEL 
- FAXATEL 
-シュドウ 

P .5-4 

2 キホントウロク 



1 ユーザ TEL バンゴウトウロク 

最大 20 析 

P .5-12 

2 ユーザリャクシヨウトウロク 

最大 32 文字 

P .5-11 

3 ハツシンモトキロク 

• ON 

- OFF 

P .5-31 

4 カイセンシュルイセンタク 


P .5-10 

ジドウ 



シュドウ 

• ダイヤルカイセン 
• プッシュカイセン 


5 コウシュウカイセンセツゾク 

• チヨクセツセツゾク 

-アダプタセツブク 1 
-アダプタセツブク 2 

P .5-9 

6 ヒヨウジュンモードノヘンコウ 



1 ぉトリノウド 

1 〜 9 (5) 

P .5-30 

2 ガシツ 

- ヒヨウ•ジュン 

-ファイン 
• シヤシン 
-スーパーファイン 


3 ソウシンキノウセツテイ 



1 ジドウリダイヤル 

• ON 

- OFF 

P .5-27 

リダイヤルカイスウ 

1 カイ〜 10 カイ （2 カイ） 


リダイヤルカンカク 

2 フン〜 99 フン （2 フン） 


2 ダイヤルジカイセンカクニン 

• ON 

- OFF 

P .5-29 

4 ジュシンキノウセツテイ 



1 チャクシンヨビダシ 

• ON 

- OFF 

P .5-39 

ヨビダシカイスウ 

1 カイ〜 16 カイ （2 カイ） 


2 リモートジュシン 

• ON 

- OFF 

P .5-40 

リモートジュシンの 

00 〜 99 (25) 


3 ジュシンプリント 

. メモリジュシン 

-プリントジュシン 

P .5-42 


各種機能を登録/設定する 
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メニユーの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

4アイテサキノ\ッシンモトキロク 

- OFF 

• ON 

P .5-37 

5 DM セイゲン 

- OFF 

• ON 

P .5-43 

5プリントセッテイ 



1ガゾウシユクシヨウ 

• ON 

- OFF 

• ガゾウショウリャク 

P .5-36 

2リヨウメンキロク 

- OFF 

• ON 

P .5-35 

3インジケイゾク 

- OFF 

• ON 

P .5 J 8 


巧 f 表れ様設定 


設定項目 

設定内容 

参照先 

1ワンタッチダイヤル 

最大8件 

P .3-3 

ナマエ 

スペースをさめ最大20文字 

デンワバンゴウ 

スぺースを含め最大50村于 

2タンシユクダイヤル 

最大100件 

P .3-6 

ナマエ 

スペースをさめ最大20文字 

デンワバンゴウ 

スぺースを含め最大50村于 

3グループダイヤル 

最大8グループ 

P .3-9 

ナマエ 

スペースをさめ最大20文字 

N 0.0## 二 

最大50件 X 8グループ 


を么么隧室 


設定項目 

設定内容 

参照先 

1 エラー タイムアウト 

•ON (5 ビヨウ〜300ビヨウ （15 ビヨウ)） 

- OFF 

e - マニュアル 

「コンピュータから 

プリントする」 


各種機能を登録/設定する 
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メニューの設定内容 


發展 


設定項目 

設定内容 

参照 先 

1 ヒジケ/ジコクセツテイ 

-ジカン （00 〜 23) 

-フン （00 〜 59) 

•トシ （00 〜9弓） 

-ツキ （01 〜 12) 

-ニチ （01 〜28、2弓、30、 31) 

P .5-10 

2ヒヴケ/ジコクタイプ 

- YYYY MM/DD 

- MM / DD/YYYY 
- DD/MMYYYY 

e - マニュアル 

r 本機の設置、設定」 

3オートスリープ 

• ON (3 フン〜30フン （5 フン)） 

- OFF 

P .1-18 


證聲をふる运之遂 


設定項目 

設定巧容 

参照先 

1テイチヤクキノクリーニング 

開始 

P .10-5 

2トクシュモード T 

- OFF 

e - マニュアル 


• ON 

「曰甫のメンテナンス」 

3トクシュモード U 

- OFF 

•モード1 
-モード2 


4トクシュモード V 

- OFF 



• ON 


5トクシュモード Y 

- OFF 



• ON 


6トクシュモード Z 

- OFF 



• ON 



各種機能を登録/設定する 
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メニユーの設化内谷 


あ盈!^蔓盖 


設定項目 

設定内容 

参照先 

1ソウシンケッカレポート 

- エラージノ ミプリント 

-プリントシナイ 
-プリントスル 

e - マニュアル 

「本製品の紹介」 

2ジュシンケッカレポート 

-プリントシナイ 

-プリントスル 
. エラー ジノ ミ プリント 

3ツウシンカンリレポート 

-プリントスル 

-プリントシナイ 




設定項目 

設定内容 

参照先 

1システムカンリシ ャ セツテイ 


e - マニュアル 

「本製品の紹介」 

1 カン、 J アンショウバンゴウ 

7巧 

2デバイスジョウホウセツテイ 


1デバイスメイ 

スペースをさめ最大32文字 

2セツチバショ 

スペースをさめ最大32文字 


各種機能を登録/設定する 


© 



















メニューの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

3ネットワークセッテイ 


e - マニュアル 

1 TCP / IP セッテイ 


「ネットワーク設定 

1 IPv 4 セツテイ 


( MF 4380 dn / MF 4370 dn の 

み)」 

IIP アドレスジドウシュトク 


ON 

- DHCP ( ON / OFF ) 

- BOOTP ( OFF / ON ) 

- RARP ( OFF / ON ) 


OFF 



2 IP アドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 


3サブネットマスク 

(000.000.000.000) 


4ゲートウェイアドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 


5 IP アドレスハンイセツテ 
イ 



OFF 



ON 



1 IP アドレス！ 



1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

-キヨカ 


2 カイシアドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 


3 シュウリョウア 
ドレス 

IP アドレス (000.000.000.000) 


2 IP 7 ドレス2 



1 キヨカ/キヨヒ 

- キヨヒ 

-キヨカ 


2 カイシアドレス 

IP アドレス (000.000.000.000) 


3 シュウリョウア 
ドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 


3 IP 7 ドレス 3 



1 キヨカ/キヨヒ 

- キヨヒ 

-キヨカ 


2 カイシアドレス 

IP アドレス (000.000.000.000) 


3 シュウリョウア 
ドレス 

IP アドレス (000.000.000.000) 



各種機能を登録/設定する 


© 






























メニユーの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

4 IP アドレス4 


e - マニュアル 

「ネットワーク設定 
( MF 4380 dn / IVlF 4370 dn の 

み)」 

1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 

2カイシアドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

5 IP 7ドレス5 


1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 

2カイシアドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

6 IP アドレス6 


1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 

2カイシアドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

7 IP ァドレス7 


1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 

2カイシアドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

8 IP 7ドレス8 


1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 

2カイシアドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

9 IP 7ドレス9 


1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 

2カイシアドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 

3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 


各種機能を登録/設定する 


(u-^^ 






























メニューの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

10 IP アドレス10 


e - マニュアル 

1キョカ/キョヒ 

-キヨヒ 

-キヨカ 

「ネットワーク設定 
( MF 4380 dn / MF 4370 dn の 

2 カイシアドレス 

IP アドレス (000.000.000.000) 

み)」 

3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス （000.000.000.000) 


6 DNS セッティ 



1 DNS サーバーセツ 
テイ 



1プライマリ DNS 
サーバー 

プライマリ DNS サーパー (000.000.000.000) 


2セカンダリ DNS 
サーバー 

セカンダリ DNS サーバー (000.000.000.000) 


2 ホスト/ドメイン/イ 
セツテイ 



1ホストメイ 

スペースをさめ最大47文字 


2 ドバンバ 

スペースをさめ最大47文字 


3 DNS ノドウテキコウシン 
セツテイ 



1 DNS ノ ドウテキコ 
ウシン 

- OFF 

• ON 


2 IPv 6 セツテイ 



] IPv 6 3 シヨウ 

- OFF 

• ON 


2 ステートレスアドレスセツ 
テイ 

- OFF 

• ON 


3シュドウアドレスセツテイ 



]シュドウアドレスヲシ 

3 ウ 

- OFF 

• ON 


2 シユドウアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


3プレフ イツ クスチョウ 

〇〜 128 (64) 


4 デフォルトルータアドレ 
ス 

デフオルトルータアドレス （0000:0000:0000:00 
00:0000:0000:0000:0000) 


4 DHCPV 6 ヲシヨウ 

- OFF 

• ON 


5 PING コマンド 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 



各種機能を登録/設定する 
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メニユーの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

6 IP アドレス/\ンイセツ 


e - マニュアル 

テイ 


「ネットワーク設定 

OFF 


( MF 4380 dn / IVlF 4370 dn の 

ON 


み)」 

1 IP 7ドレス1 



1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 


2カイシアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


3シュウリョウァ 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 


ドレス 

0000:0000) 


4プレフイツクス 

- OFF 


チョウ 

• ON (0 〜128 (64)) 


2 IP 7ドレス2 



1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 


2カイシアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


3シュウリョウァ 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 


ドレス 

0000:0000) 


4プレフイツクス 

- OFF 


チョウ 

• ON (0 〜128 (64)) 


3 IP 7ドレス3 



1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 



• キヨカ 


2カイシアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


3シュウリョウァ 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 


ドレス 

0000:0000) 


4プレフイツクス 

- OFF 


チョウ 

• ON (0 〜128 (64)) 



各種機能を登録/設定する 


(u-^^ 
























メニューの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

4 IP アドレス4 


e - マニュアル 

1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

-キヨカ 

「ネットワーク設定 
( MF 4380 dn / MF 4370 dn の 

2カイシアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 

み)」 

3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


4プレフィツクス 
チョウ 

- OFF 

• ON (0 〜128 (64)) 


5 IP 7ドレス5 



1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

-キヨカ 


2カイシアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


4プレフィツクス 
チョウ 

- OFF 

• ON (0 〜128 (64)) 


6 IP アドレス6 



1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

-キヨカ 


2カイシアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


4プレフィツクス 
チョウ 

- OFF 

• ON (0 〜128 (64)) 


7 IP 7ドレス7 



1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

-キヨカ 


2カイシアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


4プレフィツクス 
チョウ 

- OFF 

• ON (0 〜128 (64)) 



各種機能を登録/設定する 


^-131 


























メニユーの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

8 IP 7ドレス8 


e - マニュアル 

1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 

「ネットワーク設定 
( MF 4380 dn / IVlF 4370 dn の 

2カイシアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 

み)」 

3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


4 プ レフィツクス 
チョウ 

- OFF 

• ON (0 〜128 (64)) 


9 IP 7ドレス9 



1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 


2カイシアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス （ 0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


4 プ レフィツクス 
チョウ 

- OFF 

• ON (0 〜128 (64)) 


10 IP アドレス10 



1キヨカ/キヨヒ 

-キヨヒ 

• キヨカ 


2カイシアドレス 

IP アドレス (0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


3シュウリョウァ 
ドレス 

IP アドレス （ 0000:0000:0000:0000:0000:0000: 
0000:0000) 


4 プ レフィツクス 
チョウ 

- OFF 

• ON (0 〜128 (64)) 



各種機能を登録/設定する 


(u-^^ 





















メニューの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

7DNS セッティ 


e- マニュアル 

1 DNS サーバーセッ 


「ネットワーク設定 

テイ 


(MF4380dn/MF4370dn の 

1 プライマリ DNS 

プライマリ DNS サーパー (0000:0000:0000:00 

み)」 

サーバー 

00:0000:0000:0000:0000) 


2 セカンダリ DNS 

セカンダリ DNS サーバ'- (0000:0000:0000:00 


サーバー 

00:0000:0000:0000:0000) 


2 ホスト/ドメインメイ 



セッテイ 



1 IPv4 ホスト/ド^イ 

• ON 


ンシ 3 ウ 

- OFF 


2 ホストメイ 

スぺースを含め最大 47 文き (CanonDF41F1) 


3 ドメイン^イ 

スペースをさめ最大 47 文字 


3 DNS ノドウテキコウシン 



セッテイ 



1 DNS ノ ドウテキコ 

- OFF 


ウシン 

• ON 


1 シュドウアドレス 

- OFF 


ノ トク□ク 

• ON 


2 ステートフルアド 

- OFF 


レスノ トウ ロ 
ク 

• ON 


3LPD インサツ 

• ON 



- OFF 


4 RAW インサツ 

• ON 



- OFF 


5 Bonjour セッティ 

• ON 



- OFF 


1 Bonjour メイショウ 

スぺースを含め最大 63 文字 (Canon 
MF4360-4390 (DF:41:F1)) 


2 ユウセンプロトコル 

- LPR 

- RAW 


6 HTTP ヲシヨウ 

• ON 

- OFF 


7 ポートバンゴウセッテイ 

•1 LPD (0 〜 65535 (515)) 

- 2 RAW (0 〜 65535 (9100)) 

- 3 HTTP ( 日 〜65535 (80)) 

- 4 SNMP (0 〜 65535 (161)) 



各種機能を登録/設定する 


^-isl 


























メニユーの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

8ジュシンキョカ MAC アドレ 
ス 


e - マニュアル 

「ネットワーク設定 
( MF 4380 dn / IVlF 4370 dn の 

み)」 

OFF 


ON 

-1キヨカアドレス1 (00-00-00-00-00-00) 

- 2キヨカアドレス2 (00-00-00-00-00-00) 

- 3キヨカアドレス3 (00-00-00-00-00-00) 

. 4キヨカアドレス4 (00-00-00-00-00-00) 

- 5キヨカアドレス5 (00-00-00-00-00-00) 

2 SNMP セツテイ 


1 SNMP ヲシヨウ 

• ON 

- OFF 

2コミュニティィ1 

スペースを含め最大15文字 (public) 

3コミュニティィ2 

スペースをさめ最大15文字 

4 SNMP カキコミカノウ1 

• ON 

- OFF 

5 SNMP カキコミカノウ2 

- OFF 

• ON 

3 ETHERNET ドライバ 


1ジドウケンシュツ 

. ジドウ 

• シュドウ 

1ツウシンホウシキ 

- ゼン ニ ジユウ 

• ハンニジユウ 

2 ETHERNET ノ シュルイ 

- 100BASE-TX 

- 10 BASE-TX 

2 MAC アドレス 

MAC アドレス 


各種機能を登録/設定する 


(u-^^ 




















メニューの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

4 IP アドレスカクニン 


e - マニュアル 

1 IPv 4 

- IIP アドレス 

- 2 サブネットマスク 

- 3ゲートウェイアドレス 

「ネットワーク設定 
( MF 4380 dn / MF 4370 dn の 

み)」 

2 IPv 6 

-1リンクローカルアドレス （ IP アドレス、プ 
レフィックスチヨウ） 

- 2ステートレスアドレス1 ( IP アドレス、プレ 

フィックスチヨウ） 

- 3ステートレスアドレス2 ( IP アドレス、プレ 

フィックスチヨウ） 

- 4ステートレスアドレス3 ( IP アドレス、プレ 

フィックスチヨウ） 

- 5ステートレスアドレス4 ( IP アドレス、プレ 

フィックスチヨウ） 

- 6ステートレスアドレス5 ( IP アドレス、プレ 

フィックスチヨウ） 

- 7ステートレスアドレス6 ( IP アドレス、プレ 

フィックスチヨウ） 

- 8ステートフルアドレス （ IP アドレス、プレ 

フィックスチヨウ） 

• 9デフオルトルータアドレス（デフオルトルー 
タアドレス） 


5キドウジカンノセッテイ 

(0 ビヨウ〜300ビヨウ （ 0 ビ ヨウ)） 


4ツウシンカンリセッテイ 



1ソウシンスタートスピード 

33600 bps 、 14400 bps 、％00 bps 、 7200 bps 、 
4800 bps 、 2400 bps 


2 ジュシンスタートスピード 

33600 bps 、 14400 bps 、9600 bps 、 7200 bps 、 
4800 bps 、 2400 bps 


3 メモリジュシンセッテイ 

- OFF 

• ON 


1パスワード 

7 «t 


2 ジカンシテイ 

- OFF 

• ON 


カイシジコク 

-ジカン泪日〜 23) 

• フン （00 〜 59) 


シュウリヨウジコク 

-ジカン泪日〜 23) 

• フン （00 〜 59) 


5ソウシンキノウノセイゲン 


P .5-33 

1リダイヤルノセイゲン 

- OFF 

• ON 


2ファクス N 0.カクニンニュウリヨク 

- OFF 

• ON 



各種機能を登録/設定する 
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メニユーの設定内容 


設定項目 

設定内容 

参照先 

6ファームウェアコウシン 

この機能は、ファームウェアを更新する必要が 
ある場合にのみ使巧します。 



各種機能を登録/設定する 


(^-1 み 







付録 


Chapter 


まな仕様 .13-2 

本体仕様 .13-2 

コピーの仕様 .13-3 

プリンタの仕様 .13-3 

スキヤナの仕様 （ USB スキヤン） .13-3 

スキヤナの仕様（ネットワークスキヤン） 

( MF 4380 dn / MF 4370 dn のみ） .13-4 

ファクスの仕様 .13-4 

電話の仕様 .13-5 

索引 .13-6 














本体仕様 


お式 

パーソナルデスクトップ 

電源 

100 V 50/60 Hz 

消費電力 

最大消費： 580 W が下 
待機時消費： 9 W が下 
スリープモード時消費： 3 W が下 

ウ ォームアップタイム 

MF 4380 dn / MF 4370 dn 

12.0 秒が下* 

MF 4350 d / MF 4330 d / D 450 

10.0秒が下* 

(温度： 20で、湿度： 65%。本製品のを電源スイッチを入れてから待受画面が表 
示されるまで） 

* ウォームアップ時間は、本製品の使用状況や環境によって異なることがあります。 

質量 

MF 4380 dn / D 450 

約 14.5 kg (トナーカートリッジを含む） 

MF 4370 dn 

約 1 3 . 2 kg (トナーカートリッジを含む） 

MF 4350 d 

約 13.4 kg (トナーカートリッジを含む） 

MF 4330 d 

約 12.4 kg (トナーカートリッジを含む） 

大きさ（幅 X 奥行 X 高さ） 

MF 4380 dn / D 450 

390 mm X 465 mm X 363 mm 

源稿給紙トレイ/用紙カセット取り付け瞄 

MF 4370 dn 

390 mm X 442 mm X 455 mm 

源稿給紙トレイ/用紙カセット取り付け瞄 

MF 4350 d / MF 4330 d 

390 mm X 450 mm X 455 mm 

(原稿給紙トレイ取り付け時） 

設置スペース（幅 X 奥行） 

MF 4380 dn / D 450 

627 mm ( W ) X 1093 mm ( D ) 

MF 4370 dn / MF 4350 d / MF 4330 d 

590 mm ( W ) X 1013 mm ( D ) 

使用環境 

温度： 10 で〜 30 で 

湿度： 20% - 80% (相対湿度-結露しないこと） 

使用可能な原稿 

^ P .2-2 

使用可能な用紙 

^ P .2-6 




















主な仕様 


本体仕様 

プリント範囲 

^ P .2-9 

読み取り範囲 

^ P .2-3 


コピーの仕様 

読み取り偶像度 

くモジ/シヤシン> : 300 dpi X 300 dpi 

くモジ>、くシヤシン>、くモジ/シヤシン+> : 60日 dpi X 60日 dpi 

書き込み解像度 

600 dpi X 600 dpi 

複写倍率 

1:1 ± 1.0%. 1:2.00、1:1.29、1:0.78、1:0.64、 1:0.50 
ズーム： 5日〇/〇〜200% (1〇/〇刻み） 

複写速度 

等倍： A 4 22枚/分 

連続複写枚数 

最大99部 

ファーストコピータイム 

原稿台ガラス： 9.0 秒け下 （ A 4) 


プリンタの仕様 

記録方式 

間接静電気方式（オンデマンド定着） 

給紙ち式 

巧紙カセツト： 250枚（積載高さ25 mm が下） 

手差しトレイ：1枚 

排紙方式 

100枚 （64 〜 80 g / m う 

プリントま度 

等倍： A 4 22枚/分 

書き込み解像度 

600 dpi X 600 dpi 

階調数 

256階調 

トナーカートリッジ 

非 1-13 


スキヤナの仕様 （ USB スキヤン） 

お式 

カラースキヤナ 

最大読み取り原稿サイズ 

216 mm X 356 mm 

読み取り觸像度 

600 X 1200 dpi (化学解像度） 

9600 X 9600 dpi (ソフトウェア補間解像度） 

原稿読み取り速度 

カラー： 4.5 msec/line (600 dpi ) 

グレースケール： 1.5 msec/line (600 dpi ) 

ホストインタ フエー ス 

USB 1.1 、 USB 2.0 

対応 OS 

Windows 2000 / XP / Vista /7 
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主な仕様 


スキヤナの仕様 （ USB スキヤン） 

ドライバ 

TWAIN/WIA1.0* (Windows XP/Vis ね/7のみ）対応 
*WIA2 .日には非対応 


スキャナの仕様（ネットワークスキャン） （ IVlF 4380 dn / IVlF 4370 dn のみ） 

お式 

カラースキヤナ 

最大読み取り原稿サイズ 

216 mm X 356 mm 

読み取り解像度 

75 dp し10日 dpi、ISO dp し 20 日 dpi、300 dpi 

原稿読み取り速度 

カラー： 3.93 msec/line (300 dpi) 

グレースケール： 0.65 msec/line (300 dpi) 

ホストインタフェース 

lOOBase-TX/IOBase-T 

対応 0S 

Windows 2000/XP/Vista/7/Server 2003/Server 2008 

ドライバ 

TWAIN 


ファクスの仕様 

適用回線 

公巧交換電話網 （PSTN) W 

交信性 

G3 

データ圧縮方式 

MH、MR、MMR 

モデム连度 

33.6 Kbps 
自動フォールバック 

電送速度 

ページ当り約3砂*2 ECM-MMR、33.6 Kbps でメモリから送信 

送信/受信メモリ 

最大約256ページ* 2 
(送受信の総ページ数） 

ファクス锅像度 

くヒヨウジュン> : 8画素 /mm X 3.85 ライン /mm 
くファイン> : 8画素 /mm X 7.7 ライン /mm 
くシヤシン> : 8画素 /mm X 7.7 ライン /mm 
くスーパーファイン> : 8画素/ mm X 15.4 ライン/ mm 

ダイヤルち式 

-スピードダイヤル 

ワンタッチダイヤル （8 件） 

短縮ダイヤル（100件） 

グループダイヤル （8 セットX 50件） 

宛先表ダイヤル（宛先表キーによる） 

-通常ダイヤル（テンキーによる） 

-自動リダイヤル 

-手動リダイヤル（リダイヤル/ポーズキーによる） 

-同報送信 （124 件） 

受信ち式 

-自動受信 

-電話機によるリモート受信（初期設定 ID:25) 

























まな仕様 


ファクスの仕様 

レポートの種類 

-通信管理レポート （60 件ごと） 


-送信/受信結果レポート 


• 発信元情報 


*' 公ま交換電話網は、現在 28.8 Kbps までのモデムま度に対応しています。ただし電話回線の状態により異なります。 
ITU-T (国際電気通信連合の通信規格などを制をする部門）標準チヤート N 0.1、 MMR 標準モードによります。 


電話の仕様 

接続可能な電話 1外付け電話機/留守番録音機/データモデム 


@ メモ 

仕様は予告なく変更されることがあります。 

製品が改良され変更になったり、今後発売される製品によって内容がを更になることがありますので、ご了 
をください。 

本製品に関する情報はこちらでもご確認いただけます。 

キヤノン Satera ホームぺージ 
■ http :// canon . jp / satera / 
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